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Ａ １

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　２　地　域　地　区　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　３　敷　地　面　積　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

１

２

３

４

５

６

７

合　　　　　　計

建　物　名　称 建築種別 階数

消防法

の区分

Ｎｏ． 延面積（㎡）建築面積（㎡）構　造

１　適用基準等

　　　　　　　　　　　　　　　　公共住宅事業者等連絡協議会監修

　　（１） 図面及び特記事項に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

　１　共　通　事　項

章 章 章項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項

建 築 改 修 工 事 仕 様 書

Ⅰ　工 事 概 要

Ⅱ　工 事 仕 様

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１

　１　工　事　場　所

　４　建　物　用　途

　５　棟　別　概　要

３　環境への配慮

一

般

共

通

事

項

　　　　　 監修「建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和7年版」（以下「改修標準仕様書」

　　　　　 という）による。ただし、改修標準仕様書に規定されている項目以外は、「公共建築

　　　　　 工事標準仕様書（建築工事編）令和7年版」（以下「標準仕様書」という）による。

　　　　　 ・ 印と ＊ 印のある場合はともに適用する。

　　　　　 ・ 印の無い場合は、 ＊ 印のあるものを適用する。

　２　特　記　事　項

　　（２） 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び機械設備工事

　　　　　 はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　　（１） 章及び項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　（２） 特記事項は ・ 印を適用する。

　　（３） 特記事項に記載の［　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目・図または表を示す。

　　　　　 特記事項に記載の（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目・図または表を示す。

＊建築工事標準詳細図（令和4年版）

・公共住宅標準詳細設計図集（第4版）

＊営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ

　 　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人公共建築協会 編集

　建築工事編及び解体工事編　令和5年版　

ものとし、JIS及びJASﾏｰｸ表示のない材料及びその製造業者等は、

２　材料の品質等 本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する

ただし、使用量の少ないもの、簡易な材料又は品質を証明する資料の

なお、商品名が記載された材料については、当該商品又は同等品を使

用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける

ものとする。

また、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性

能を有することの証明となる資料又は外部機関が発行する資料等の写

しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

ただし、社団法人公共建築協会編集・発行「建築材料・設備機材等品

次の1)～6)の事項を満たすものとする。

入手困難なもの等については、次の1)～6)を考慮の上、監督職員の承

諾を受けて証明資料の提出を省略することができる。

1)品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀが整備されていること。

2)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

3)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

5)安定的な供給及び保守等の営業体制が整えられていること。

4)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

6)材料及び接着剤等のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量はF☆☆☆☆とする。

質性能評価事業　建築材料等評価名簿（最新版）」及び「同設備機材

等評価名簿（最新版）」に記載されたものについては、所定の品質及

び性能を有しているものとする。

（平成12年法律第100号）に基づく、現行の「環境物品等の調達の推

進に関する基本方針」に定める特定調達品目の分野「公共工事」の品

目を調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。

　　及び製品

改修標準仕様書及び標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法４　特別な材料の工法

は､監督職員の承諾を受けて､当該製品指定工法によることができる。

・しまね・ﾊﾂ・建設ﾌﾞﾗﾝﾄﾞに登録された下記工法又は製品を使 用する。

登 録 技 術 適　用　箇　所

電気保安技術者を工事現場に置き、電気工作物の保安の業務を行う

ものとする。

５　電気保安技術者

[1.3.3]

詳細は現場説明書による６　施 工 条 件

[1.3.5]

７　発生材の処理等 ・引き渡しを要するもの

[1.3.12]

・現場において再利用を図るもの

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ（PCB）含有物

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・有価物

産業廃棄物の処理及び再資源化を図るものは下記による

項　目

備　考

（再資源化

の有無等）

有

有

有

有

（有・無）

処分費

（有・無）

区間

距離

設資材

特定建

・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

・ｱｽﾌｧﾙﾄ塊

・ｺﾝｸﾘｰﾄ

　及び鉄から

　成る建設資材

(km)

廃棄物

理産業

特別管

その他

・木材

・廃石綿等

　(　　　　　)

・

・金属くず

・廃ﾌﾟﾗ

・石綿含有産業廃棄物

　(　　　　　)

品　目 搬 出 場 所

DID

配置する位置は別に図示する。

以下のとおり、交通の誘導に係る業務に従事する者を配置すること。８　交通安全管理

[1.3.9]

名　　称

交通整理員　

交通安全管理の必要な作業等人・日数

　（注）取扱いは「建築工事における交通誘導員等の取扱い基準」

 　   　（営繕課HP掲載）による

交通誘導員A

交通誘導員B

９　施工数量調査

[1.5.2]

1)本工事の施工に先立ち、施工数量調査を行う。 

2)施工数量調査後、監督職員に報告書を提出する。

3)調査結果を考慮し、施工計画を作成する。

調査範囲　　・　　　　　　　　・外壁（庇共）　 

調査方法　　・　　　　　　　　・ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰによる打診

報告書の提出部数　 ＊1部

10　調査のための

　　破壊部分の

　　補修方法

[1.6.3]

・　　　　　　　　　　　　　　　

11　技能士の適用

[1.7.2]

＊技能士制度の趣旨を十分理解の上、積極的な活用に努めること。

測定化学物質名：

下記により測定し、その結果を監督職員に報告する。

測定対象室：

測定箇所：　　　箇所

測定方法：

測定時期：

12　化学物質の濃度

　・ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　 ・ｽﾁﾚﾝ　 ・ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

　・ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　・ﾄﾙｴﾝ　 ・ｷｼﾚﾝ   

　・施工前　　・施工後

　・営繕工事におけるﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等測定要領

　・学校施設の工事における環境衛生検査の濃度測定要領

　・住宅性能表示制度に基づく測定方法

　　（ただし書きによる測定方法を含む）

　　測定

[1.7.10]

(1.5.10)

下記のものを提出する。

提出部数

仕様は、島根県建築工事写真取扱要領による。

 ＊電子ﾃﾞｰﾀ（CD-R等）

　（写真管理ﾌｧｲﾙ、工事写真、完成写真、完成写真帳、参考図等）

下記のものを提出する。

品　名　・　仕　様

 ＊情報共有ｼｽﾃﾑで処理を行った営繕工事帳票の電子ﾃﾞｰﾀ（CD-R等）

　（情報共有ｼｽﾃﾑを使用した場合のみ）

　電子媒体での納品が困難な場合は受発注者間協議により決定する。

品　名　・　仕　様 提出部数

13　工 事 写 真

14　完成時の提出図書

[1.9.1]

 ＊ 竣工図

品　名　・　仕　様

仕様は、島根県建築工事完成図取扱要領による。

提出部数

複

写

図

　　製本ｻｲｽﾞ（ ＊ A3縮小版 ）白焼

　　表装（ ＊ﾚｻﾞｯｸ表紙（ﾗﾐﾈｰﾄ仕上げ））

＊ 電子ﾃﾞｰﾀ（竣工図、施工図）（CD-R等）

完成図の作成のため以外に使用してはならない。

製本の取りまとめについては監督職員の指示による。

・ 　部

提出部数書　　　類　　　名

 機器取扱い説明書

 建築物等の利用に関する説明書

 （建築物等の利用に関する説明書作成要領による）

 機器性能試験成績書

 官公署等届出書類

 その他監督職員が指示するもの

 総合試運転報告書

 建築物等の利用に関する説明書の電子データ（CD-R等）

にある。なお、貸与されたﾃﾞｰﾀは、当該工事における施工図又は

下記のものを、竣工後15日以内に提出する。

1　部

1　部

1　部

＊  1部

＊  1部

15　完　成　図

[1.9.2]

16　保全に関する資料

[1.9.3]

・　　　　　　　　　　　　

・　　　　　　　　　　　　

・　　　　　　　　　　　　　　

17　関連他工事

　　指名

下記の者に、労働安全衛生法第30条第2項に基づく指名を行う。

・本工事の受注者

・関連他工事の受注者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

提出した施工図及び施工計画書の著作に関わる当該建物における

使用権は発注者に委譲するものとする。　　施工計画書

[1.2.2、3]

18　特定元方事業者の

19　施工図及び

（大気汚染防止法第18条の15、石綿障害予防規則第3条及び第4条の2）

受注者は以下の規定に基づき、特定建築材料等の有無を事前に調査し

働基準監督署長並びに都道府県知事等への報告を行うこと。

発注者へ書面により説明すること。併せて調査結果の掲示及び所管労

石綿分析結果報告書の貸与

　・有　　事前調査箇所

　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　・図示による

　・無

20　事前調査

・分析調査（定性分析）を行い、結果を報告する。

　・試料採取箇所（　　　　　　　　）　　　試料数（　　　）

　・図示による

21　撤 去 部 分 ・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　　

本工事に求められる耐震安全性については、下記及び「官庁施設の

総合耐震・対津波計画基準及び同解説（国土交通省大臣官房官庁営繕

部監修）令和3年版」による。

特別室　（　　　　　　　）

機能の停止が許されない室　（　　　　　　　）

＊記載のない室は一般室とする。

建築基準法に基づき定められた区分等

　基準風速 V0(m/s)

　　　　　・30

　　　　　・32（旧益田市、旧匹見町、旧日原町、隠岐郡）

　　　　　・34（旧津和野町、旧柿木村、旧六日市町）

　積雪荷重　告示第1455号、島根県建築基準法施行細則による

構造体　・Ⅰ類　・Ⅱ類　・Ⅲ類

建築非構造部材　・A類　 ・B類

建築設備　・甲類　・乙類

　地表面粗土区分　 ・Ⅰ　 ・Ⅱ　 ・Ⅲ　 ・Ⅳ

22　耐震措置

23　耐荷重及び耐外力

分析調査

　　　採取場所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　採取機器　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　採取箇所数　（　　　　　）

・PCBを含む可能性のある機器類

　　現場にてｻﾝﾌﾟﾙを採取し、含有の有無を分析する。

24　施工計画調査

　　　採取場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　採取箇所数　部材が異なる毎に１箇所

　　現場にてｻﾝﾌﾟﾙを採取し、分析を行う。

・廃油の種別

　　　採取場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　採取箇所数　部材が異なる毎に１箇所

　　現場にてｻﾝﾌﾟﾙを採取し、分析を行う。

・廃酸又は廃ｱﾙｶﾘの種別

    　採取箇所数　（　　　　　）

　　　採取場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

　　現場にてｻﾝﾌﾟﾙを採取し、分析を行う。

　　　採取箇所数　（　　　　　）

・塗膜塗料に含まれる有害物質

　　現場にてｻﾝﾌﾟﾙを採取し、分析を行う。

　　　有害物質の種類　　・PCB　　・鉛　　・ｸﾛﾑ

　　　採取場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　対策

１　騒音・粉じん等の 騒音・粉じん等の対策　　２

[2.1.3]

仮

設

工

事

・防音ﾊﾟﾈﾙ　　・防音ｼｰﾄ　　・　　　　　　　　　　

防音ﾊﾟﾈﾙ、防音ｼｰﾄを取り付ける足場の設置範囲

＊工事に必要な範囲　　・　　　　　　　　　　　　

２　足　場　等

[2.2.1]

[表2.2.1]

「手すり先行工法等に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（厚生労働省令和5年

　12月策定）」による。

・外部足場（範囲　＊工事に必要な範囲　・　　　　　　　　　）

・防護ｼｰﾄ （範囲　＊工事に必要な範囲　・　　　　　　　　　）

・内部足場（＊脚立、足場板等　　　　　・　　　　　　　　　）

材料、撤去材等の運搬方法

　・A種　 ・B種　 ・C種　 ・D種　 ・E種

　　C種：利用可能なｴﾚﾍﾞｰﾀｰ（　　　　　　　　　　）

　　D種：利用可能な階段（　　　　　　　　　　）

既存部分の養生方法 　 

既存家具等の養生方法

　保管場所：　　　　　　　　　

３　既存部分の養生

[2.3.1] 　・ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ　　・合板　　・図示による

　・ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等による　　・図示による

既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ｶｰﾃﾝ等の養生

　養生方法　　・取り外し　　・図示による

備品等の移動　 ・図示による

４　仮設間仕切り

[2.3.2]

仮設間仕切りの種別と材質等

種別

・A種

＊B種

・C種

　種類（＊普通合板　・　　　）

　厚さ（＊9.5mm　・　　　）

ｳｰﾙ吸音材32K厚50mm）

＊行う（JIS A 6301ｸﾞﾗｽ

充填

＊せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　種類（＊GB-R　・　　　）

　厚さ（＊9.5mm　・　　　）

＊無し

・片面

・

塗装仕上げ（厚さmm）

仮設扉の種別

　＊木製（合板張り程度）・　

５　監督員事務所

[2.4.1] 仕上げ：

設　備：

備　品：

面　積：　　　　m2程度

６　現場事務所 ・設置できる

　・敷地内　・敷地外（設置可能場所：　　　　　　　　　）

・設置できない

構内既存の施設

　　その他

７　工事用電力、水、

工事用水　　・利用できる（有償）　・利用できない

工事用電力　・利用できる（有償）　・利用できない

設置箇所、材質、構造及び設置期間は図示による。８　仮囲い及び出入口

９　養生シート

　・ 　　　　　　　　　　　

設置箇所、材質、構造及び設置期間は図示による。10　洗　車　場

設置範囲　　・図示の位置　　・外部足場全面

　　　・防炎Ⅰ類　　・防炎Ⅱ類

　・ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ

養生ｼｰﾄの種別

　・養生ｼｰﾄ

　　　・防炎Ⅰ類　　・防炎Ⅱ類

８　木製安全施設製品

　（県産木材製品）

＊工事用看板（表示板1,400㎜×500㎜用）　　　2台

＊工事用ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　　　　　　　　　　　　　　 5台

・工事用標示板（表示板1,400㎜×1,100㎜用）　 台

　　　看板等の使用に係る運用の一部改訂について（通知）」

（注）取扱いは「建築工事における県産木材を使用した工事用

　　（営繕課HP掲載）による

島根県鹿足郡津和野町町田イ26番地

都市計画区域内（区域区分未設定）

中学校

屋内運動場 改修 S 2 (7) 1,037.16 1,088.55

1,037.16 1,088.55

ｴﾙ・ｱｲ・ｴｽ

ｴﾙ・ｱｲ・ｴｽ

無18.2

無

設計に関するCADﾃﾞｰﾀを貸与するが、著作権者は、　津和野町

1　部

特記仕様書１

22.1

令和8年度津和野中学校屋内運動場
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　　　　　LED化及び空調設備等設置工事
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５

建

具

改

修

工

事

１　改修工法

[5.1.3]

適用範囲撤去工法かぶせ工法建具の種類

＊図示による ・ 

＊図示による ・ 

＊図示による ・ 

＊図示による ・ 

＊図示による ・ 

＊図示による ・ 

　　 ・ 　 ・ 

　　 ・ 　 ・ 

　　 ・ 　 ・ 

　　 ・ 　 ・ 

　　 ・ 　 ・ 

　　 ・ 　 ・ 

新規に建具を設ける場合

３　見本の製作等

[5.1.5]

・樹脂製建具

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ｱﾙﾐ製建具

・ｽﾃﾝﾚｽ製建具

・外部

・内部

２　防火戸

[5.1.5]

　壁部分の開口の開け方　　＊図示による　　・ 

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　　＊図示による　　・ 

　建具周囲のｼｰﾘﾝｸﾞは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

　・再使用（・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ　・　　　　　　　　　　　）

・適用する　指定箇所（＊図示による　・ 　　　　　　　　　）

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とﾋｭｰｽﾞ装置、熱感知器又は

煙感知器との連動

　＊連動させる　適用箇所（・ 図示による　　・ 　　　　　　）

　・連動させない

建具見本の製作　　・行う　　・行わない

特殊な建具の仮組　・行う　　・行わない

４　防犯建物部品

[5.1.7]

・適用する　適用箇所（＊図示による　・ 　　　　　　　）

５　アルミニウム製建具

[5.2.2～5]

[表5.2.2]

性能値等

　　　外部に面する建具の種別

　　　　　　　　　　　　（・ 図示による ・ 　　　　　）

・耐風圧性の等級(　　)、気密性の等級(　　)、水密性の等級(　　)

　・改修標準仕様書表5.2.1による種別

　　　　・A種(・すべて ・図示による ・ 　　　　　)

　　　　・C種(・すべて ・図示による ・ 　　　　　)

　　　　・B種(・すべて ・図示による ・ 　　　　　)

　　　　　　　　　　　　（・ 図示による ・ 　　　　　）

　　防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ、遮音性の等級（　　　　　　　　）

　　断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ、断熱性の等級（　　　　　　　　）

形状及び仕上げ

　表面処理

　　外部に面する建具

　　屋内の建具

取付工法

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の材料　＊SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　 ・ 

　枠の見込み寸法　　＊図示による　・ 

　　　種別　・BB-1種　・BB-2種

　　　色合等　＊標準色(　　　　　　)・特注色(　　　　　　)

　　　種別　・BC-1種　・BC-2種

　　　色合等　＊標準色(　　　　　　)・特注色(　　　　　　)

結露水の処理方法　＊図示による　・ 

　水切り板、ぜん板　＊図示による　・ 

　木下地の場合の内付け建具　　・適用しない　・適用する

６　網戸等

[5.2.3]

[5.3.3]

・防虫網

・防鳥網

・ 

1.5mm 網目寸法15mm

・ 

線径材質種類 網目

＊合成樹脂製

・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製

・ｽﾃﾝﾚｽ（SUS316）製

・ｽﾃﾝﾚｽ（SUS304）線材

＊0.25mm以上 ＊16～18ﾒｯｼｭ

７　樹脂製建具

[5.2.2]

[5.3.2～5]

性能値等

　　　外部に面する建具の種別

外部に面する建具の日射熱取得性の等級

　・ 

形状及び仕上げ

取付工法

・耐風圧性の等級(　　)、気密性の等級(　　)、水密性の等級(　　)

　＊改修標準仕様書表5.3.1による種別

　　　　・A種(・すべて ・図示による ・ 　　　　　)

　　　　・B種(・すべて ・図示による ・ 　　　　　)

　　　　・C種(・すべて ・図示による ・ 　　　　　)

　　防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ、遮音性の等級　・T-1・T-2

　　　　　　　　　　（建具符号：・図示による ・ 　　　　　）

　　断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ、断熱性の等級

　　　　・H-4　・H-5　・H-6　・H-7　・H-8

　　　　　（・図示による ・ 　　　　　）

　水切り板、ぜん板　　＊図示による　　・ 

　枠の見込み寸法　　・図示による　　・ 

表面色　　＊標準色　　・特注色

　木下地の場合の内付け建具　　・適用しない　・適用する

ｶﾞﾗｽ　　＊複層ｶﾞﾗｽ　　・ 

８　鋼製建具

[5.2.2]

[5.4.2～4]

[表5.4.2]

性能値等（・図示による 　・ 　　　　　　　）

　簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ　気密性の等級　・A-3

　　　　　　　　　　水密性の等級　・W-1

　外部に面する建具の耐風圧性　・S-4

　　　　　　　　　　　　　　　・S-5

　　　　　　　　　　　　　　　・S-6

　防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ　　　遮音性の等級（　　　　　　　）

　断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ　　　断熱性の等級（　　　　　　　）

形状及び仕上げ

耐震性能

　建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

くつずりの仕上げ

　　　　　　　　使用箇所（　　 　　　）

　耐震ﾄﾞｱ　　　　　　　　　面内変形追従性の等級（　　　　　）

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の材料　＊SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　 ・ 

　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板を用いる場合　＊ＨＬ以上

　鋼板類の厚さ　＊改修標準仕様書表5.4.2による　・ 

標準型鋼製建具の形状及び寸法　　＊図示による

９　鋼製軽量建具

[5.2.2]

[5.5.2～4]

性能値等（・図示による 　・ 　　　　　　　）

　簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ　・適用する

　防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ　　　遮音性の等級（　　　　　　　）

　断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ　　　断熱性の等級（　　　　　　　）

　耐震ﾄﾞｱ　　　　　　　　　面内変形追従性の等級（　　　　　）

形状及び仕上げ

　　　　　　　　使用箇所（　　 　　　）

鋼板の材料

　＊亜鉛めっき鋼板　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　・ｶﾗｰ鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の材料　＊SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　 ・ 

　鋼板類の厚さ　＊改修標準仕様書表5.5.1による　・ 

・防音性能を求める戸（建具表による）

　　防音充填材　（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ又はﾛｯｸｳｰﾙ）

召合せ、縦小口包み板の材質　＊鋼板　　・ 

標準型鋼製軽量建具の形状及び寸法　　＊図示による

[5.4.2]

10　ステンレス製建具

[5.2.2]

[5.6.2～5]

[5.7.2、3]

形状及び仕上げ

工法

　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の曲げ加工

性能値等（・図示による 　・ 　　　　　　　）

　簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄ　・適用する

　外部に面する建具の耐風圧性　・S-4

　　　　　　　　　　　　　　　・S-5

　　　　　　　　　　　　　　　・S-6

　防音ﾄﾞｱ、防音ｻｯｼ　　　遮音性の等級（　　　　　　　）

　耐震ﾄﾞｱ　　　　　　　　　面内変形追従性の等級（　　　　　）

　断熱ﾄﾞｱ、断熱ｻｯｼ　　　断熱性の等級（　　　　　　　）

　表面仕上げ　＊ＨＬ　・鏡面仕上げ　・ 

　　　＊普通曲げ　・角出し曲げ(・a角　・b角　・c角)

ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の材料　　＊SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　　　　　　　　　　　　・ 

11　建具用金物 金物の種類及び見え掛り部の材質等

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する戸車及びレール　＊改修標準仕様書表5.8.5による

握り玉及びレバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

　＊改修標準仕様書表5.8.1により適用は図示による　　・ 

　＊改修標準仕様書表5.8.2による　　・ 

　＊改修標準仕様書表5.8.3による　　・ 

　＊標準仕様書表5.8.4による

　＊図示による　　・ 

12　鍵

[5.8.4]

鍵の製作本数

ﾏｽﾀｰｷｰ

　＊製作する（　　　　組）　・製作しない　・既存に組込む

　＊各室3本1組（室名札付き）　　・ 

鍵箱　　・設ける（　　　　個用　　組）　・設けない

13　自動ドア開閉装置

[5.9.2、3]

引き戸用駆動装置

　性能

　　・　　　　　　　　　　　　　

車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置

　性能

　引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目

　　・ 　　　　　　　　　　　　　

　　＊改修標準仕様書表5.9.1による

　　　種類　　・SSLD-1　　・SSLD-2　　・DSLD-1　　・DSLD-2

　　＊改修標準仕様書表5.9.2による　　　　　

　性能

引き戸用検出装置

　種類　・光線(反射)ｾﾝｻｰ　・熱線ｾﾝｻｰ　・音波ｾﾝｻｰ　・光電ｾﾝｻｰ

　　　　・電波ｾﾝｻｰ　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　・押し釦ｽｲｯﾁ

　　　　ﾀｯﾁｽｲｯﾁの種類

　　　　車椅子使用者用便房ｽｲｯﾁの種類

14　自閉式上吊り引戸

　　装置

[5.10.3]

　　＊改修標準仕様書表5.9.3による

　　　　　　・無線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　・光線式ﾀｯﾁｽｲｯﾁ

　　　　　　・大形(開・閉)押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　・非接触ｽｲｯﾁ

戸の開閉方式　　＊図示による　　・ 

防錆　　・適用する　　・適用しない

凍結防止装置　　・適用する　　・適用しない

性能等　　＊改修標準仕様書表5.10.1による　　・ 

15　重量シャッター

[5.11.2、3]

外壁開口部に設ける重量ｼｬｯﾀｰの耐風圧強度(　　　　　)Pa

安全装置

　　　　　　　　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ

ｼｬｯﾀｰの種類　　 ・管理用ｼｬｯﾀｰ

　　　　　　　　・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ

　　　　　　　　・防煙ｼｬｯﾀｰ

開閉方式の種類　＊電動式（手動併用）　・手動式

　電動式ｼｬｯﾀｰの急降下制動装置、急降下停止装置

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

　電動式ｼｬｯﾀｰの障害物感知装置

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

　屋内用防火ｼｬｯﾀｰ若しくは防煙ｼｬｯﾀｰの危害防止装置

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

ｽﾗｯﾄ及びｼｬｯﾀｰｹｰｽ用鋼板

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のｶﾊﾞｰ、雨掛りに

用いるｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ類のふたの材質

管理用ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　・設ける　・設けない

　鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　めっきの付着量　＊Z12又はF12を満足するもの　　・ 

　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板の材料　＊SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　 ・ 

16　軽量シャッター

[5.12.2～4]

開閉方式の種類　＊手動式　・電動式（手動併用）

耐風圧強度　（　　　　　）Pa

安全装置（電動ｼｬｯﾀｰ）

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

　・急降下停止装置

　＊障害物感知装置

ｽﾗｯﾄの材質の種類

　・JISG3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　・JISG3322（塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ―亜鉛合金めっき鋼板及び鋼板）

　　　めっきの付着量（＊Z06又はF06　　・ 　　　　　　）

　　　めっきの付着量（＊AZ90　　・ 　　　　　　　　　）

ｽﾗｯﾄの形状

　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形

　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

17　オーバーヘッドドア

による区分

風圧力による

強さの区分 による区分

開閉方式

による区分

収納形式 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

の材料[5.13.2、3]

＊ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

・125

ｾｸｼｮﾝ材料

・100

・75

・50

＊ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ﾁｪｰﾝ式

・電動式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・溶融亜鉛

　めっき鋼板

・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

電動式ﾀｲﾌﾟで障害物感知装置を設ける箇所　＊図示による　・ 

18　木製建具

[5.7.2～4]

　表面材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等

表面材の品質等

合板の種類 規格等 備考

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨ

　ﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

　(MDF)

表面の種類

　生地、透明塗料塗り

　(＊ﾗwﾝ合板程度　・　　　　　)

　不透明塗料塗り

　(＊しな合板程度　・　　　　　)

接着の程度(・1類　・2類)

樹種名(　　　　　　　　　　)

接着の程度(・1類　・2類)

化粧加工の方法

(・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装)

表面性能(　　　　　)ﾀｲﾌﾟ

接着の程度(・1類　・2類)

票裏面の状態による区分(　　　　　)

曲げ強さによる区分(　　　　　)

接着剤による区分(　　　　　)

難燃性による区分(　　　　　)

　　＊標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による

建具材の加工、組み立て時の含水率　＊A種　　・ 

・ﾌﾗｯｼｭ戸

板面の品質(＊広葉樹1等　・　　　　　)

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用

表面板の厚さ　＊標準仕様書表16.7.6による　・　

　　かまち樹種（　　　　　）　鏡板樹種（　　　　　）

　　縁仕上げ　・塗り縁　・生地縁(素地)　・生地縁(ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ塗装)

　　　　　　　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板)

くつずりの材料　＊ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

　　・適用する　・適用しない

・かまち戸

　　見込み寸法　＊図示による　　・ 

・ふすま

　　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　　上張り(押入等の裏側以外)　・鳥の子

　　　　　　　　　　　　　　　・新鳥の子又はﾋﾞﾆﾙ紙程度

　　見込み寸法　＊図示による　　・ 

・戸ぶすま　　見込み寸法　＊図示による　　・ 

・紙張り障子　　見込み寸法　＊図示による　　・ 

枠の材料　＊木製枠

　　　　　・鋼製枠(＊亜鉛ﾒｯｷ鋼板　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　・ｶﾗｰ鋼板

19　ガラス

[5.14.2～4]

[図5.14.1]

下記のガラス以外の品種、厚さの呼びによる種類等

合わせｶﾞﾗｽの材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組み合わせ並びに合わせ

ｶﾞﾗｽの合計厚さ及び特性による種類

　材料板ガラスの種類、組合せ

・ﾌﾛｰﾄ板、ﾌﾛｰﾄ板合わせｶﾞﾗｽ

落球衝撃はく離特性並びにｼｮｯﾄﾊﾞｯｸ衝撃特性

による種類

　＊下記以外は図示による　　・ 

強化ｶﾞﾗｽの形状による種類、材料板ｶﾞﾗｽの種類による名称及び特性に

よる種類

材料板ｶﾞﾗｽの種類による名称

・ 

ﾊﾞｯｸ衝撃特性による種類

破片の状態及びｼｮｯﾄ

材料板ｶﾞﾗｽ

・ 

　＊下記以外は図示による　　・ 

熱線吸収板ｶﾞﾗｽの板ｶﾞﾗｽによる種類、厚さによる種類及び性能による

種類

材料板ｶﾞﾗｽによる種類 性能による種類

・1種　・2種

色調

・ｸﾞﾘｰﾝ　・　

　＊下記以外は図示による　　・ 

複層ｶﾞﾗｽの材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さの組合せ並びに複層ｶﾞﾗｽの厚さ

　＊図示による　・ 

　＊下記以外は図示による　　・ 

・Ⅰ類　 ・Ⅱ-1類

・Ⅱ-2類　 ・Ⅲ類

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ ・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ ・Ⅰ類　 ・Ⅲ類

・Ⅰ類　 ・Ⅲ類

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

断熱性による区分

封入気体の種類

日射取得性、日射遮蔽性による区分

・T1　・T2　・T3　・T4　・T5　・T6

・空気　・ｱﾙｺﾞﾝ　・　

・G　 ・S

　＊下記以外は図示による　　・ 

熱線反射ｶﾞﾗｽの材料板ｶﾞﾗｽの種類及び厚さによる種類

耐久性日射熱遮蔽性材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・ 

　色調（・ﾌﾞﾙｰ　・ｸﾞﾚｰ　・　　）

・1種

・2種

・3種

A類

・A類　・B類

B類

反射被覆面　　・内面　　・外面

映像調整　　　・行う　　・行わない

鋼製及び鋼製軽量

樹脂製

　　・ 

　　・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

建具の種類 ガラス留め材 ｶﾞﾗｽ溝の大きさ(mm)

ｶﾞﾗｽの留め材及び溝の大きさ

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

ｽﾃﾝﾚｽ製

＊ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ｶﾞｽｹｯﾄ

　　・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ

＊ｼｰﾘﾝｸﾞ材

＊ｼｰﾘﾝｸﾞ材

＊ｼｰﾘﾝｸﾞ材

・ｶﾞｽｹｯﾄ

　　・ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ

＊建具の製造所の仕様

　による

＊建具の製造所の仕様

＊建具の製造所の仕様

＊建具の製造所の仕様

　による

　による

　による

20　ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み

[5.14.5]

・正方形

伸縮調整

目地位置

防火

性能

＊6m以下

　ごとに

　25

・図示

　幅10～

・無し

・有り

・160×160

・200×200

(mm)

厚さ 色調

ｸﾘｱ 乳白

・95

・95

・125

・125

・ 

・ 

・ 

・ 

＊8～15

平積み

表面

形状

呼び寸法

(mm)

目地幅(mm)

曲面積み

＊標準仕様書

　5.14.5(2)

　(ｳ)(a)②

・ 

目地幅(曲面積み)の指示ないものは標仕5.14.5(2)(ｳ)(a)②による

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

目地部の横力骨の納まり

壁用金属枠及び補強材の材質・形状　　＊図示　　・ 

力骨　材質　＊ステンレス鋼（SUS304）　　・ 

　　　寸法　＊径5.5mm　　・ 

　　　形状　＊はしご形状複筋及び単筋　　・ 

ｼｰﾘﾝｸﾞの種類　　　　（　　　　　　　　　　）

金属製化粧ｶﾊﾞｰ　　材質　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

木下地の場合のｱﾝｶｰ等の取付け間隔　＊図示による

　　　　　　　　　寸法　＊図示による　　・ 

　　　　　　　　　形状　＊図示による　　・ 

　＊ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ製造所の仕様による　　・図示による　　・ 

特記仕様書４

２

令和8年度津和野中学校屋内運動場



Ａ

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

章 章 章項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

21　ガラス用フィルム

種　類

記号

外貼り用内貼り用

その他性能等

・日射調整ﾌｨﾙﾑ

・低放射ﾌｨﾙﾑ

・衝撃破壊対応ｶﾞﾗｽ

　飛散防止ﾌｨﾙﾑ

・相関変位破壊対応ｶﾞﾗｽ

　飛散防止ﾌｨﾙﾑ

・ｶﾞﾗｽ貫通防止ﾌｨﾙﾑ

・SC-1 ・SC-2

　LE

・GI-1

・GD-1

　SF

・GD-2

・GI-2

日射遮蔽性能による区分

・A　・B　・C　・D　・E

熱還流率による区分

・A　・B　・C　・D

ｶﾞﾗｽ貫通防止性能による区分

・A　・B

品質　JIS A5759による

６

内

装

改

修

工

事

１　他の部位との取り

　　合い等

[6.1.3]

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁面及び床の改修

範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

既存天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

　　下地補修

２　既存床の撤去及び

[6.2.2]

既存のｺﾝｸﾘｰﾄ又はﾓﾙﾀﾙ面の下地処理に用いるﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ及び

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙは、４章外壁改修工事による。

　＊壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示による

　＊壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示による

　＊既存のまま　  ・図示による

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の撤去　　＊仕上材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　 ・下地ﾓﾙﾀﾙとも

　　　　　　　　　　　（・図示の範囲　・撤去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　・機械的除去工法　・目荒し工法

　　下地補修

３　既存壁の撤去及び

[6.3.2]

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

＊ 改修標準仕様書4.3.10によるﾓﾙﾀﾙ塗り

（仕上げ厚又は全塗厚25㎜を超える場合の処置　＊図示による　　）

４　木下地等の

　　表面仕上げ

[6.5.1]

見え掛り面の表面仕上げの程度

　＊ﾌﾟﾚｰﾅｰ加工仕上げ

　　適用部位（部位）　　（施工箇所：　　　　　　　　）

　・超自動機械かんな

　　適用部位（部位）　　（施工箇所：　　　　　　　　）

　・ｻﾝﾀﾞｰ

　　適用部位（部位）　　（施工箇所：　　　　　　　　）

施工箇所 樹種

寸法

(mm)

等級 形状 含水率

＊2級

・

＊2級

・

＊A種　・B種

＊A種　・B種

・

・

施工箇所 樹種

寸法

(mm)

等級 形状 含水率

・

・

＊A種　・B種

＊A種　・B種

・

・

見え掛り

見え掛り

以外

＊上小節

＊小節以上

・JAS 1083-5 に基づく下地用製材

・JAS 1083-2 に基づく造作用製材

５　製材

[6.3.1、6～9] 保存

処理

保存

処理

施工箇所 樹種

寸法

(mm)

等級 形状 含水率

・

＊1等

・A種　・B種

＊10％以下

・JAS 1083-6 に基づく広葉樹製材

保存

処理

・

＊1等

・A種　・B種

＊10％以下

施工箇所 樹種

寸法

(mm)

材面の品質

・適用する

・適用しない

(＊A種　・B種)

造作材の場合

(　　　　　　)

・JAS 1083(製材)以外の製材

含水率防虫処理

＊A種

・B種

・

見付け材面寸法(mm)樹種名品名施工箇所

[6.5.2]

６　造作用集成材 ・JAS 1152に基づく造作用集成材

見付け材面

の品質

＊1等

・2等

施工箇所 品名 樹種名 寸法(mm) 化粧薄板の厚さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

樹種名 寸法(mm)施工箇所

見付け材面

の品質

＊15%以下

・ 

樹種名 寸法(mm) 化粧薄板の厚さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

見付け材面の品質

＊15%以下

・ 

施工箇所

・JAS 1152に基づく化粧ばり造作用集成材

＊1等

・2等

見付け材面（面数） 見付け材面の品質

・JAS 1152以外の造作用集成材

・JAS 1152以外の化粧ばり造作用集成材

含水率

含水率

[6.5.2]

寸法(mm)

施工

箇所

品名

・有り

７　造作用単板積層材 ・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

防虫処理

・適用する

・適用しない

表面の化粧加工

(・天然木化粧加工　・塗装加工)

・無し(等級：　　　　　)

施工

箇所

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

含水率

＊14%

　以下

・ 

防虫処理

・適用する

・適用しない

表面の化粧加工

・無し(等級：　　　　　)

・有り(・天然木化粧加工　・塗装加工)

寸法(mm)

施工

箇所

・JAS 3079に基づく直交集積板

寸法(mm)樹種名

接着性能

（使用環境）

・A

・B

・C

種別

・A種構成

・B種構成

強度等級

(曲げ性能)

品名

・異等級構成

　直交集成板

・同一等級構成

　直交集成板

[6.5.2] 施工

箇所 (mm)

厚さ

＊5.5

・　

施工箇所 等級 板面の品質

＊2級以上

・1級

＊C-D以上

・　

＊12

・　

８　合板等 ・JAS 0233に基づく普通合板

防虫処理の適用

・適用する

・適用しない

接着の

程度

＊1類

・2類 ＊2等以上

・1等

針葉樹

・　

＊C-D以上

単板の

樹種名

板面の品質

広葉樹

・JAS 0233に基づく構造用合板

保存処理

厚さ

(mm)

・適用しない

・適用する(　　)

・特類

＊1類

・適用する(　　　　)

・適用しない

単板の樹種名 接着の程度

曲げ強度（強度等級）防虫処理の適用

＊屋外又は常時湿潤常態となる場所に使用する場合は、

　接着の程度を特類とする。

施工

箇所 (mm)

厚さ 接着の

程度

単板の樹種名

・適用しない

＊1類

・2類

施工

箇所

厚さ

(mm)

接着の

程度

化粧板に使用する

単板の樹種名

・適用しない

＊1類

・2類

・JAS 0233に基づく化粧ばり構造用合板

・JAS 0233に基づく天然木化粧合板

防虫処理の適用

防虫処理の適用

・適用する(　　　　)

・適用する(　　　　)

＊屋外又は常時湿潤常態となる場所に使用する場合は、

　接着の程度を特類とする。

施工

箇所

・適用しない

厚さ

(mm)

接着の

程度

表面性能

化粧加工

の方法

・JAS 0233に基づく特殊加工化粧合板

厚さ

(mm)

施工箇所

＊15

・　

施工箇所 寸法(mm)

・ １級　　・ ２級　　・ ３級　　・ ４級　

施工

箇所

厚さ

(mm)

・JAS 5908に基づくﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・JAS 0360に基づく構造用ﾊﾟﾈﾙ

・JAS A 5905に基づくMDF

防虫処理の適用

・適用する(　　　　)・F　・FW

・W　・SW

・1類

・2類

・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

・ﾌﾟﾘﾝﾄ

・塗装

による区分

耐水性曲げ強さ

による区分

＊13タイプ

・　

＊Ｐ又はＭ

・　

表裏面の状態

による区分

種類

曲げ性能（等級）（・常態曲げ試験　・湿潤曲げ試験）

曲げ強さ

による区分 による区分

難燃性

による区分

耐水性に表裏面の状態

による区分

造作材化粧面の釘打ち

[6.5.3]

９　接合具等

諸金物の形状、寸法及び材質

　かすがい

　座金

　箱金物、短冊金物

　＊隠し釘打ち

　・釘頭埋め木

　・つぶし頭釘打ち

　・釘頭現し

　　＊改修標準仕様書表6.5.3に示す程度の市販品　・図示による

　　＊改修標準仕様書表6.5.4に示す程度の市販品　・図示による

　　＊改修標準仕様書表6.5.5に示す程度の市販品　・図示による

適用部材 保存処理性能区分

　　保存処理の性能（　　　　　　　　　　　）

　　ｲﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ

　　薬剤の種類

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

　　　・附属書A(規定)に基づく表面処理用木材保存剤による

　　　・　

　　適用部材（部位）

　　　・図示による

　　処理方法

・薬剤の接着剤材への混入による防腐・防蟻処理

10　防腐・防蟻・防虫

　　処理等

[6.5.5]

・工場における薬剤の加圧注入等

・改修標準仕様書6.5.5(1)(a)①による加圧注入

・K2　・K3　・K4

・K2　・K3　・K4

・改修標準仕様書6.5.5(1)(a)②による加圧式保存処理

　　　・適用する　・適用しない

　　　＊改修標準仕様書6.5.5(1)(b)①による

　　　＊改修標準仕様書6.5.5(1)(b)②による

・合板、集成材、単層積層材の薬剤の加圧注入等による

　K3防腐・防蟻処理

　　適用部材（部位）

　　　・図示による

　　　・図示による

　　適用部材（部位）

11　不燃処理木材等

(12.3.3)

不燃材料

　適用部材（部位）

　　＊図示による

準不燃材料

　適用部材（部位）

　　＊図示による

　　＊図示による

　適用部材（部位）

難燃材料

　　床組み

[6.5.6]

・間仕切軸組に用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

・床組に用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

・土間ｽﾗﾌﾞの類の場合の土台、転ばし大引及び転ばし根太

　　＊杉又は松

　　＊杉又は松

　　＊桧又は保存処理木材

12　内部間仕切り軸及び

・窓、出入口その他に用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

　　＊吊元枠、水掛りの下枠及び敷居は桧、その他は杉又は松[6.5.7]

13　窓、出入口その他

[6.5.8]

14　床板張り ・縁甲板及び上り框に用いる木材の樹木名（製材を用いる場合）

　　＊ひのき

[6.5.9]

15　壁及び天井下地 ・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹木名（製材を

　 用いる場合）

　　＊杉又は松

[6.6.2～4]

野縁等の種類

あと施工アンカーの施工後の確認試験

16　軽量鉄骨天井下地

　屋外（＊25形　　・　　　　）　屋内（＊19形　　・25形）

・屋外の軒天井、ﾋﾟﾛﾃｨ天井等

　　野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ及びｲﾝｻｰﾄの間隔

　　　・図示による　・　　　　　　　　　　

　　周辺部の端からの間隔　　・図示による　　・ 

　　野縁の間隔　　・図示による　・　　　　　　　　　　

既存の埋込みｲﾝｻｰﾄ　　・使用する　　・使用しない

　　・行う（試験箇所数　＊屋内の場合、当該階において3箇所

　 　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　（確認強度　　＊改修標準仕様書6.6.4(1)(ｳ)による

　 　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

　 補強方法　　＊図示による　　・ 

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

・ 天井の下地材における耐震性を考慮した補強　

　　　　　　　　 方法を定める件」（平成25年国土交通省告示第771

　　　　　　　　 号）第3第2項第二号に適合させる。

　 補強方法　　＊図示による　　・ 

　 補強箇所　　＊高さが6mを超える天井　　・図示による

　 補強方法　　＊「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造

　 　　　　　　・図示による

[6.7.3、4]

[図6.7.1]

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

　　応じた種類

17　軽量鉄骨壁下地 ｽﾀｯﾄﾞ・ﾗﾝﾅｰの種類

　＊改修標準仕様書表6.7.1によるｽﾀｯﾄﾞの高さによる区分に

　・図示による

ｽﾀｯﾄﾞの高さが5.0mを超える場合　　＊図示による

　＊改修標準仕様書6.7.4(5)による　　・　　　　　　　　　　

[6.8.2、3]

色柄 特殊機能種類の記号 備考厚さ（㎜）

・ ・ 

特殊機能

　帯電防止・帯電防止性能評価値(JIS A 1455)1.2以上～3.2未満又は

　　　　　　体積電気抵抗値(JIS A 1454)1×10^7～1×10^10Ω程度

　　　　　・ 

18　ビニル床シート

＊FS ・無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・柄物

・帯電防止

・耐動荷重性

・防滑性

＊2.0

＊接合部の処理（工法　＊熱溶接工法　・ 　　　　　　）

・突付け（施工箇所：　　　　　　）

[6.8.2]

特殊機能

　帯電防止・帯電防止性能評価値(JIS A 1455)1.2以上～3.2未満又は

　　　　　　体積電気抵抗値(JIS A 1454)1×10^7～1×10^10Ω程度

　　　　　・ 

備考厚さ（㎜）特殊機能寸法色柄種類の記号

・ 

19　ビニル床タイル

＊KT

・TT　・FT

・FOA ・FOB

・無地

・柄物

・300×300

・450×450

・500×500

・帯電防止

・防滑性

＊2.0

・2.5

・3.0

[6.8.2]

[6.9.3]

[6.11.4、5]

施工箇所の下地がｾﾒﾝﾄ系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の

種別[6.5.3、4]

　・図示による　　・ 

[6.8.2]

[6.8.2] 色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法（mm）　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

20　接着剤

21　ビニル幅木

22　ゴム床タイル

材質の種類　　＊軟質　　・硬質

高さ（mm）　　＊60　　・75　　・100

厚さ（mm）　　＊1.5以上　　・ 

種類　　　　　・単層品　　・複層品

厚さ（mm）　　・3.0　　・4.5　　・6.0　　・9.0

特記仕様書５
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Ａ

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗りA種の工程2の着色

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗りの工程1の着色

　・適用する（着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤）

　・適用しない

　・適用する（着色剤：・油性顔料着色剤　・溶剤系顔料着色剤）

　・適用しない

１　鉄筋

[8.2.1]

鉄筋の種類等

種類の記号 呼び名 備考

・ 

・ 

8-1

鉄

筋

工

事

＊SD295

＊SD345

＊D16以下

＊D19以上

２　溶接金網

[8.2.2]

鉄線の形状等

種類の記号種類 網目寸法、鉄線の径(mm) 仕様部位

＊溶接金網

・鉄筋格子

３　鉄筋の継手及び定着

[8.3.4][8.4.2、3]

鉄筋の継手の方法等

部位 継手方法 呼び名

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋

(　　　　　　　)

＊ガス圧接　・機械式継手

・溶接継手

＊重ね圧接　・ 

・重ね圧接　・ 

章 章 章項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

[6.9.2、3]

[表6.9.1]

色柄

　ﾊﾟｲﾙ糸の繊維種等

　織りじゅうたんの接合方法　　　

織り方 パイルの形状 帯電性 備考

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｱｷｽﾐﾝﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

備考帯電性

・適用する

・適用しない

工法ﾊﾟｲﾙ長さ(mm)ﾊﾟｲﾙの形状

＊全面接着工法

・ｸﾞｯﾘﾊﾟｰ工法

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・ 

備考ﾊﾟｲﾙの形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

施工箇所 寸法(mm)種類 総厚さ(mm)

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

　　　　　・ 

23　カーペット敷き ・織じゅうたん

・適用する

・適用しない

　＊模様のない無地

　　＊無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）

　　＊ﾋｰﾄﾎﾞﾝﾄﾞ工法　　・つづり縫い

・ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

＊第一種

・第二種

・第一種

・第一種

・第二種

・第二種

＊500×500

＊500×500

＊500×500

＊6.5

＊6.5

＊6.5

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの敷き方　　平場　＊市松敷き　・模様流し　・ 

　　　　　　　　 階段部分　＊模様流し　・市松敷き　・ 

見切り、押え金物の材質、種類及び形状　＊図示による　・ 

下敷き材　＊反毛ﾌｪﾙﾄ(JIS L 3204)の第2種第2号　呼び厚さ8mm

[6.10.2、3]

仕上げの種類

＊平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

＊平滑仕上げ

工法施工箇所種別 

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

・樹脂モルタル工法

材料　水性ｱｸﾘﾙ系樹脂塗材とし、製造所の指定する製品とする

工法　製造所の指定する工法とする

　　　なお、上塗りは2回塗りとし、総塗布量は0.25kg/m2以上とする

24　合成樹脂塗床

25　防じん用塗床

・厚膜型塗床材

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・厚膜型塗床材

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

・薄膜型塗床材

仕上げの種類（＊平滑仕上げ　・防滑仕上げ）

　　　　　　（＊標準色　・ 　　　　　）

[6.11.2～6]

工法種類 樹種 厚さ(mm)

間伐材等

の適用

＊なら　・　

＊なら　・　

＊なら　・　

＊なら　・　

・12・ 

・ 8・ 

・15 　 ・ 

　 ・ 

　 ・ 

　 ・ 

種類 工法 樹種 種別 厚さ(mm)

間伐材等

の適用

・

・

＊なら

＊なら

　 ・ 

　 ・ 

・15・ 

・12・ 

・12・ 

・12・ 

・12・ 

・12・ 

26　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　ﾎﾞｰﾄﾞ1等

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　ﾌﾞﾛｯｸ1等

・釘留め工法(根太張り)

・釘留め工法(直張り)

・接着工法

・接着工法 ・15

・天然木

　化粧複合

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・釘留め工法(根太張り)

・釘留め工法(直張り)

・接着工法

・A種

・B種

＊C種

・A種

・B種

＊C種

現場塗装仕上げ　・行う

　　　　　　　　　　＊ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

　　　　　　　　　　・ｵｲﾙｽﾃｲﾝの上ﾜｯｸｽ塗り

　　　　　　　　　　・生地のままﾜｯｸｽ塗り

　　　　　　　　・行わない

接着工法の場合の裏面緩衝材　＊合成樹脂発泡ｼｰﾄ

単層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

種別

[6.12.2]

畳表及び畳床はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

27　畳敷き

　・A種（畳表：・J　・J1）　・B種

　・C種（畳表：・PS-C20　・PS-C25　・PS-C30）

  ・D種（畳表：・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

下地の種類　・標準仕様書表12.6.1による床組み

　　　　　　・ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ床下地(ﾉﾝﾌﾛﾝ)

衝撃緩和型畳（畳表：・C1　　・C2）

　 他ボード及び合板張り

合板のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

　＊ 標準仕様書19.7.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

28　せっこうボードその

合板の防虫処理の適用

　・行う　　・行わない

種類

JISの

記号

厚さ(mm)、規格等

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 HW

MW

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・中質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・硬質木片ｾﾒﾝﾄ板

・普通木片ｾﾒﾝﾄ板

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

NW

HF

NF

0.8FK

1.0FK

ﾀｲﾌﾟ2(無石綿) ・6　・8

・15　・20　・25　・ 

・15　・20　・25　・ 

・15　・20　・25　・ 

・12　・15　・18　・21　・ 

・30　・ 

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 DR

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

RW-B

GW-b

GB-R

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

　(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

GB-NC

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

　　　　　　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

9.5 (不燃)　・化粧無(下地は利用)

12.5（＊不燃　・準不燃）

9.5

9.5（準不燃）

・普通合板

　生地、透明塗料塗り

　不透明塗料塗り

板面の品質（　　　　）

表板の樹種名（　　　　　）

厚さ(mm)(　　　　)

接着の程度(・1類　・2類)

0.8FK

1.0FK

ﾀｲﾌﾟ2(無石綿) ・6　・8

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(・12(不燃) ・15(不燃) ・　)

・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(・9(不燃) ・12(不燃) ・　)

・化粧けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

表面への化粧張り等の加工

　・ｱｸﾘﾙ樹脂系焼付け　・　

・25　・ 

・25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包)　・ 

＊12(不燃) ・15(不燃)

・12.5(不燃) ・15(不燃)

（＊ﾗﾜﾝ程度　　・ 　　　　　）

（＊しな程度　　・ 　　　　　）

・天然木化粧合板 樹種名（　　　　　）

接着の程度(・1類　・2類)

厚さ(mm)(　　　　)

・特殊加工化粧合板 化粧加工の方法

　　(・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装)

表面性能（　　　　　　　　）ﾀｲﾌﾟ

接着の程度(・1類　・2類)

厚さ(mm)(　　　　)

・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲDV

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲDO

・塗装DC

・10(難燃)　・12(難燃)　・　

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（素地）

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（化粧）

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ

HB

IB

・無研磨板(・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞRN)

・研磨板(・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞRS)

・内装用DI　・外装用DE

・2.5　・3.5　・5　・7　・ 

・9　・12　・15　・18　・ 

A級(・天井仕上げ ・内装仕上げ ・　　)

天井のﾎﾞｰﾄﾞ類(ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板を除く)の重ね張りを行う場合

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨ

　ﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張り

　ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

JIS K 6903による厚さ(＊1.2　・　　　)

MDF

・無研磨板VN　　・研磨板VS

・3　・7　・9　・12　・ 

・10　・12　・15　・18　・ 

　＊図示による

合板の張付け　　・A種　　・B種

せっこうﾎﾞｰﾄﾞの目地工法　　・図示による　　・ 

[6.14.2、3] 施工箇所

壁紙の種類

・不燃 ・準不燃 ・難燃

防火性能 備考

・ ・

・不燃 ・準不燃 ・難燃・ ・

無機質 その他

29　壁紙張り

紙 繊維

塩化 ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸﾋﾞﾆﾙ

・

・

・

・

・

・

・

・

ﾓﾙﾀﾙ・せっこうﾌﾟﾀｽﾀｰ面の素地ごしらえの種別　＊B種　・ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面の素地ごしらえの種別　＊B種　・ 

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びけい酸ｶﾙｼｳﾑ板面の素地ごしらえの種別

　・A種　＊B種 

[6.15.3、5、6]

ﾓﾙﾀﾙ　　　　　＊現場調合材料

　　　　　　　・既調合材料(材料　　　　　　　　　　)

既製目地材　　・設ける　施工箇所(　　　　　　　　　)

　　　　　　　　　　　　形状(＊ 図示による　・ 　　　　　)

　　　　　　　・設けない 

床の目地　　　・設ける

　　　　　　　　（目地割　＊2㎡程度(最大目地間隔3m程度)

　　　　　　　　（種類　　＊押し目地　　　・　　　　　　）

　　　　　　　・設けない 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　）

外装ﾀｲﾙ張り下地等の下地ﾓﾙﾀﾙ塗り及び下地調整材塗りの接着力試験

壁面の仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の下地処理

　・図示による 

　・適用する　　・適用しない

[6.16.2～4]

耐滑り性：JIS A 1509-12(ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ試験方法―第12部：耐滑り性試験

方法)で規定するC.S.R値は0.4～1.0とする。

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

備考

施工

箇所

形状

/寸法

(mm)

再生材料

の適用

吸水率 うわぐすり 役物

色 耐凍

害性

耐滑

り性

ⅠⅡⅢ 施ゆう 無ゆう 有無

標

準

特

注
有無

・・・ ・ ・ ・・・・・・ ・

・・・ ・ ・ ・・・・・・ ・

31　ﾀｲﾙ張り

30　モルタル塗り

伸縮調整目地の位置　床ﾀｲﾙ（＊縦、横とも4m以内ごと

　　　　　　　　　　　　 　　・図示による　・ 　　　　　　　)

　　　　　　　　　　床ﾀｲﾙ以外（＊図示による　・　　 　　　）

・ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ(ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ)張り

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

既調合ﾓﾙﾀﾙ

　ﾓﾙﾀﾙ下地としたﾀｲﾙ工事に使用する貼り付け用ﾓﾙﾀﾙとして、ｾﾒﾝﾄ、

　細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料

　とする。

壁ﾀｲﾙ張りの工法

　内装ﾀｲﾙ　　・密着張り　　・改良圧着張り

　内装ﾀｲﾙ以外のﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ　　・ﾏｽｸ張り　　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り

備考

施工

箇所

形状

/寸法

(mm)

再生材料

の適用

吸水率 うわぐすり 役物

色 耐凍

害性

耐滑

り性

ⅠⅡⅢ 施ゆう 無ゆう 有無

標

準

特

注
有無

・・・ ・ ・ ・・・・・・ ・

・・・ ・ ・ ・・・・・・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

有機系接着剤によるﾀｲﾙ(ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ)張り

ﾀｲﾙの形状、寸法など

[6.17.2、3]

塗厚(mm)　　＊ 10mm程度　　・ 32　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り

７

塗

装

改

修

工

事

１　材料

[7.1.3]

防火材料　・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする(・ 　　　　　　　　)

２　下地調整、

　　素地ごしらえ

[7.2.1～7.3.7]

塗替え種別がRB種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整、素地ごしらえ

木部

　＊劣化部分は除去し、活膜部分は残す　　・ 

鉄鋼面(DP)

不透明塗料塗り

透明塗料塗り

鉄鋼面(DP以外)

・行う

　　―

　　―

　　―

　　―

　　―

　　―

ひび割れ

部の補修

塗替え

下地調整の種別

＊RB種　・　

＊RB種　・　

＊RB種　・　

＊RB種　・　 ・A種　・B種

・

＊A種　・B種

・A種　＊B種

＊C種

＊B種

＊RB種　・　 ・A種　・B種

＊RB種　・　

下地面の種別

素地ごしらえの種別

新規

亜鉛めっき面(鋼製建具等以外)

亜鉛めっき面(鋼製建具等)

ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面(DP以外)、ALCﾊﾟﾈﾙ ・行う

・行う・RB種　・RC種

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面(DP)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面(DP)

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、 　　―＊RB種　・　

・RA種・RB種・RC種　

＊RB種　・　

・A種　・B種

＊B種

＊B種

＊A種

・A種　＊B種

・行う

３　錆止め塗料塗り

[7.4.2、3]

錆止め塗料塗りの種別

工程の種別

・A種　・ 

SOP

EP-G

DP

EP-G

SOP

DP

新規見え隠れ

塗替え

新規見え掛り

新規見え掛り

新規見え隠れ

塗替え

新規

新規鋼製建具等

新規その他

塗替え

新規鋼製建具等

新規その他

塗替え

塗装面 塗料の種別

・As種　＊Bs種

7.4.2(1)(ｲ)(a)による

鉄鋼面

亜鉛

めっき

鋼面

・A種(下地調整RA種) 

・B種(下地調整RB種) 

・C種(下地調整RC種) 

・As種　＊Bs種

・As種　＊Bs種

・As種

・As種

・As種

＊A種　・ 

＊B種　・ 

＊C種　・ 

＊A種　・ 

＊B種　・ 

＊C種　・ 

＊A種　・ 

＊B種　・ 

＊C種　・ 

＊A種　・ 

＊B種　・ 

＊C種　・ 

　　―

　　―

塗替え 7.4.2(1)(ｲ)(b)による

＊Az種　・Bz種

＊Bz種

＊Az種　・Bz種

新規

塗替え

・Bz種

・Bz種

・Cz種

・Cz種

・Cz種

４　仕上げ塗料塗り

[7.5.2～7.12.2] 新規

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　(SOP)

　塗料の種類

　　　＊1種

　　　・2種

＊A種　・　

＊B種　・　

・A種　＊B種

＊B種　・　

＊B種　・　

・A種　＊B種

・ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散系

　塗料塗り(NAD)

・ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り(CL)

・対候性塗料塗り(DP)

　上塗り等級

・A種　＊B種

・つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ ・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

＊A種　・　

・A種　・B種

・A種　＊B種

・合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

　塗り(EP)

・ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(UC) ・A種　＊B種

・A種　・B種

・A-1種

・B-1種

・C-1種

・木材保護塗料塗り(WP) ・A種　＊B種

　・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り

　・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS)

塗装面

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

(鋼製建具以外)

亜鉛めっき鋼面

(鋼製建具)

＊B種　・　

＊B種　・　

＊B種　・　

＊B種　・　

＊A種　・　

木部 ・A種　＊B種

・A種　＊B種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

ﾓﾙﾀﾙ面

せっこう

ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき面

＊B種　・　

＊B種　・　

＊B種　・　

＊B種　・　

＊B種　・　

＊B種　・　

＊A種　・　

＊B種　・　

・A種　＊B種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び

押出成形ｾﾒﾝﾄ

板面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

・A種　＊B種

上塗り等級（　　）級

上塗り等級（　　）級

塗装の種類

塗替え

工程

・ｽﾃｲﾝ塗り

　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)

　　― 　　―

　　― 　　―

・A-1種・A-2種

・B-1種・B-2種

・C-1種・C-2種

　・ 

合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗りの塗替えの場合のしみ止め

　　しみ止めｼｰﾗｰとする

　・ 

ﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面)の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽ

　＊B種又はC種の場合は改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りを

　　しみ止めｼｰﾗｰとする

　＊B種又はC種の場合は改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りを

　　下地調整(改修標準仕様書表7.2.2)　・RA種　＊RB種　・RC種

塗料塗り

・高日射反射率塗料塗り

塗料製造所

仕様による

・1級・2級

・3級

2種

等級種類

屋根用高日射

反射率塗料

規格名称

工程

塗料その他 塗付け量

(kg/m2)規格番号

JIS K 5675

継手位置

柱及び梁の主筋の重ね継手の長さ

耐力壁の重ね継手の長さ

　＊図示による

　＊図示による

　＊改修標準仕様書8.3.4(3)(ｱ)による

　・改修標準仕様書表8.3.2

鉄筋の定着長さ

　＊改修標準仕様書8.3.4(5),(6)による

　・図示による

[6.13.2、3]

特記仕様書６

４

令和8年度津和野中学校屋内運動場



Ａ

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

章 章 章項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

機械式定着工法

４　鉄筋のかぶり厚さ

　　及び間隔

　（溶接金網を含む）

[8.3.5]

　　適用箇所（　　　　　　　　）

　　適用箇所（　　　　　　　　）

最小かぶり厚さ　　＊改修標準仕様書表8.3.6による

　・適用する

　　適用箇所　　　・図示による(　　　　　)　・ 

　　種類　　　　　・摩擦圧接接合　　　　・螺合ｸﾞﾗｳﾄ固定

　　　　　　　　　・嵌合ｸﾞﾗｳﾄ固定　　・ 

・軽量ｺﾝｸﾘｰﾄを適用する場合

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　(　　　)mm

・耐久性上不利な箇所がある場合(塩害を受けるおそれのある部分等)

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　(　　　)mm

　　圧接部の試験

５　圧接完了後の

[8.3.8]

６　機械式継手

[8.4.2]

種類

・ 

超音波探傷試験　　＊行う（全圧接部）

適用箇所　　＊図示による

H12建告第1463号に適合する性能　　＊A級　　・（　　　　　）

・ねじ式鉄筋継手　充填方式　・無機ｸﾞﾗｳﾄ方式

　　　　　　　　　　　　　　・有機ｸﾞﾗｳﾄ方式

・端部ねじ加工継手

・ﾓﾙﾀﾙ充填式継手

施工完了後の継手部の試験

　・外観試験　試験対象　　＊全数

　　　　　　　試験項目及び合否判定

　　　　　　　　＊改修標準仕様書表8.4.1～表8.4.3による

　　　　　　　　・評定等の評価内容による

　　　　　　　不合格となった場合の措置

　　　　　　　　＊改修標準仕様書表8.4.2(5)(ｱ)(a)～(c)による

　　　　　　　　・図示による

　・超音波測定試験

　　　試験対象　・抜取り

　　　　　　　　　　・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、

　　　　　　　 　　　 最大200箇所程度とする

　　　 　　　　　　 ・ 

　　　　　　　 　 ﾛｯﾄ

　　　　　　　　・全数

　　　　　　　 　 試験の箇所数　1ﾛｯﾄに対して(　　　)箇所

　　　試験項目　＊挿入長さ

　　　試験方法　＊JIS Z 3064(鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用機械式継手の鉄筋挿入

　　　 　　　　　 長さの超音波測定方法及び判定基準)による

　　　　　　　　　不合格となった場合の措置

　　　　　　　　　　・ 

７　溶接継手

[8.4.3]

鉄筋相互のあき

施工完了後の溶接部の試験

適用箇所　　＊図示による

H12建告第1463号に適合する性能　　＊A級　　・（　　　　　）

溶接継手の工法　　・図示による(　　　　　　)　　・　

　・標準仕様書8.3.5(4)による　・評定等の評価内容による

　・図示による(　　　　　　)

　・外観試験　　試験対象　＊全数

　・超音波測定試験　　試験対象　＊全数

８　割裂補強筋

[8.21.6][8.22.7]

仕様　形状　・ｽﾊﾟｲﾗﾙ筋　　・（　　　　　）

　　　種類の記号　・SR235又はSWM-P　　・（　　　　　）

　　　呼び径、曲げ直径、ﾋﾟｯﾁ　・図示による

[8.1.3]

１　コンクリートの種類

設計基準強度

(N/mm2)

種類 適用箇所

気乾単位容積

質量(t/m3)(cm)

　・24

　・　

＊21

・　

・1種

・2種

 図示による

構造体強度補正値　＊改修標準仕様書表8.2.4による　・図示による

8-2

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

ｺﾝｸﾘｰﾄの種別

　＊Ⅰ類(JIS A 5308への適合を認証されたｺﾝｸﾘｰﾄ)

　・Ⅱ類(Ⅰ類以外のJIS A 5308に適合したｺﾝｸﾘｰﾄ)

ｽﾗﾝﾌﾟ

２　コンクリートの

　　

　　

気乾単位容積質量に

よる種類及び強度等

[8.9.2]

設計基準強度

(N/mm2)

気乾単位容積質量

(t/m3)

適用箇所

　・24 ・改修標準仕様書

　表8.1.2による

・　

 図示による2.3程度

構造体強度補正値　＊改修標準仕様書表8.2.4による　・図示による

[8.1.3、4][8.2.5]

＊普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｽﾗﾝﾌﾟ(cm)

・軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

３　セメント

[8.2.5]

種類

　普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、水和

　熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする

　＊普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

[8.2.5]

[8.2.5]

４　骨材 ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応性による区分　＊A　・B

　　　適用箇所　・1FLより下部

　・高炉ｾﾒﾝﾄB種

　　　　　　　　・1FLより立上がる設備基礎、工作物基礎

　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種　　適用箇所（　　　　　　　　）

５　混和材料 ・混和剤　混和剤の種類

　　＊改修標準仕様書8.2.5(4)(a)による　・図示による

・混和材　混和材の種類

　　＊改修標準仕様書8.2.5(4)(b)による　・図示による

６　構造体用モルタル

[8.2.6]

圧縮強度（　　　　　　）　ﾌﾛｰ値（　　　　　　）

７　暑中コンクリート

[8.10.2]

ｽﾗﾝﾌﾟ　　＊21cm

構造体強度補正値　　＊改修標準仕様書表8.10.1による

８　マスコンクリート

(6.13.1)(6.13.2)

　　　　　　　　＊標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による　・図示による

　　　　　　　　＊標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　・図示による

構造体強度補正値　＊標準仕様書表6.13.1による　・図示による

ｾﾒﾝﾄの種類　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

適用箇所　＊図示による

　　　　　　・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

　　　　　　・低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

　　　　　　・高炉ｾﾒﾝﾄB種

　　　　　　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

　　　　　　・ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

　　　　　　・（　　　　　　）

混和材料　・混和剤　混和剤の種類

　　　　　・混和材　混和材の種類

ｽﾗﾝﾌﾟ　＊15cm　・（　　）cm

[8.11.1]

ｺﾝｸﾘｰﾄの種類　＊普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　・(　　　　　)

設計基準強度　＊18N/mm2　・(　　)N/mm2

適用箇所　＊図示による

９　無筋コンクリート

ｽﾗﾝﾌﾟ　＊15cm又は18cm　・(　　)cm

ｾﾒﾝﾄの種類

 ＊普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

 ・高炉ｾﾒﾝﾄB種

 ・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

適用箇所　＊図示による10　流動化コンクリート

(6.15.1) 空気量　　＊4.5%

適用箇所　＊図示による11　高流動コンクリート

(6.16.1) 材料及び調合

　ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ　・図示による

空気量　　＊4.5%

単位粗骨材かさ容量　＊0.50m3/m3以上

　　ひび割れ誘発目地、

　　打継目地

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

[3.7.3]

打継ぎの位置　・図示による(　　　　　)　・　

目地寸法　・標準仕様書9.7.3(1)(ｱ)による　・図示による(　　　)

ひび割れ誘発目地の位置、形状、寸法

　・図示による(　　　　)　・　

12　打継ぎの位置、

　　の仕上り

[8.1.4]

合板せき板を用いるｺﾝｸﾘｰﾄの打放し仕上げ　＊図示による

ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上がりの平たんさ　＊図示による

13　構造体コンクリート

　　(打放し仕上げ部)

[8.7.8]

　・20mm　・(　　)mm　

　・10mm　・20mm　・(　　)mm　

　・20mm

　・10mm　・20mm　・(　　)mm　

14　打増し厚さ ・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・外装タイル後張り面の打増し処理

・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ梁側面部の打増し処理

　ﾌﾟﾚｰﾄが支持される梁の側面について下記の打増を行う

[8.2.7](6.8.2)

せき板の材料及び厚さ

　＊合板　　(厚さ　＊12mm　・(　　)mm)　

　・ﾒｯｼｭ型枠(使用部位　＊図示による)

　・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ(施工範囲　＊図示による)

　・断熱材を兼用した型枠材　使用箇所　＊図示による

　・MCR工法用ｼｰﾄ　適用箇所　＊図示による

　　　　　　　　　打増し厚さ　・20mm　・(　　)mm

　　　　　　　　　打増し範囲　＊図示による

　　　　　　　　　ｽﾘｰﾌﾞの材料・規格等　＊図示による

15　型枠

型枠の加工及び組立

[8.7.8]

ｼｱｺﾈｸﾀをｾﾊﾟﾚｰﾀｰとして使用　使用箇所　＊図示による16　

　　打込み工法等

[8.21.8][8.23.5]

[8.23.6][8.23.7]

コンクリートの打設工法の種類

補強工法 打設工法 部位

・現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ

　壁の増設工事

・柱補強工事(溶接

　金網巻き及び溶接

　閉鎖ﾌｰﾌﾟ巻き工法)

・流込み工法

・圧入工法

・ 

・ 

・流込み工法

・圧入工法

・ 

・ 

・全ての増設壁　・図示による 

・全ての増設壁　・図示による 

・ 

・ 

・全ての柱補強部分

・図示による 

・全ての柱補強部分

・図示による 

・ 

・ 

17　コンクリートの

鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法での型枠等

柱頭及び柱脚の隙間の寸法　＊図示による

柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠

　・図示による

　＊図示による

補強後の仕上げ　＊図示による

　・発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材等を埋込む

既存柱外周部あと打ちｺﾝｸﾘｰﾄ又は構造体ﾓﾙﾀﾙの厚さ

[8.2.4]

材料等18　あと施工アンカー

・金属系ｱﾝｶｰ

　・せん断耐力　　・　　kN　　・構造図による

　・引張耐力　　　・　　kN　　・構造図による

　　ｱﾝｶｰ本体の径及び埋込み長さ　　＊図示による

　　ｾｯﾄ方式　　＊本体打込み式改良型　・（　　　　　）

　　接合筋の種類、径、長さ　　＊図示による

　　・性能確認試験　　試験方法及び試験数　　＊図示による

　・せん断耐力　　・　　kN　　・構造図による

　・引張耐力　　　・　　kN　　・構造図による

・接着系ｱﾝｶｰ

　　ｱﾝｶｰの種類　　＊ｶﾌﾟｾﾙ方式回転　・打撃式　・（　　　　　）

　　接着剤の品質　　・有機系　・無機系

　　ｱﾝｶｰ筋の径及び埋込み長さ　　＊図示による

　　ｱﾝｶｰ筋の種類　　・（　　　　　）

　　ｱﾝｶｰ筋の新設壁内への定着の長さ　　＊図示による

　　・性能確認試験　　試験方法及び試験数　　＊図示による

[8.12.4]

埋込み配管等の探査方法

　＊鉄筋探知機（金属探知機）により探査し、鉄筋、配管類の位置に

　　墨出しを行う

　・はつり出しによる

　・（　　　　　）

19　穿孔

[8.12.7]

試験方法

＊引張試験機による引張試験

　　確認調度　　＊図示による

20　施工確認試験

[8.12.1]

21　施工管理技術者 (一社)日本建築あと施工ｱﾝｶｰ協会が定める「あと施工ｱﾝｶｰ技術管理

士」又は「あと施工ｱﾝｶｰ主任技士」の資格を有する者とする。

１　鉄骨製作工場

[8.1.5]

鉄骨製作工場の加工能力

＊建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定

　を取得している鉄骨製作工場又は同等以上の能力のある工場

・監督職員の承諾する工場

8-3

鉄

骨

工

事

　　（　　　　）ｸﾞﾚｰﾄﾞ以上

２　鉄骨製作工場に

　　おける施工管理

　　技術者

[8.1.6]

鉄骨製作工場における施工管理技術者

　＊配置する　・配置しない

３　鋼材

[8.2.8]

種類等

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

＊JIS規格による　・ 

＊JIS規格による　・ 

＊JIS規格による　・ 

＊JIS規格による　・ 

板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験

・行う　適用範囲（　　　）　　・行わない

高力ボルトの種類４　高力ボルト

[8.2.9][8.13.2]

[8.14.2]

　＊ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ　2種(S10T)

　・JIS形高力ﾎﾞﾙﾄ　2種(F10T)

　・（　　　　　）

ﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等

　・図示による

摩擦面の処理方法

　＊自然発錆(黒皮等を除去した後に自然放置して表面に赤さびが

　　発生した状態)

　・ﾌﾞﾗｽﾄ処理(表面粗度50μmRz以上)

・すべり試験の実施

　＊すべり係数試験　　・すべり耐力試験

　　試験方法等　＊図示による

　　　すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｲ)によ

　　　る摩擦面の確認は、本試験で作成した対比試験片で行うこと。

　　・　

JIS形高力ﾎﾞﾙﾄの締付け(本締め)

　ﾅｯﾄ回転法の場合で、ﾎﾞﾙﾄの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の

　回転量　　・図示による　　・　

５　溶融亜鉛めっき

　　高力ボルト

[8.13.2][8.20.5] 摩擦面の処理方法

・すべり試験の実施

　＊すべり係数試験　　・すべり耐力試験

　　試験方法等　＊図示による

ﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等

　・図示による

　＊ﾌﾞﾗｽﾄ処理(表面粗度50μmRz以上)又はりん酸塩処理

　＊図示による

　　　すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｱ)又は

　　　(ｲ)による摩擦面の確認は、同一の作業条件のもとで作成した

　　　対比試験片で行うこと。

６　普通ボルト

(7.2.3)

[8.13.2]

(7.3.8)

ﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄの材料

　＊標準仕様書表7.2.3による　　・図示による

ﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等

座金　＊JIS B 1256による　・構造図による

　・図示による

　＊ねじの呼び径+1.0mm

　・図示による

母屋又は胴縁の取付けに使用するﾎﾞﾙﾄの孔径

７　アンカーボルト

(7.2.4)(7.3.2)

　種類　・SS400　・(　　　)

　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄのねじの公差域ｸﾗｽ及び仕上げの程度

　　＊標準仕様書表7.2.3による　・図示による

　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄのねじの公差域ｸﾗｽ及び仕上げの程度

　適用箇所　・図示による(　　　　)　・　

　種類　・SS400　・　

　　＊標準仕様書表7.2.3による　・　

・構造用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　ｾｯﾄの種類（JIS B1220）　・ABR400　・ABR490　・(　　　)

・建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

・標準仕様書7.2.4以外のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

ﾎﾞﾙﾄの縁端距離、ﾎﾞﾙﾄ間隔、ｹﾞｰｼﾞ等

　＊図示による

８　溶接材料

[8.2.10]

溶接材料　・改修標準仕様書8.2.10(1)(2)による

　　　　　・図示による

９　スタッド

[8.2.11]

種類等

呼び名 呼び長さ（㎜） 適用箇所

・16

・19

・22

JIS B 1198（頭付きｽﾀｯﾄﾞ）

　　・図示による

　　・図示による

　　・図示による

鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6［鉄骨精度検査基準］に加えて、

次による

　　＊H12建告第1464号第二号イ(2)による

　ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄの寸法

　　＊H12建告第1464号第二号イ(3)による

　食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

　通しﾀﾞｲｱﾌﾗﾑの突合せ継手の食い違いの寸法

　　・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査･補強ﾏﾆｭｱﾙ｣による

10　製作精度

[8.13.3]

　　技能資格者の

　　技量付加試験

[8.15.3]

試験の要領　＊図示による11　溶接作業を行う

[8.15.4][8.15.7]

開先の形状　＊図示による

・鋼製ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞの切断する部分

　　切断する箇所　＊図示による

　　切断する範囲　・図示による

　　　　　　　　　・鋼製ｴﾝﾄﾞﾀﾌﾞ、裏当て金等は、梁ﾌﾗﾝｼﾞの端から

　　　　　　　　　　5mm以下を残して直線状に切断する。なお、切断

　　　　　　　　　　線が交差する場合は、交差部をｱｰﾙ状に加工する

　　切断面の仕上げ　＊改修標準仕様書8.15.7(1)(ｶ)(b)②による

　　　　　　　　　　・図示による

スカラップの形状　＊図示による

　　溶接条件

12　溶接接合

13　入熱、パス間温度の 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　＊図示による

適用箇所

　＊柱、梁、ﾌﾞﾚｰｽのﾌﾗﾝｼﾞ端部の完全溶け込み溶接部

　・図示による

　・18　

特記仕様書７

５

令和8年度津和野中学校屋内運動場



Ａ

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事
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10

そ

の

他

１　フリーアクセス

　　フロア

(20.2.2)

　構法

　所定荷重

　耐震性能

　ﾊﾟﾈﾙ寸法(mm)

　高さ(mm)

　表面仕上材

寸法精度

　施工箇所

＊3,000N　・5,000N ＊3,000N　・5,000N

・1.0G　・0.6G ・1.0G　・0.6G

　　及び

　　カーテンボックス

７　ブラインドボックス

・置敷式 ・支柱調整式

＊ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ ＊ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・帯電防止床ﾀｲﾙ ・帯電防止床ﾀｲﾙ

＊図示による ＊図示による

　＊標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　・ 

帯電防止性能

　・評価値（U）≧0.6以上　　　・評価値（U）≧1.2以上 

感電防止性能

　＊漏えい抵抗(R)≧1×10^6Ω

４　ロールスクリーン

(20.2.15)

寸法(mm) 取付箇所 備考

・ ・

・電動

３　ブラインド

(20.2.14)

ｱﾙﾐｽﾗｯﾄの材質　焼付塗装仕上げ

ｸﾛｽｽﾗｯﾄの材質　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

・ ・

＊手動・横形

・操作棒式

・ｺｰﾄﾞ式

＊ｷﾞｱ式

形式 操作方法 種類 ｽﾗｯﾄの材質

ｽﾗｯﾄ幅

(mm)

ﾎﾞｯｸｽ、

ﾚｰﾙの材質

幅、高さ

取付箇所

―・電動

・縦形 ＊手動

―

＊2本操作

・1本操作

＊ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　合金製G

＊ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

＊25

・80

・100

＊鋼製

ｱﾙﾐﾆｳﾑ

合金製

・

・

＊図示

＊図示

２　表示

(20.2.11)

案内用図記号はJIS Z 8210による。

　　　　　　　　　　　　　　　　・ 

室名札、ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾌ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等

の種別、取付け形式等

配線用取り出しﾊﾟﾈﾙ

ｽﾛｰﾌﾟ及びﾎﾞｰﾀﾞｰ　＊製造所の仕様による　・図示による

　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に対する設置割合　＊製造所の仕様による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・20～30ﾊﾟｰｾﾝﾄ

　配線取り出し開口　＊製造所の仕様による

　　　　　　　　　　・　ﾊﾟﾈﾙ枚につき40mm×80mm程度の開孔1ヶ所以上

空調用吹出(水込み)ﾊﾟﾈﾙ　・なし

　　　　　　　　　　　　・有(形式、施工箇所：＊図示による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　)

誘導標識、非常用進入口等の表示　＊消防法に適合する市販品

　＊図示による　　・ 

　ｺｰﾄﾞ式

　ｺｰﾄﾞ式

操作方法材種

・ｶﾞﾗｽ繊維製

・木製

・

・合成・天然繊維製

・電動式

・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式

・ﾁｪｰﾝ式

・ｺｰﾄﾞ式

＊図示 ＊図示

ｽｸﾘｰﾝの仕様

　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

５　カーテン

(20.2.16)

形式 開閉操作

・ｼﾝｸﾞﾙ

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動

・つまみひだ

・箱ひだ、

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

生地の種別,品質,

特殊加工等

＊図示

・

備考

・暗幕

取付

箇所

ひだの種類

　つまひだ

暗幕ｶｰﾃﾝの両端、上部及び小合わせの重なり　＊300mm以上　・　

　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

(20.2.16)

６　カーテンレール

生地の仕様

ｶｰﾃﾝ用付属金物

　ﾌｯｸ（ひるかん）

　　＊鋼製　　・樹脂製　

材料による区分　＊ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出成形材

　　　　　　　　・ｽﾃﾝﾚｽ製

強さによる区分　＊10-90　　　・ 

仕上げ　　　　　＊ｱﾙﾏｲﾄ　　　・ 

形状　　　　　　＊角形　　　 ・ 

溝幅×深さ(mm)　　・90×150　　・120×80　　・120×150

　　　　　　　　　・150×80　　・図示による

材質　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　押出型材(市販品)

　　　　表面処理　・BC-1

　　　　 　　　　 ・BC-2(＊標準色(　　　)・特注色(　　　))

　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

８　天井点検口

＊ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ＊450×450 ＊一般形

材種 寸法(mm) 形式 外枠 内枠

・屋内外用 ＊額縁ﾀｲﾌﾟ ＊額縁ﾀｲﾌﾟ

・ ・

・600×600

・気密形

＊屋内用 ・目地ﾀｲﾌﾟ ・目地ﾀｲﾌﾟ

９　床点検口 材種 寸法(mm) 形式

・

・屋内外用

備考

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・鋼製

・450×450

＊600×600

・一般形

・密閉形 ・屋内用

・鍵付き

密閉形とは、ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄなどﾒｶﾆｶﾙ構造にﾊﾟｯｷﾝを装着したものとする。

10　手すり 取付箇所直径(mm)材質 表面仕上げ

・集成材

・ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ

・鋼製ﾊﾟｲﾌﾟ

・ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ

・35　・45　・　・ｸﾘｱﾗｯｶｰ　・　

・HL程度　・　

・SOP　・EP-G　

11　天井見切り縁等 壁及び下がり壁と天井の取合いの見切縁(天井見切縁、下がり壁見切

縁)の材種

　＊ﾋﾞﾆﾙ既製品　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ既製品

12　視覚障害者用

　　床タイル

　　(視覚障害者誘導用

　　ブロック)

(11.2.2、19.2.2)

突起の形状、配列及び寸法は JIS T 9251による

施工箇所 種類 寸法(mm) 厚さ(mm)

屋内

屋外

・塩化ﾋﾞﾆﾙ製

・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

・ｺﾝｸﾘｰﾄ製

・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ

・ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄ製

・ｺﾝｸﾘｰﾄ製

＊300×300　・　

＊300×300　・　

＊300×300　・　

＊300×300　・　

＊300×300　・　

・7.0　・　

・

・

・

・

(20.2.5)

13　トイレブース

表面材の材料

脚部

形状

ﾄﾞｱｴｯｼﾞ

材質

＊ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

＊幅木ﾀｲﾌﾟ

・

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

＊製造所の仕様による

建築板金工事に係る施工保証

　・屋根の防水　　10年間（保証箇所：　　　　　　　　　　　）

　・雨どい　　　　 5年間（保証箇所：　　　　　　　　　　　）

上記期間の施工保証書を提出し、期間内に受注者の責任により漏水

したときは、受注者の負担により直ちに補修することを確約する。

14　施工保証書

特記仕様書９

６
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proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

駐

輪

場

渡

り

廊

下

旧給食センター

管理・教室棟

技術棟

屋内運動場

改修建物

配置図　1:600

付近見取図

工事場所

至 益田

至 益田

至 山口

至 山口

工事概要

1. 建築工事

1) ｷﾞｬﾗﾘｰ下、外部軒天(ｱﾝｸﾞﾙﾗｽ下地ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材Ｅ吹付)下地共解体撤去

2) 軒天新設：軽量鉄骨天井下地　けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 厚6mm　ＥＰ

3) ｱﾘｰﾅ(1F)、ｷﾞｬﾗﾘｰ(2F)窓ｶﾞﾗｽ(外部に面する建具)日射調整ﾌｨﾙﾑ(日射遮蔽性能 Ａ)貼り

4) 空調室内機架台(木製)、室外機基礎(ｺﾝｸﾘｰﾄ製)製作及び設置、犬走補修

2. 電気設備工事

1) 屋内運動場照明全般、ＬＥＤ照明器具に付け替え

2) 空調設備設置に伴う電気容量増加のためのｷｭｰﾋﾞｸﾙ改修工事

3. 機械設備工事

1) ｱﾘｰﾅに空調設備新設

付近見取図　配置図　工事概要

            1:600 ７

校庭
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　ﾗｽﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材Ｅ吹付

軒天撤去

　ｱﾝｸﾞﾙｽﾀｯﾄﾞ下地共

　ﾗｽﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材Ｅ吹付

＊撤去部分を示す
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軒天改修

　けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 厚6mm　ＥＰ　廻縁（塩ﾋﾞ）

　軽鉄天井下地

軒天改修

　けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 厚6mm　ＥＰ　廻縁（塩ﾋﾞ）

　軽鉄天井下地

＊改修部分を示す

改修１階天井伏図

天井点検口600角 天井点検口600角 天井点検口600角

天井点検口600角 天井点検口600角 天井点検口600角 天井点検口600角

11

令和8年度津和野中学校屋内運動場



Ａ

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

記号・型式

見込・数量

姿図

材質

仕上

金物

硝子

備考

1,800

1,800

3
0
0

9
0
0

1,800 70 1,010 70 1,800

1
,
2
0
0

1
0
0

1
,
2
0
0

4,750

2
,
5
0
0

AW

4

AWF

1

70 4 70 12

＊日射調整ﾌｨﾙﾑ貼り位置 ＊日射調整ﾌｨﾙﾑ貼り位置

型4mm 透明3mm

日射調整ﾌｨﾙﾑ　CS-2 日射調整ﾌｨﾙﾑ　CS-1

外 部 ギャラリー

Ｇ

Ａ

1,600 24,000

アリーナ

7
0
0

2
,
8
0
0

▽Ｇ.Ｌ

4
,
0
0
0

軒天撤去

ﾗｽﾓﾙﾀﾙ刷毛引き　外装薄塗材Ｅ吹付

ｱﾝｸﾞﾙｽﾀｯﾄﾞ下地共

外 部 ギャラリー

Ｇ

Ａ

1,600 24,000

アリーナ

7
0
0

2
,
8
0
0

▽Ｇ.Ｌ

4
,
0
0
0

軒天改修

けい酸ｶﾙｼｳﾑ板 厚6mm　ＥＰ

廻縁（塩ﾋﾞ）

軽鉄天井下地

軒天詳細図　1:30

建具表　詳細図
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　校舎

　屋内運動場

改修ＲＣ ３ （７）

Ｓ ２ 改修（７）

有

有

無

無

０

２

２

１

島根県鹿足郡津和野町町田イ26番地

都市計画区域内（区域区分未設定）

中学校

有

有

有

有

1,037.16 1,088.55

1,037.16 1,088.55

　５．棟　別　概　要

１

２

３

４

５

６

７

合　　　　　　計

建築面積 延面積 工事種別

建　物　名　称 建築種別№ 構　　造 階数

（㎡） （㎡） 改修・新設

　６．工　事　種　目　（○印を付したものが該当）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

構 内 情 報 通 信 網 設 備

受 変 電 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

発 電 設 備

電 灯 コ ン セ ン ト 設 備

動 力 設 備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 装 置

映 像 ・ 音 響 設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 装 置

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

テ レ ビ 電 波 障 害 調 査

防 災 設 備

防 犯 設 備

中 央 監 視 制 御 設 備

雷 保 護 設 備

屋 外 設 備

建 築 工 事

機 械 設 備 工 事

（２） 特記事項は、・ 印を適用する。

　　　　・ 印の無い場合は、＊ 印のあるものを適用する。

　　　　・ 印と ＊ 印のある場合はともに適用する。

（１） 章及び項目は、番号に○印のついたものを適用する。

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１ １　適用基準等 ・ 消防用設備等の技術基準（第８次改訂版）

・ 公共施設用照明器具（２０２１年版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全国消防長会中国支部編）

　　　　　　　　　　　　　　　　（一般社団法人日本照明工業会）

＊ 営繕工事写真撮影要領（平成２８年版）による

　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人公共建築協会 編集

　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部 監修

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

３）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

４）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

５）安定的な供給及び保守等の営業体制が整えられていること。

２　機材の品質等

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

産業廃棄物の処理及び再資源化を図るものは下記による。

・ 現場において再利用を図るもの

職員の承諾を受けて証明資料の提出を省略することができる。

の入手困難なもの等については、次の１）～６）を考慮の上、監督

ただし、使用量の少ないもの、簡易な機材又は品質を証明する資料

１）～６）の事項を満たすものとする。

本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有する

ものとし、ＪＩＳマーク表示のない機材及びその製造者等は、次の

仕様は、島根県建築工事完成図取扱要領による。

品　名　・　仕　様 提出部数

　　製本サイズ（ ＊ Ａ３縮小版　・ 原図サイズ ）白焼

＊ 施工図

　（構造躯体図、設備の配管配線図、監督職員が指示する図面）

　　表装（ ＊ レザック表紙（ラミネート仕上））

　　表装（ ＊ レザック表紙（ラミネート仕上））

＊ 竣工図複

写

図

１部

　部

　部

　　製本サイズ（ ＊ Ａ３縮小版　・ 原図サイズ ）白焼

・ 竣工図と施工図を１冊にまとめる。

１２　完　成　図

１３　保全に関する資料

建築物等の利用に関する説明書

（建築物等の利用に関する説明書作成要領による）

機器取扱い説明書

書　類　名 提出部数

官公署届出書類一覧

・ 　部

＊ １部

その他監督職員が指示するもの

＊ １部

機器性能試験成績書

建築物等の利用に関する説明書（電子データ共（ＣＤ－Ｒ等））

・ 引き渡しを要するもの９　発生材の処理

１４　情報共有システム 「島根県営繕工事等情報共有システム実施要領」に基づき、情報共

有システムを利用した場合は、情報共有システムで処理を行った書

式一式を、工事完成時に電子媒体（CD-R等）で納品することを基本

として受発注者間協議により決定する。

消防法

の区分

一

項

事

通

共

般

　　　 工事写真撮影ガイドブック　電気設備工事編　平成３０年版

本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進

に関する基本方針（令和５年２月２５日変更閣議決定）」に定める

３．環境への配慮

特定調達品目の分野「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の

基準を満たすものとする。

・ 低圧電力

・ 従量電灯Ａ　　　　・ 従量電灯Ｂ　　　　・ 定額電灯

４　契約種別等 ・ 業務用電力　　変圧器容量　　電灯　　　　　ＫＶＡ

　　　　　　　　　　　　　　　 動力　　　　　ＫＶＡ

 　　　　　　　　　　　　　　　 計 　　　　　ＫＶＡ

５　電気保安技術者 工事現場におく電気保安技術者は、電気工作物の保安の業務を

行うものとする。

項　目 品　目 搬 出 場 所

備　考

（再資源化

の有無等）

（有・無）

処分費

（有・無）

区間

ＤＩＤ

（Ｋｍ）

距離

・ コンクリート塊

・ ＰＣＢ使用機器

・ アスベスト含有

　 設備資機材

・ 廃蛍光管等

・ 木材

・ アスファルト塊

・ コンクリート

　 及び鉄から

　 成る建設資材

・ 六フッ化硫黄

　 ガス（ＳＦ６）

・ 蛍光管等

・ 金属くず

その他

廃棄物

理産業

特別管

設資材

特定建

　 確認しアスベスト含有分析の要否を判定する。

・ ガス絶縁開閉器、ガス絶縁変圧器等受電機器に含まれる

   六フッ化硫黄（ＳＦ６）ガスは、製造者又はガス回収業者に回収

   を委託し、再使用又は再資源化する。

・ ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。

・ 撤去品の変圧器等は製造年、品番等を確認し微量ＰＣＢ分析の

   要否を判定する。

・ 撤去品の微量ＰＣＢ分析を行う。（　　　　　　　　　　　　　）

・ アスベスト含有設備資機材は関係法令等に従い適切に処理する。

・ 撤去するアスベスト含有設備資機材は機器の製造年、品番等を

１０　交通安全管理

配置する位置は別に図示する。

以下のとおり、交通の誘導に係る業務に従事する者を配置すること。

名　　称

交通誘導員Ａ

交通誘導員Ｂ

交通整理員　

交通安全管理の必要な作業等

　　　  交通整理員については資格を問わない。

 　   　取り扱いは「建築工事における交通誘導員等の取扱い基準」

　（注）交通誘導員Ａ、Ｂは警備業法に定める警備員とし、

人・日数

下記のものを、竣工後１５日以内に提出する。

設計に関するＣＡＤデータを貸与するが、著作権者は、　島根県

完成図の作成のため以外に使用してはならない。

にある。なお、貸与されたデータは、当該工事における施工図又は

性能を有することの証明となる資料又は外部機関が発行する資料等

の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

ただし、一般社団法人公共建築協会編集・発行の「建築材料・設備

等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿（最新版）」及び

「同設備機材等評価名簿（最新版）」に記載されたものにつ

いては、所定の品質及び性能を有しているものとする。

なお、商品名が記載された機材については、当該商品又は同等品を

使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受

けるものとする。

また、これらの機材を使用する場合は、設計図書に定める品質及び

６）材料及び接着剤等のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆と

　　する。

＊ 電子データ（PDFデータ、ＣＡＤデータ、施工図）（ＣＤ－Ｒ等）

章 章項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項

　１．工  事  場  所

　２．地　域　地　区　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　３．敷　地　面　積　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

　４．建　物　用　途

１．共　通　事　項

（１）図面及び特記事項に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　　４年版」（以下「改修標準仕様書」という）による。

　　　れの工事仕様書を適用する。

２．特　記　事　項

　　　下「標準図」という）による。

　　　監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）令和４年版」（以下「標準仕

　　　様書」という）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）令和４年版」（以

　　　ただし、改修工事に関しては「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞ

６　電気工事士 最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第一種電気工事士により

施工を行う。

１１　工 事 写 真

構内既存の施設

工事用水　・ 利用できる（有償）　・ 利用できない

工事用電力　・ 利用できる（有償）　・ 利用できない

　（ ・ 敷地内　・ 敷地外（設置可能場所：　　　　　　　　　））

＊ 設置できる７　現場事務所

８　工事用電力、水

下記のものを提出する。

提出部数

＊ ８０×１２０ 程度

外部全景

＊ １２０×１７０ 程度

その他

＊ ８０×１２０ 程度

部

（ＣＤ－Ｒ等）

＊ カラー

＊ カラー

完成写真

工 事 中

写 真

（着工前含）

１　部

電子データ デジタルカメラを使用した場合は、工事中写真及び

完成写真のデータを記録したＣＤ－Ｒ等を提出する。

　　部

分　　　類区　　分

仕様は、島根県建築工事写真取扱要領による。

サイズ（㎜）

（注）フィルムカメラを使用する場合は監督職員と協議する。

 　   　（営繕課HP掲載）による

製本の取りまとめについては監督職員の指示による。

・ 絶縁抵抗測定結果

・ 接地抵抗測定結果

・ 機器試験成績表

・ テレビ端子出力レベル測定結果

・ ＬＡＮケーブル伝送品質測定結果

・ 一般用照明照度測定結果（各室について３カ所程度）

　 　測定高さは（事務室 ＦＬ＋８００、廊下等 ＦＬ＋０）とする

・ 非常用照明照度測定結果（各室について２カ所程度）

     測定高さは床面とする

１５　提出書類 として受発注者間協議により決定する。

30

225

255

１

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

特記仕様書１

Ｅ

 Ⅰ 工　事　概　要

電　気　設　備　工　事　仕　様　書

工　事　仕　様 Ⅱ

　ｴﾙ・ｱｲ・ｴｽ

　ｴﾙ・ｱｲ・ｴｽ

無

無

22.1

22.1

令和8年度津和野中学校屋内運動場



スイッチ

フラッシュプレート

中間階 １．０

０．６

０．４

０．６

０．６

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．５

１．５

１．０

１．５

１．０

１．０

１．０

０．６

１．０

１．５

（注）上層階の定義は次による。

重要機器は次のものを示す。

　・ 中央監視制御装置　　・ 通信総合盤

一般機器は重要機器以外で重量が１ＫＮを超えるものを示す。

なお、１ＫＮ以下の機器の取付は上記によるほか、機器製造者指定の

方法により行う。

１７　耐 震 施 工 横引き配管等は、地震時の設計用水平震度及び設計用鉛直震度に

応じた地震力に耐えるよう標準図によるＳＡ種、Ａ種又はＢ種耐震

支持を行う。ただし、次の場合を除く。

地階及び

１階

防振支持の機器

防振支持の機器

機　器

水槽類（オイルタンク）

水槽類（オイルタンク）

　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階

　　と同時に働くものとする。

２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力

　・ 配電盤　　　　　　　・ 自家発電装置　　・ 交換機

　・ 直流電源装置　　　　・ ＵＰＳ装置　　　・ 火災報知受信機

　（b）周長８００㎜以下の金属ダクト、幅４００㎜未満のケーブル

　（c）定格電流６００A以下のバスダクト

　　　 ラック及び幅４００mm以下の集合配管

梁・壁・床貫通部の補強及びスリーブ

　補強　　　　　・ 本工事　　　・ 別途工事

　スリーブ　　  ・ 本工事　 　 ・ 別途工事

１８　他工事との取合

種　類 記 号

　　　　　　　　　　　＊３連－２組

　　　　　　　　　　　＊２連－２組

　　　　　　　　　　　＊３連－２組

　　　　　　　　　　　＊２連－２組　　　

　　　　　　　　　　　＊３連－２組　　　

　　　　　　　　　　　＊３連－２組　　　

　　　　　　　　　　　＊３連－１組　　　

　　　　　　　　　　　＊３連－２組　　　

接地抵抗値

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）　　　

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）

共同接地

共同接地

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

Ｄ種

高圧避雷器

交換機用

通信用

通信用

電話引込口

測定用

Ｅ Ａ・Ｄ

ＥＡ

ＥＢ

ＥＣ

ＥＤ

ＥＬＨ

Ｅｔ

ＥＡｔ

ＥＤｔ

ＥＬｔ

Ｅ０

 １０Ω以下

 １０Ω以下

 １０Ω以下

   Ω以下

 １０Ω以下

１００Ω以下

 １０Ω以下

 １０Ω以下

 １０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下

接　地　極

図示なきは、ねじなし電線管とする。

・ 標準仕様書による　・ 製造者標準とする

　　　塗装

ステンレス製プルボックスの塗装

・ 有（メーカ指定色又は指定色仕上）　・ 無（素地仕上）

接地極は下記による。（ＥＢはＬ＝１，５００㎜とする）

　　　　　　　（但し、測定用の場合、ＥＢはＬ＝１，５００㎜）

－ ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）＊１　　　

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）＊１　　　

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）＊１　　　

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）＊１　　　

断熱材等を取り付ける。

内側断熱施工される構造体のコンクリートに埋込むボックス等には

取外し再使用する機器は清掃及び絶縁抵抗測定の上取付ける。

１）ＥＭ電線類で規格等記載のないものは、ハロゲン及び鉛を

　　含まない材料で構成されたものとする。

２）通信ケーブルでＪＣＳ規格にない対数のケーブルはＪＣＳ規格に

　　準じたものとする。

居室、廊下、外壁面で露出となる鋼製電線管（位置ボックスを含む）

及び支持金物には塗装を施す。

「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平成２１年

１）埋戻しの種別　

　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種

　　・（材料：　　　　　　　　　　工法：　　　　　　　　　　）

２）建設発生土の処理

３）山留め

　　工法等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　残置　　・ する　　　＊ しない

　　鋼矢板等の抜き跡の処理工法　　＊ 砂を充てんする

　　　建設発生土の処分

２）はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い、

　　監督職員に報告する。原則として探査方法は走査式埋設物調査

　　（電磁誘導法または電磁波レーダ法）とする。

１）既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、

　　ダイヤモンドコアによる。

４月策定）」による。

・ 本工事で設置する

２２　接　地　極

２３　分電盤・端子盤

２４　鋼製電線管

２５　露出配管の塗装

２６　プルボックスの

２７　結 露 防 止

２８　再使用機器

３１　電　線　類

３２　足　　場

３３　土　工　事

３４　はつり工事等

１）工事の施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は既存に

　　ならい補修する。

２）汚染、損傷した場合は速やかに監督職員に報告する。

３５　補　　修

柱・梁には紙チューブは使用しない。

工事負担金は、本工事とする。

・ テレビ共聴　　　　　　　円（内消費税相当額　　　　　　　円）

・ 電力負担金　　　　　　　円（内消費税相当額　　　　　　　円）

３６　防火区画等の貫通

３７　ス リ ー ブ

３８　負　担　金

適切な処置を施す。

・　　　　　　　　　　　　　　

・　　　　　　　　　　　　３９　関連他工事

　　　指名

下記の者に、労働安全衛生法第３０条第２項に基づく指名を行う。

・ 本工事の受注者

・ 関連他工事の受注者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４０　特定元方事業者の

　　　（県産木材製品）

・ 工事用標示板

　　　（表示板１，４００㎜×１，１００㎜用）　　　　台

＊ 工事用バリケード　　　　　　　　　　　　 　　　５台

＊ 工事用看板

　　　（表示板１，４００㎜×５００㎜用）　　　　　２台

４５　木製安全施設製品

２

受

変

電

設

備

１　電 気 方 式

・ 低圧　　三相３線式　　２００Ｖ

・ 低圧　　単相３線式　　２００Ｖ／１００Ｖ

・ 低圧　　単相２線式　　１００Ｖ

・ 高圧　　三相３線式　　６．６ＫＶ

引込柱取付け、閉鎖型、過電流蓄勢トリップ形、

モールドコーンブッシング付

２　高圧負荷開閉器

３　キュービクル ・ 屋内形　　・ 屋外形

・ 鋼板製

・ 油入　　・ モールド

モールド変圧器の表面は充電部とみなし注意標識を取り付ける。

モールド変圧器はダイヤル温度計を附属させる。

塗装はＪＳＩＡ（受配電設備のガイドライン）の基準による。

４　変 圧 器

・ 耐塩形（ ・ 亜鉛メッキ　・ ステンレス ）

・ 気中　　・ 真空

・ 地絡継電器付　　・ 方向性地絡継電器付

・ ＶＴ内蔵　　・ ＬＡ内蔵

・ 低圧側　　・ 高圧側５　進相コンデンサ

・ 油入

・ 乾式（ ・ モールド　　・ ガス　　・ オイルレス（一体型））

６　直列リアクトル ・ 油入

・ 乾式（ ・ モールド　　・ オイルレス（一体型））

７　引込開閉器盤

　　（低圧の場合）

・ 電柱取付形（防水）　・ 屋側取付形（防水）

・ 鋼板製　　　　　　　・ ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（着色）

塗装はＪＳＩＡ（受配電設備のガイドライン）の基準による。

８　キュービクル基礎

　　及びボルト

基礎　　・ 本工事　　・ 別途工事

ボルト　・ 本工事　　・ 別途工事

配管・配線・ラック等が防火区画等を貫通する場所は図示の通りとし

Ｅ Ａ・Ｃ・Ｄ

照明器具、幹線等の吊りボルト用インサート

　インサート　　・ 本工事　　　・ 別途工事

埋込分電盤、端子盤等の仮枠及び埋込部分の補強

　　　　　　　　・ 本工事　　　・ 別途工事

天井埋込形器具の天井切込加工（下地を含む）及び補強

　　　　　　　　・ 本工事　　　・ 別途工事

二重床の配線器具取付箇所の切込及び補強

　　　　　　　　・ 本工事　　　・ 別途工事

シャッター等の２次側配線配管工事

　　　　　　　　・ 本工事　　　・ 別途工事

特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目

設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

１．０

１．５

１．０

０．６

・ 一般の施設

１．５

２．０

１．５

１．０

２．０

２．０

２．０

１．５

重要機器一般機器重要機器

・ 特定の施設

１．０

１．５

２．０

１．５

設計用水平地震力は、機器重量［ＫＮ］に、地域係数と次に示す

１６　耐 震 措 置 設備機器の固定は次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針

（独立法人建築研究所監修）２０１４年版」による。

１）機器の据付け及び取付け

上層階

屋上及び

塔屋

設置場所

機　器

防振支持の機器

機　器

機器種別

水槽類（オイルタンク）

一般機器

　　　プレート

用途を表示したシール等を貼付すること。

・ 鋼製　　　・ 樹脂製

鋼製ボックスを使用する場合は、ボックスに接地を施すこと。

防火隔壁等に埋込む場合は、鋼製とする。

１９　位置ボックス

２０　フラッシュ

２１　カバープレート

壁内に埋込みとなる分電盤、端子盤等には予備配管として、

Ｅ２５×２ 又は ＰＦ２２×２ を設置する。

　天井スラブの場合

　二重天井の場合

　　配管を天井内まで立上げる

屋外及び湿気の多い場所で使用する支持金物は下記による。

ただし、装柱金物は除く。

　・ ステンレス製（ＳＵＳ３０４）　　

　・ 溶融亜鉛メッキ（２種３５）

　　天井又は梁下２０㎝まで立上げ、ボックス止めとする

２９　予 備 配 管

３０　支持金物等

提出した施工図及び施工計画書に関わる当該建物における使用権は

発注者に委譲するものとする。　　　計画書

受注者は以下の規定に基づき、特定建築材料等の有無を事前に調査し

、発注者へ書面により説明すること。併せて調査結果の掲示及び所管

基準監督署長並びに都道府県知事等への報告を行うこと。

１）本工事の施工計画に先立ち事前調査を行う。

２）事前調査後速やかに調査結果をまとめ監督職員に報告書を

３）調査結果を考慮し施工計画書、施工図を作成する。

　　提出する。

４１　施工図及び施工

４２　事前調査等

４４　施 工 調 査

３）あと施工アンカーの引き抜き試験

対象機器は重要機器及び一般機器とする。

試験本数は対象機器１台につき、３本とする。

試験箇所は監督員の指示による。

試験方法は引張試験機による引張試験とする。

確認強度は対象機器ごとのあと施工アンカー１本に対する引き抜き力

以上とする。

　　（注）機器重量が１ｋＮ以下の機器は使用するアンカーメーカ

　　ーの強度試験資料を監督職員に提出して承諾をうけること。

　（a）呼び径が８２㎜以下の単独配管

　（d）吊り材の長さが平均０．２ｍ以下の配管配線等

　・ 

　　外部足場

　　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ Ｅ種　・ Ｆ種

　　　・ Ｇ種

  　内部足場

　　　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ Ｅ種　・ Ｆ種

・ 建築工事設置の足場を利用

　　・ 構内指定場所に敷きならし

　　・ 構内指定場所に堆積

　　・ 現場説明書による

（大気汚染防止法第18条の15、石綿障害予防規則第3条及び第4条の2）

・ 分析調査（定性分析）を行い、結果を報告する。

　・　試料採取箇所（　　　　　　　）　　　　試料数（　　　）

　・図示による

４３　施工計画調査 分析調査

・　塗膜塗料に含まれる有害物質

　　　有害物質の種類　　・ ＰＣＢ　　・ 鉛　　・ クロム

　　現場にてサンプルを採取し、分析を行う。

　　　採取箇所数（　　　　　　）

　　　採取場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（注）取り扱いは平静２５年３月８日付営第９４５号による

（屋根：ステンレス製）

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

特記仕様書２

Ｅ ２

・ 金属製　　　（適用範囲：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 合成樹脂製　（適用範囲：　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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３

電

力

貯

蔵

設

備

Ａ　直流電源装置

１　用　　途 ・ 非常用照明（建築基準法）　　・ 受変電設備用

標準仕様書によるほか下記による。

主回路接続図（透明ケース入り）

３　予 備 品 等

Ｂ　交流無停電電源

　　装置（ＵＰＳ）

・ 常時インバータ給電方式（・ 簡易型）１　方　式

（　　　　　 ）ＫＶＡ２　定 格 出 力

（　 　　　　）分（定格出力運転時）３　停電補償時間

標準仕様書によるほか下記による。

主回路接続図（透明ケース入り）但し、簡易形は除く

４　予 備 品 等

４

発

電

設

備

２　用　　途

３　使 用 燃 料

・ 消防設備負荷　　・ 建築基準法関連負荷

・ 一般負荷

・ 灯油　　・ 軽油　　・ Ａ重油　　・ ガス

Ａ　非常用発電

１　電 気 方 式 三相３線式　　・ 高圧　　・ 低圧

２　蓄　電　池

・ ニッケル・カドミウムアルカリ電池

・ リチウム二次電池

・ ＨＳ型鉛蓄電池　　・ ＭＳＥ型鉛蓄電池

・ 長寿命ＭＳＥ型鉛蓄電池

・ 配電盤搭載形（キュービクル形）

４　形　　式 ・ 屋内形　　　　　　・ 屋外形

・ 配電盤別置形　　　・ 配電盤搭載形（オープン形）

５　発　電　機 （　　　　　　　）ｋＶＡ以上

６ １　電 気 方 式 三相３線式

　　機器

・ 給湯設備　　・ 排煙設備　　　・ エレベータ設備

・ コンセント　・ 建築関係設備　・ 備品関係設備

・ 浄化設備　　・ 消火設備　　　・ 厨房設備

２　電源を必要とする ・ 空調設備　　・ 換気設備　　　・ 給排水設備

動

設

備

力

３　監　　視 ・ 警報盤　　・ 中央監視盤（別途工事）に接続

４　空調電気設備 ・ 本工事　　・ 別途工事

・ 本工事　　・ 別途工事５　機器への接続

７

・ 機器収納ラック等取付　　 ・ 情報通信機器取付

８ １　工 事 範 囲

・ 機器取付

・ デジタル交換機　　・ ボタン電話装置

・ ＩＰ－ＰＢＸ    　・ ＶｏＩＰサーバ

・ 本工事　　・ 別途工事

・ 新　設　　・ 既存交換機改修

２　交　換　機

・ 固定電話  　・ デジタルコードレス電話

３　電　話　機 ・ 本工事　　　・ 別途工事

４　保安器用接地

５　保 安 器 箱 ・ 埋込形　　・ 露出形

１　工 事 範 囲 ・ 配管　　・ 配線　　　　  ・ 端子盤等取付

構

内

交

換

設

備

構

内

情

報

通

信

網

設

備

・ 配管　　　・ 配線　　　  ・ 端子盤取付

２　子　時　計 ・ 壁掛形　　・ 埋込形　　・ 吊下形　　・ スピーカ組込

・ アナログ式　　・ デジタル式

３　電 池 時 計 電池はリチウム電池とする。

映

10

像

・

音

響

設

備

２　対 象 室 名

３　増　幅　器

４　プロジェクター

Ｌｏ形増幅器とする。

・ 本工事  　・ 別途工事

・ 広角型（ワイド型）　　・ 標準型

投写方式　

・ 前面投写式　　・ 背面投写式

５　スクリーン　 ・ 本工事  　・ 別途工事

・ 広角型（ワイド型）　　・ 標準型

・ 手動巻上式  　・ 電動巻上式（ ・ 無線　  ・ 有線　）

６　映像・音響設備 ・ ＣＤプレーヤ　　・ オーディオレコーダ

・ ブルーレイ／ＤＶＤ　　　・　　　　　　　　　　　　

１　工 事 範 囲 ・ 配管　　・ 配線　　・ 機器取付

電

灯

コ

ン

セ

ン

ト

設

備

５

２　配 線 器 具 スイッチ、コンセントは大角形とする。

２連以上スイッチは、ネーム付とする。

コンセント容量２０Ａ以上、３Ｐ以上、防水形はプラグを付ける。

床コンセント　　・ アップ式　　・ フロア形

３　非常用照明器具 ・ 電池内蔵型　　・ 電源別置形

・ 分岐　　直流２線式　　１００Ｖ

４　照 明 制 御 ・ 人感センサー制御　　・ 外光（昼光）利用

・ 初期照度補正　　　　・ 段階調光

・ 連続調光

設計照度はＪＩＳによる。

接地極付コンセント（２Ｐ１５Ａ（Ｅ））及び防雨形コンセントの

プラグは不要とする。

・ 分岐　　単相２線式　（ ・１００Ｖ　　・２００Ｖ ）

・ 幹線　　単相３線式　　２００／１００Ｖ１　電 気 方 式

１１　防 災 電 源 建築基準法及び消防法に係る発電装置は、関係法令に適合している

旨の試験成績書等を監督職員に提出する。

１２　予 備 品 等 標準仕様書によるほか下記による。

ＡＢＣ１０形消火器　１本（屋外は樹脂製の箱入りとする）

Ｂ　太陽光発電

（　　　　　　）ＫＷ以上　

　（日射強度 １ＫＷ／㎡，２５℃，ＡＭ１．５）

２　耐　風　速

３　系 統 連 系

建築基準法施行令第８７条の規定による風圧力に耐えるものとし、

強度計算書を監督職員に提出する。

・ 行う　　・ 行わない

系統連系を行う場合は、「系統連系技術要件ガイドライン」を

満足すること。

４　パワーコンディ

　　ショナー

出力　　　相　　　線式　　　　Ｖ　　　定格容量　　　　ｋＷ

５　売　　電 ・ 行う　　・ 行わない

６　太陽電池モジュール

　　出力保証

１　公称最大出力

自立運転機能　　・ 有り　　・ 無し

・ 別途工事　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保証期間開始日は引渡し日とする。

・　 　　　　　　　　　　　　　　

・ 　　　　　　　　　　　　　　　

・ 本工事　　・ 別途工事

特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目

（変圧器の２次側端子、低圧盤１次側母線）

９　感熱表示ラベル 導電部の接続端子近辺には不可逆性の感熱表示ラベルを貼付する。

１０　高調波計算書 機器承諾図提出前に高調波流出電流を計算し、監督職員に提出する。

１１　予 備 品 等 標準仕様書によるほか下記による。

ヒューズ類（種別ごとに下記の数量とする）

主回路接続図（透明ケース入り）

　・ 現用数　　・ 現用数の２０％（１個以上）

ＡＢＣ１０型消火器（屋外は樹脂製の箱入りとする）

７　連続運転時間 （     　　  ）時間以上

８　運　転　音 機器、排気管及び排風ダクトより１ｍの位置での運転音

・ １０５ｄＢ（Ａ）　　・ ８５ｄＢ（Ａ）　　・ ７５ｄＢ（Ａ）

９　保 守 運 転 自動

１０　燃 料 系 統

６　原　動　機 （　　　　　　　）ｋＷ以上

・ ディーゼル　　・ ガスエンジン　　・ ガスタービン

５　光　　源 光源色の図示なき場合は下記による

ＬＥＤ　　　・ 昼白色

　　　　　　・ 電球色

６　コンセントプレート ・ シール等により商用系、自家発系を明示すること。

・ ＯＡタップについては回路番号を明示すること。

９

・ 液晶式

１　出退表示盤 ・ ＬＥＤ式（　・ ２モード　　・ ４モード　）

Ｂ　出退表示設備

Ｃ　時刻表示設備

１　親　時　計 水晶式（週差０．７秒以下）

情

報

表

示

装

置

Ａ　マルチサイン設備

１　情報表示盤 ・ ＬＥＤ式（　・ ４色　　・ フルカラー　）

・ 液晶式

・ 本工事　　

・ ラインインタラクディブ方式　・ 常時商用給電方式

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

特記仕様書３

Ｅ ３
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テレビ

共　同

受　信

ガス

検知

表　示

灯

動

力

拡

声

時

計

構

内

交

換

誘

導

支

援

火

災

報

知

　　〃　　（土間）

ブラケット（一般）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（踊場）

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

端子盤

保安器箱（一般）

　　 　〃 　　　（壁掛）

壁付位置ボックス（和室）

壁掛形親時計

子時計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

壁付位置ボックス（一般）

　　 　〃 　　　（和室）

　　 　〃 　（身障者用）

壁付インターホン（一般）

機器収納箱

直列ユニット（一般）

直列ユニット（和室）

受信機、副受信機

総合盤

発信器

ベル

表示灯

検知器（都市ガス）

検知器（ＬＰガス）

ガス漏れ中継器

壁付発信器

押しボタン（多機能トイレ）

 多機能トイレスイッチ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床　上～中　心

鏡上端～中　心

床　上～中　心

床　上～下　端

天井下～上　端

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～中　心

床　上～中　心

床　上～上　端

天井下～中　心

天井下～下　端

８００～１，３００

２，１００～２，３００

２，０００～２，５００

１５０

９００

１，５００

１，３００

３００

２００

１５０

１，３００

２００

２００

１，３００

１，３００

１５０

１，３００

９００ （３００）

１，３００

２００

３００

１５０

１，５００

１，２００～１，５００

８００～１，５００

２，３００

２，１００

３００

３００

３００

（注）誘導支援設備の押しボタン（多機能トイレ）の取付高さ（３００）は床に転倒した時を

　　　考慮した高さ

（上端１，９００以下）１，５００

（上端１，９００以下）１，５００

１，０００～１，１００
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雷

保

護

設

備

１　受雷部システム ・ 突針　　・ 水平導体　　・ メッシュ導体　　・ 棟上げ導体

２　引下導線システム ・ 引下げ導線　　・ 建築構造体利用

・ 環状接地極 　・ 網状接地極　 ・ 構造体利用接地極

３　接地システム ・ 板状接地極 　・ 垂直接地極 　・ 放射状接地極（水平接地極）

４　保護レベル

５　大地抵抗率の測定

・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ

工事着手時に大地抵抗率を測定し、測定表及び接地極省略判定記録書

を監督職員に提出する。

屋

備

設

外

18

４　地中埋設深さ

５　支　　線

６　埋 戻 し 土

ただし、舗装のある場合は、上記によらず舗装下面から３００mm以上

とする。

支線のある場合は支線ガードを設置する。

良質土は、根切り土中の良質土を使用する。

２　埋　設　標 標準図（電力７５）により設置する。

３　ハンドホール ブロックハンドホールとする。

Ａ　構 内 線 路

１　施 工 方 式 ・ 地中配線　　・ 架空配線

２　外灯区分開閉器

３　ポール基礎

配線用遮断器（トリップ機構無し）をポール内部に設置する。

・ 設計図による　　・ 標準図による

・ 埋込式　　　　　・ ベースプレート式

・ コンセント　　・ スピーカ　　・ 時計　  ・　　　　　　　　

Ｂ　屋 外 機 器

１　機　　器 ・ 分電盤　　・ 端子盤

・ ＧＬ－６００㎜（　　　　　）

・ ＧＬ－３００㎜（　　　　　）

地中配管の上下５０㎜を砂又は良質土にて保護を行う。
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・ 標準図による　　・ 設計図による

・ 自立型　　　　　・ 壁面取付形

　　ボルト ボルト　　・ 本工事　　・ 別途工事

５　アンテナ基礎及び 基　礎　　・ 本工事　　・ 別途工事

６　受 像 端 子 ・ 単独　　　・ コンセントと同一プレート

・ 受像端子に付属させる

受

信

設

備

２　機　　器 分岐器、分配器及び直列ユニットは、ＣＳ、ＢＳ、ＵＨＦ・ＦＭ

・ 標準図による　　・ 一般品（金属ケース）

・ 標準図による　　　・ 一般品

３　増　幅　器

共用型とする。

・ ＵＨＦ　　・ ＢＳ／１１０°ＣＳ　　・ ＣＳ　  ・ ＦＭ１　ア ン テ ナ

４　アンテナマスト

テ

レ

ビ

共

同

７　プ　ラ　グ

する。（一斉放送回路は使用しない）

６　接　　続 卓上型増幅器の場合、増幅器と外部配線（壁ボックス等）の接続は、

コネクターによる。

Ｃ　ガス漏れ警報設備

１　警 報 対 象 ・ ＬＰガス　　・ 都市ガス

誘導標識は所轄の消防署と協議の上、取付とする。

・ 遮断弁連動

２　警 報 方 式 ・ 現地警報　　・ 現地警報及び中央警報

３　警報器電源 ・ ＡＣ１００Ｖ　　・ ＤＣ　２４Ｖ

４　受　信　機

５　ガス遮断弁

６　予 備 品 等

・ 単独　　　　・ 火報受信機等と一体

・ 本工事　　　・ 別途工事

標準仕様書によるほか下記による

警戒区域図（透明ケースに収納）

Ｂ　誘 導 灯 等

２　誘 導 標 識 ・ 避難口　　・ 通路　

１　誘導灯の種別 ・ 避難口　　・ 通路　　・ 客席

防

災

設

備

15

・ 自動閉鎖装置

・ 漏電火災警報器　　　・ 火災通報装置

３　副 受 信 機 （　　　）窓

４　発信器、ベル、

　　ランプ

・ 単独設置　　・ 総合盤　　・ 消火栓ボックスに組込

・ 単独形　　　・ 複合形（　　　）回線

２　受　信　機 ・ Ｐ型１級　　・ Ｐ型２級　　・ Ｒ形

６　非常警報装置 ・ 複合装置　　・ 一体形　　・ 単独設置

・ 消火栓開閉レバー連動（リミットスイッチ）

５　消火ポンプ起動 ・ 発信器連動　　・ 起動押しボタン方式

７　予 備 品 等

Ａ　火災報知設備等

１　種　　別 ・ 自動火災報知設備　　・ 非常警報設備

標準仕様書によるほか下記による

警戒区域図（透明ケースに収納）

12

装

置

誘

導

支

援

１　音声誘導装置 検出部　　　　・ 磁気式  　・ 無線式  　・ 画像認識

案内表示部　　・ 音声　　  ・ 音響

２　トイレ等呼出装置 呼出ボタンは呼出確認ができるものとし、引き紐付とする。

３　インターホン種別 ・ インターホン　　・ テレビインターホン

４　形　　式 親機　　・ 壁掛形　　　・ 卓上形

子機　　・ 壁掛形　　　・ 卓上形

・ 点字説明付　　・ 確認灯付

５　用　　途 ・ 庁内連絡  　・ 外部受付　　・ 身体障がい者用兼用

特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目

機　器　取　付　高

電

力

電

名　　　　　　　称 測　　　　点

取引用計器

引込開閉器盤

スイッチ

コンセント（一般）

　　〃　　（和室）

スイッチ（宿舎）

　　〃　　（台上）

　　〃　　（宿舎居室内）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

地　上～窓中心

床　上～中　心

台　上～中　心

１，８００～２，０００

１，８００～２，２００

１，３００

１，１００

３００

１５０

１５０

１５０

（上端１，９００以下）１，５００分電盤、ＯＡ盤、実験盤

取　　付　　高　　（㎜）

　　機器の取付高は、下表を標準とする。ただし、監督職員の指示により変更することがある。防

犯

備

設

16 １　工 事 範 囲 ・ 配管　　・ 配線　　・ 機器取付

２　警 戒 方 式 ・ 監視カメラ　　・ センサー

・ 別途機械警備

３　監視カメラ ・ 旋回装置　　・ モニタ装置　　・ 録画装置

伝送方式　

・ デジタル同軸伝送方式　　・ ネットワーク　　・ アナログ　

14

テ

１　調 査 仕 様 図面に記載されていない事項は全て（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会の

「建造物によるテレビ電波障害調査要領」による。

２　調 査 機 関 テレビ電波障害の調査は、（一社）日本ＣＡＴＶ技術協会による。

３　調 査 内 容 ・ 事前調査　　・ 中間調査　　・ 事後調査

レ

ビ

電

波

障

害

調

査

11

２　増　幅　器 Ｈｉ形増幅器　（　　Ｗ　　　局）

１　放 送 設 備 ・ 一般用　　・ 非常一般兼用

３　形　　式 ・ ラック形　　・ 卓上型　　・ 壁掛形

天井埋込形　ＳＣ６Ｈｉ－１（３）Ｖ３Ｍ

非常放送の場合は消防法適合品とし、形状は一般放送と同様とする。

４　ス ピ ー カ 一般放送のスピーカは図面に特記なき場合は下記による。

壁掛け形　　ＳＷ１Ｈｉ－３Ｖ０

５　放 送 回 路 時報及び自動放送（体操放送等）は音量調節器を経由した回路と

設

備

拡

声

埋設深さは、地表面又は路盤下より配管上端までとする。

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

特記仕様書４

４Ｅ

令和8年度津和野中学校屋内運動場



配置図  1:500

校 庭

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

駐

輪

場

旧

給食センター

管理教室棟

技術棟

屋内運動場

渡

り

廊

下

渡り廊下

渡

り

廊

下

Ｎ

【 工事概要及び特記 】

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

配置図

５Ｅ

：今回工事範囲

既存受電ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

既存分岐ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

　・　作業の日程、作業時間、施工実施方法については監督職員及び施設管理者と事前協議を行うこと。

　・　施工実施時、第三者が施工箇所に立ち入らないよう適切な処置を講ずること。

　・　騒音を伴う作業は監督職員及び瀬節管理者と事前協議を行うこと。

　・　撤去時、ＰＣＢ使用と疑わしい照明器具は調査し、監督職員に報告すること。

　・　作業の時間は「午前８時３０分～午後５時」とする。

　・　配管用貫通孔はダイヤモンドカッターで行い、事前に鉄筋探査を行うこと。

　・　アリーナの高天井照明器具はオートリフターも撤去する。

　・　既設蛍光灯、白熱灯、HID照明器具をLED器具に更新する。

　・　配線は既設を再利用し、一部配線器具を更新する。

　・　アリーナ高天井照明器具用の無線調光用コントローラ及びライトマネージャーを増設する。

　・　オートリフター制御盤及び操作スイッチを撤去する。

　・　アリーナの空冷ヒートポンプエアコンの電源及び個別リモコン配管、集中リモコンの配線を新設する。

　・　アリーナの空冷ヒートポンプエアコンの電源及び操作線を新設する。

　・　受電キュービクル基礎を増し打ち、フェンスを拡張する。

　・　アリーナの空冷ヒートポンプエアコンの新設に伴い、既存高圧受変電設備（受電キュービクル）を更新する。

　・　高圧ケーブル（受電・分岐）を更新する。

令和8年度津和野中学校屋内運動場



Ａ３２１

【　照明器具姿図（既設）　】

　ＦＳＡ４１０３８ＦＶＰＨ９

ＩＬ１００Ｗ（ハロゲン）×１　スポットライト

ｅ２１ ＦＬ２０Ｗ×１　ブラケット（防雨型）Ｅ４０

Ｄ２１ｃＣ２１ ＦＬ２０Ｗ－１　ウオールライト　天井付ＦＬ２０Ｗ－１　ブラケット　昼白色

ＩＬ ４０Ｗ　シーリングライト（防湿・防雨型）

　ＬＷ５６２０３Ｔ

　ＯＧ０４１５３０Ｎ　ＨＷ２６２０ＣＥＬ

ＦＨＦ３２Ｗ×１　逆富士 ＦＨＰ３２Ｗ－３　直付け

　ＮＨＵ３３５６５ＡＭＳ９

ｇ６０ ＩＬ６０Ｗ×１　笠付シーリングライト

Ｘ２９０ セラメタＨ　２９０Ｗ　高天井用

　Ｘ４１ＹＧ４４Ｓ

幅１２０・長１２５０・高８８

Ｂ２３３

幅４７０・長４７０・高４０ 幅８９・長６２８・高１００

（防雨型）

幅１０１・長７００・高９５

幅φ１０４・高１９５

幅φ４３３・高６６０

ａ１１０ ＦＬ１１０Ｗ×１　逆富士　ＡＣ２００Ｖ

ｆ１００

ｂ４０２ ＦＬ４０Ｗ×２　逆富士　

100AT

200V200V

NFB 3P

2P2E20A 2P2E20A

200V200V

L-1-1 （既設）

2P15ASW×6

200V

200V

↓

100Ｖ

200V

 ｵｰﾄﾘﾌﾀｰ

 制御盤

2P2E20A 2P2E20A

2P2E20A 2P2E20A

2P2E20A 2P1E20A

2P1E20A 2P1E20A

2P1E20A 2P1E20A

2P1E20A 2P1E20A

2P1E20A 2P1E20A

　ｱﾘｰﾅ照明ｱﾘｰﾅ照明 

ｱﾘｰﾅ照明 

ｱﾘｰﾅ照明 

　ｱﾘｰﾅ照明

ｽﾃｰｼﾞ照明 　ｽﾃｰｼﾞ

ﾄｲﾚ　

非常灯　

　ｺﾝｾﾝﾄ

ﾛｯｶｰ 　既設回路

正面ｺﾝｾﾝﾄ 

ﾊﾞｽｹｯﾄ 　ﾘﾓｺﾝTR

×1

×1

×1

×1

×1

・ ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ2P20A×5（ﾜﾝｼｮｯﾄﾘﾓｺﾝ）

・ ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ×1

・ｾﾚｸﾀｽｲｯﾁ3L×2（盤側面取付け）

［ ﾜﾝｼｮｯﾄﾘﾓｺﾝ機器 ］

・名称変更

ランプ光束 ： ３３，５００LM

・名称変更

※ 100Ｖに改造

　予　備 新設ｹｰﾌﾞﾙ接続

既設ｹｰﾌﾞﾙ再使用

【　盤結線図（既設）　】

【 既設盤改造内容 】

　・　オートリフター電源回路を200Vから100Vに変更及び名称を「アリーナ調光制御」に変更。

　・　予備回路に集中リモコン電源を接続及び名称を「空調集中リモコン」に変更。

3

Ｄ２１ｗ ＦＬ２０Ｗ－１　ウオールライト　壁付

【 凡例 】

記　号 名　称

電灯分電盤（L1-1）

立上り、立下げ

仕　様

詳細は盤結線図を参照

埋込ｽｲｯﾁ 1P15A×1　既設撤去

埋込ｽｲｯﾁ 3W15A×1　既設撤去

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ 1連

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

照明器具リスト・盤結線図（既設）

６Ｅ

ＣＲ

Ｄ

令和8年度津和野中学校屋内運動場
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Ｂ

Ｃ
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Ｇ

Ａ

Ｇ
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ｃ
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ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

UP

UP

UP

DN

UP

UP

１階平面図　1:100

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

女子更衣室

渡り廊下

女子便所

体育器具庫１

ポーチ

玄 関

体育器具庫２

男子便所

男子更衣室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ア リ ー ナ

ス テ ー ジ

放送室

控室

体育器具庫３

ＴＳ

ＴＳ

A

A

ＴＳ

A

ﾀｲﾏｰﾎﾞｯｸｽ

ﾀｲﾏｰﾎﾞｯｸｽ

ﾀｲﾏｰﾎﾞｯｸｽ

A321

A321

A321

A321

A321

A321

A321

A321

B233

B233

C21×2

C21×2

E40

E40

D21c
D21c D21c D21c

D21c D21c
D21c

ｽﾃｰｼﾞ下

a110×10

f100×11

 b402

 b402

g60

g60

g60

D21w

D21w

e21

e21

e21

EM-EEF2.0-3C　1C：E

L-1-1
（既設）

3

3

ｽﾃｰｼﾞ下

照明器具無し

　・　　　　　：　撤去を表す。

注記）

ｽﾃｰｼﾞ下

ｽﾃｰｼﾞ下

枠組棚足場

4.0m超～5.0m未満

3.2m2

枠組棚足場

4.0m超～5.0m未満

12.0m2

　・　　　　　　　　　　　　：　既設配線を表す。

既設 照明器具リスト ※ 下記器具を撤去する（再使用しない）

場所（部屋）名 記号 形状 適用 数量 備　考 天井高

玄関 B233 露出・ベースライト FHP32W×3 2  □470 2,770 

女子更衣室 A321 FHF32W×1 2 2,400 

C21 露出・ブラケット FL20W×1 2 －

女子シャワーコーナー E40 IL40W×1 1 2,400 

女子便所 A321 FHF32W×1 1 2,400 

体育器具庫１ A321 FHF32W×1 1 2,400 

体育器具庫２ A321 FHF32W×1 1 2,400 

男子便所 A321 FHF32W×1 1 2,400 

男子更衣室 A321 FHF32W×1 2 2,400 

C21 FL20W×1 2 －

男子シャワーコーナー E40 IL40W×1 1 2,400 

アリーナ X290 高天井用器具 HID290W×1 28 オートリフター付 7,370～9,880

ステージ a110 FL110W×1 10 4,720～4,920

f100 スポットライト、壁付 IL100W×1 11 5,300 

控室 － － － 1 器具なし 4,920 

放送室 b402 FL40W×2 1 2,300 

体育器具庫３ b402 FL40W×2 1 2,300 

教官室 b402 FL40W×2 1 2,480 

ステージ下 g60 IL60W×1 3 1,880 

ポーチ D21w FL20W×1 2 －

外灯（東側） D21c FL20W×1 3 2,700 

e21 FL20W×1 1 －

外灯（南側） e21 FL20W×1 1 －

外灯（西側） D21c FL20W×1 4 2,700 

e21 FL20W×1 1 －

露出・ベースライト

露出・シーリングライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ブラケット

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ベースライト

露出・ブラケット

露出・ブラケット

露出・ブラケット

露出・ブラケット

露出・シーリングライト

露出・シーリングライト

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no
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Ｓ

昇降制御盤（1回路用）

昇降ｽｲｯﾁ

X290×28

 b402

EM-EEF2.0-3C　1C：E

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ｵｰﾄﾘﾌﾀｰ電源回路切り離し

　・　　　　　：　撤去を表す。

注記）

　・　高天井用照明器具（X290）はオートリフターも撤去する。

枠組棚足場

5.7m超～7.4m未満

12.0m2

枠組棚足場

7.4m超～9.1m未満

12.0m2

枠組棚足場

7.4m超～9.1m未満

12.0m2

枠組棚足場

5.7m超～7.4m未満

12.0m2

　・　　　　　　　　　　　　：　既設配線を表す。
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Ａ１

直付型　4000LM　25.1W　LED（昼白色）

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

電源装置はライトバー側に内蔵

Ｂ１ Ｃ１

直付型　3200LM　20.3W　LED（昼白色）

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

電源装置はライトバー側に内蔵

Ｄ１ Ｅ１

直付型　850LM　9.6W　LED（昼白色）

Ｆ１

スポットライト　1000LM　9.3W　LED（昼白色）

Ｇ１

ブラケット　1100LM　12.0W　LED（昼白色）

Ｈ１

直付型　410LM　6.2W　LED（電球色）

Ｉ１

ウォールライト　990LM　10.0W　LED（昼白色）

Ｊ１

高天井用　21300LM　113.0W　LED（昼白色）　 下面ガード

LSS9-4-37 参考品番：XLX860DENJ LE9 相当品 参考品番：LGB51570K LE1 相当品

参考品番：ＬＧＷ85067 LE1 相当品 参考品番：NYM20252 RZ9 相当品LBF3MP/RP-2-06 参考品番：NYK00116 相当品

Ｉ２

LBF3MP/RP-2-13

ウォールライト　1480LM　14.9W　LED（昼白色）

参考品番：NYK00114 相当品

側面ガード

LSS10-4-37

直付型　4000LM　25.1W　LED（昼白色）

Ｂ２

LSS10-4-48

直付型　5200LM　31.9W　LED（昼白色）

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

電源装置はライトバー側に内蔵

直付型　6660LM　44.0W　LED（昼白色）

参考品番：XL473CBV LA9 相当品

枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）

引掛シーリング方式

参考品番：XAS5020N CC1 相当品 参考品番：LGB85030 LE1 相当品

防湿・防雨型

防湿・防雨型

Ｊ１ Ｊ１

参考品番：NQ23185K 相当品 参考品番：NK23062 相当品

参考品番：NK23060 相当品

参考品番：NK25091 相当品 参考品番：NQ28841K 相当品 参考品番：NK23010 相当品参考品番：NK23081 相当品

【　照明器具姿図（改修後）　】

Ｍ
Ｃ

A

Ｃ

B

Ｃ

B

参考品番：NK23062 相当品

参考品番：NK23060 相当品

セパレートセルコン用防球ガード、

セパレートセルコン用取付金具 共

セパレートセルコン用防球ガード、

セパレートセルコン用取付金具 共

電圧１００～２４２Ｖ

ＰｉＰｉｔ調光、広角タイプ、直付型、電源内蔵型

本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板

約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付

器具本体（２．８ｋｇ） フレーム：鋼材（亜鉛メッキ仕上） フレーム：鋼材（亜鉛メッキ仕上）

定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ

□５７０、調光可能タイプ（約１０～１００％）

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）

格子ルーバ：亜鉛鋼板（高反射白色粉体塗装）

電圧：１００～２４２Ｖ

点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

電圧１００Ｖ

天井直付型、拡散タイプ

カバー：アクリル（乳白）

ＬＥＤフラットランプφ７０

集光タイプ、電圧１００Ｖ

セード：プラスチック（ホワイト）

可動範囲上下９２度、回転方向３６０度

位相制御式（２線式）

電圧１００Ｖ

拡散タイプ、天井直付型・壁直付型、コンセント付

カバー：プラスチック（乳白）

スイッチ付、両面化粧タイプ

Ｗ＝５８０　Ｈ＝６５　出しろ６４

電圧１００Ｖ

拡散タイプ、天井直付型・壁直付型、ネジ込み方式

カバー：アクリル（乳白）

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

電圧１００～２４２Ｖ

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３

コントローラ　ＰｉＰｉｔ＋セパレートセルコンＡタイプ

定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ リモコンホルダ同梱

定格電圧：ＡＣ１００Ｖ

調光回路数：４回路

操作シーン数：４シーン＋ＯＦＦ

適合スイッチボックス：ＪＩＳ　４コ用金属製（カバー付） 定格電圧：ＡＣ１００Ｖ～２４２Ｖ

ＰｉＰｉｔプラス　セパレートセルコン用防球ガード

ＰｉＰｉｔプラス　セパレートセルコン用取付金具

ＰｉＰｉｔプラス　ハンディライコン ライトマネージャーＦｘ　記憶式４回路親器 通信補助器　壁通信補助器　天井 ＰｉＰｉｔプラス　セパレートセルコン用防球ガード

ＰｉＰｉｔプラス　セパレートセルコン用取付金具

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no
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ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

女子更衣室

渡り廊下

女子便所

体育器具庫１

ポーチ

玄 関

体育器具庫２

男子便所

男子更衣室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ア リ ー ナ

ス テ ー ジ

放送室

控室

体育器具庫３
A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1

A1

D1

D1

G1×2

G1×2

H1

H1

I1 I1
I1

C1×10

F1×11

 B1

 B2

E1

E1

E1

I2

I2

I1

I1

I1

L-1-1
（既設）

3

3

ｽﾃｰｼﾞ下

I1
I1 I1 I1

 B2

Ｍ

EM-CPEE-S 1.2-1P（MMA)

EM-EEF1.6-3C　1C：E（MMA)

注記）

　・　図中の配線器具は「ｺｽﾓｼﾘｰｽﾞ ﾜｲﾄﾞ21」に取替える。（1階、2階共）

ｽﾃｰｼﾞ下

ｽﾃｰｼﾞ下

ｽﾃｰｼﾞ下

Ｃ A

Ｍ

Ｃ

B

1P

1.6F3

EM-CPEE-S　1.2-1P

EM-EEF 1.6-3C　1C：E

【 配線凡例 】

・二重天井内はころがし配線とする。

・ｱﾘｰﾅ高所の配線は鉄骨にｸﾘｯﾌﾟ固定とする。

・図示なき配線は下記による。

（ｸﾘｯﾌﾟ）

Ｄ

Ｄ
EM-EEF2.0-3C　1C：E（既設）

（ｸﾘｯﾌﾟ）

3

MMA

露出（ﾒﾀﾙﾓｰﾙ保護：A型）

改修後 照明器具リスト

場所（部屋）名 記号 数量 備　考 取付高さ

玄関 D1 2  □570 2,770 

女子更衣室 A1 2 2,400 

G1 2 －

女子シャワーコーナー H1 1 2,400 

女子便所 A1 1 2,400 

体育器具庫１ A1 1 2,400 

体育器具庫２ A1 1 2,400 

男子便所 A1 1 2,400 

男子更衣室 A1 2 2,400 

G1 2 －

男子シャワーコーナー H1 1 2,400 

アリーナ J1 28 下・測面ガード付 7,360～9,880

ステージ C1 10 4,720～4,920

F1 11 5,300 

控室 B2 1 4,920 

放送室 B1 1 2,300 

体育器具庫３ B2 1 2,300 

教官室 B2 1 2,480 

ステージ下 E1 3 1,880 

ポーチ I2 2 －

外灯（東側） I1 3

外灯（南側）

I1 1

－

外灯（西側）

I1 1

2,700 

2,700 

－

－

I1

I1

4

1

壁付

壁付

壁付

天井付

天井付

取
付

高
さ

：
F
L
+
4
,
7
2
0

取
付

高
さ

：
F
L
+
4
,
9
2
0

【 凡例 】

記　号 名　称

電灯分電盤（L1-1）

無線調光コントローラ

ﾗｲﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰFx

通信補助器　天井直付型

立上り、立下げ

仕　様

詳細は盤結線図を参照

PiPit+ｾﾊﾟﾚｰﾄｾﾙｺﾝAﾀｲﾌﾟ

取付金具、ｶﾞｰﾄﾞ共

記憶式4回路親器

取付金具、ｶﾞｰﾄﾞ共

埋込ｽｲｯﾁ（金属ﾌﾟﾚｰﾄ）

1P15A×1　

既設撤去、新設

埋込ｽｲｯﾁ（金属ﾌﾟﾚｰﾄ）

3W15A×1　

既設撤去、新設

proj ect  name si gnature sheet  name
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J1×28

 B2

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

(既設)

ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄ

EM-EEF2.0-3C　1C：E（既設）

接続

Ｃ

1.6F3

EM-CPEE-S 1.2-1P（MMA)

A

Ｄ

Ｄ

MMA
1P

取付高さ：FL+7,360

取付高さ：FL+8,760

取付高さ：FL+9,880

取付高さ：FL+8,760

取付高さ：FL+7,360

Ｃ

A

Ｃ

B

Ｃ

B

1.6F3 1.6F3
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引込柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟｰﾙ

Ｉ

MCCB

2P20A

MCCB

2P20A

※X1，N1

受電QB

低圧電灯盤より

※　移設または更新

　　（増設の申請を行い中国電力(株)からの指示による）

※撤去

キュービクル 高圧単結線図

CH

LBS 3P

7.2kV200A

40kA　30A

(ﾊﾞﾘｱ付)

低

圧

電

灯

盤

低

圧

動

力

盤

M1 M2L1 L2 L3 Lb2

ST相

配電盤

負荷容量

(kW)

MCCB

幹線サイズ

幹線

名称
P AF AT

負荷名称配電盤

負荷容量

(kW)

MCCB

幹線サイズ

幹線

名称
P AF AT

負荷名称

M5

F

EB

E38°E38°

EA，ED

L4 M3

ＶＡ
300A

Ａ

Lb1

CT 200/5ACT 200/5A

TR-1

1φ3W

6.6kV/210V-105V

30kVA

TR-2

3φ3W

6.6kV/210V

50kVA

Ｔ Ｔ Ｗｈ

7Cｹｰﾌﾞﾙ

PAS 7.2kV3P200A

GR付

CH

EA

6kv CVT 38°

VT

３

3φ3W 6.6kV 60Hz

LA×3

L1

L2

L3

1

3

2

Lb1

3M1

3M2

M3 3

EA，ED

EB

2 30 20 　絶縁監視装置

2 30 20 　CE3.5°-2C 　分岐QB予備

6kv EM-CET 38°

CH

既設受電キュービクル

ＬＧＲ

※L5

2 50 20 　LG電源、警報電源

2 50 20 　HGR電源

2 50 20 　制御電源

CH

LBS 3P

7.2kV200A

40kA　10A

(ﾊﾞﾘｱ付)

TR-2

3φ3W

6.6kV/210V

75kVA

F

Ｖ

Ａ

300A

CT 300/5A

M1 M2

配電盤

負荷容量

(kW)

MCCB

幹線サイズ

幹線

名称
P AF AT

負荷名称

3M-1

3M-2

24kvar 225 125 　低圧LCﾕﾆｯﾄ

LCﾕﾆｯﾄ

(L=6%用)

3φ24kvar

220V

放電抵抗内蔵

低

圧

動

力

盤

EB

EA，ED

ＬＧＲ

※X1，N1

　CET100°250 250

100 100 　CET22°

　No.1空調盤

　No.2空調盤

3

LED
DrSW

×1

Ｔｈ

LGR

E38°

※Lb1

既設分岐キュービクル

6kv EM-CET 38°

E38°

57.34

11.50

LCﾕﾆｯﾄ

(L=6%用)

3φ18kvar

220V

F

SD

3 250 150 　CVT38° 　中学校 L-1

3 100 75 　CVT22° 　中学校 LM-2

3 100 100 　CET22° 　給食ｾﾝﾀｰ LP-1

125 125 　CVT22° 　中学校 M-1

4 2 50 20 　ｷｭｰﾋﾞｸﾙ所内電源

50 50 　CVT14° 　中学校 LM-2

100 100 　FPC14°-3C 　消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

250 225 　CET100° 　給食ｾﾝﾀｰ LP-13M4

3 100 100 　予　備

18kvar 3 100 75 　低圧LCﾕﾆｯﾄ

5

12.694

8.700

7.500

－

隔壁

（赤）

【 凡例 】

記　号 名　称

撤去を表す

仕　様

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

高圧単線結線図（既設）
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2回路用

引込柱

ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾎﾟｰﾙ

Ｉ

MCCB

2P20A

MCCB

2P20A

※X1，N1

受電QB

低圧電灯盤より

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

キュービクル 高圧単結線図

CH

LBS 3P

7.2kV200A

40kA　G40A

(ﾊﾞﾘｱ付)

低

圧

電

灯

盤

低

圧

動

力

盤

F

M1 M2

TH-M

L1 L2 L3 Lb1

ST相

配電盤

負荷容量

(kW)

MCCB

幹線サイズ

幹線

名称
P AF AT

負荷名称配電盤

負荷容量

(kW)

MCCB

幹線サイズ

幹線

名称
P AF AT

負荷名称

MA2

F

TH-L

LGRへ LGRへ

EB

既設

E38°

既設

E38°

EA，ED

4 M3

Ｖ

Ａ

300A Ｖ

Ａ

300A

5

CT 500/5ACT 200/5A

TR-1

1φ3W

6.6kV/210V-105V

30kVA

TR-2

3φ3W

6.6kV/210V

150kVA

Ｔ Ｔ Ｗｈ

7Cｹｰﾌﾞﾙ TH

-M

LED
DrSW

×2

※L7

TH

-L

Ｔｈ

LGR SC+SR

ＬＧＲ

※L5

PAS 7.2kV3P200A

G付

CH

EA

6kv EM-CET 38°

VT

３

3φ3W 6.6kV 60Hz

LA×3

3 17522526.280

2253 　予備ｽﾍﾟｰｽ

MA1

35.590 3 225 200

　屋内運動場 MA-1

　屋内運動場 MA-2MA2

24kvar 225 125 　低圧LCﾕﾆｯﾄ

　CVT60°

　CVT100°

LCﾕﾆｯﾄ

(L=6%用)

3φ24kvar

220V

放電抵抗内蔵

CH

LBS 3P

7.2kV200A

40kA　10A

(ﾊﾞﾘｱ付)

TR-2

3φ3W

6.6kV/210V

75kVA

F

Ｖ

Ａ

300A

CT 300/5A

M1 M2

配電盤

負荷容量

(kW)

MCCB

幹線サイズ

幹線

名称
P AF AT

負荷名称

3M-1

3M-2

24kvar 225 125 　低圧LCﾕﾆｯﾄ

LCﾕﾆｯﾄ

(L=6%用)

3φ24kvar

220V

放電抵抗内蔵

低

圧

動

力

盤

EB

E38°
EA，ED

ＬＧＲ

※X1，N1

　CET100°250 250

100 100 　CET22°

　No.1空調盤

　No.2空調盤

3

LED
DrSW

×1

Ｔｈ

LGR

E38°

EA，ED

EB

※Lb1

CH

新設受電キュービクル 既設分岐キュービクル

6kv EM-CET 38°

57.34

11.50

L1

L2

L3

1

3

2

Lb1

2 50 20 　絶縁監視装置

2 50 20 　既設CE3.5°-2C 　分岐QB電源

2 50 20 　LG電源、警報電源

2 50 20 　HGR電源

2 50 20 　制御電源

3 250 150 　既設CVT38° 　中学校 L-1

3 100 75 　既設CVT22° 　中学校 LM-2

3 100 100 　既設CET22° 　給食ｾﾝﾀｰ LP-1

4 2 50 20 　ｷｭｰﾋﾞｸﾙ所内電源

5

3M1

3M2

M3 3

125 125 　既設CVT22° 　中学校 M-1

50 50 　既設CVT14° 　中学校 LM-2

100 100 　既設FPC14°-3C 　消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

250 225 　既設CET100° 　給食ｾﾝﾀｰ LP-13M4

［特　記 ］

・　チャンネルベース～溶融亜鉛めっき

・　函体屋根部分はＳＵＳ製とする。

・　盤面に表示ﾗﾝﾌﾟ・ﾌﾞｻﾞｰを備える

　　（過負荷一括、異常一括）。

・　リアクトル異常でMCCBを引き外す。

・　その他は一般仕様（メーカー標準）とする。

SHT付

11.710

8.700

7.500

13.610

CV3.5°-2C
※Lb1※Lb1

CV3.5°-2C※Lb2 ※Lb2

※Lb1

隔壁

（赤）

▽GL

正面図 側面図

ｺﾝｸﾘｰﾄ

▽GL

既設分岐キュービクル参考姿図
S=1/50

網入

ｶﾞﾗｽ

換気扇

分割

正面図 側面図

▽GL

800 800

1,600

1,900

2
,
3
0
0

▽GL

2
5
0

2
5
0

1
0
0

鉄筋D13

砂利地業

差し筋

　D13

既存基礎既存基礎

ｺﾝｸﾘｰﾄ増し打ち

1,800

2,000

1,100 1,000

1,100

新設受電キュービクル参考姿図
S=1/50

1,600

1,000

2
,
2
4
0

800 800

PB3A

【 1φ50kVA

　ｽﾍﾟｰｽを見込む 】

180

高圧

受電盤低圧盤

（予備）

（予備）

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

高圧単線結線図（改修後）
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既存ﾌｪﾝｽ撤去

既存ﾌｪﾝｽ

平面図

1
,
3
0
0

1
,
5
0
0

2
,
0
0
0

仕      様名      称

PCフェンス PC-A1800 H1,800

3.2φ×56mm

300g亜鉛ﾒｯｷ鉄線

金網

200×200×450ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

増設フェンス

増
設

ﾌ
ｪ
ﾝ
ｽ

平面図

1,800

1
,
0
0
0

基礎増し打ち

差し筋

D13（2段）

（改修後）

（既存）

側溝

平面図

既存分岐ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

平面図

（改修後）

（既存）

側溝

既存分岐

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎

既存受電

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎

新設受電ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

PB3A

至 給食ｾﾝﾀｰ（LP-1）

既設 高圧気中負荷開閉器に接続

高圧端末処理材料（屋外用）共

既設引込柱

CP12-19-350

既存ﾌｪﾝｽ

2
,
1
0
0

　EM-CET　38°E38° 　（40）FEPL3

　EM-CET　100° 　（80）FEPM4

（既設）

基礎H=500

PB2A

(既設）

キュービクル廻り改修図（配線撤去・新設）　　　S=1/50キュービクル廻り改修図（受電キュービクル基礎増し打ち、フェンス増設）　　　S=1/50

1,000

1
,
5
0
0

2
,
0
0
0

3
,
5
0
0

既存ﾌｪﾝｽ

4,000
2,000

既存分岐

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎

側溝

既存受電

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎

既設引込柱

CP12-19-350

1,800

1
,
1
0
0

既存ﾌｪﾝｽ

既存分岐ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

側溝

既存受電ｷｭｰﾋﾞｸﾙ撤去

（既設）
（既設）

（既設）

至 給食ｾﾝﾀｰ（LP-1）

　6kV CVT　38° 　（80）FEP高圧受電
　EM-CET　38°E38° 　（40）FEPL3

　EM-CET　38° 　（80）FEPM4

　6kV EM-CET　38°

　（80）FEP

高圧分岐

接地 　EM-IE　38°×2

Lb1，Lb2 　EM-CE　3.5°-2C×2 　（30）FEP

PB2A

(既設）

PB2A

(既設）

2,000

1,000 2,000 2,000

既存ｺﾝｸﾘｰﾄ土間部分撤去、復旧

600×300程度：3箇所

増設ﾌｪﾝｽ 増設ﾌｪﾝｽ 増設ﾌｪﾝｽ

地中埋設

　6kV EM-CET　38° 　難燃（80）FEP高圧受電

　6kV EM-CET　38° 　難燃（80）FEP高圧分岐

地中埋設接地 　EM-IE　38°×2

Lb1，Lb2 　EM-CE　3.5°-2C×2

　難燃（40）FEP

【 凡例 】

記　号 名　称

撤去を表す

仕　様

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

キュービクル廻り改修図
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ACP-1

ELCB

3P3E

50AF/50AT

（30mA）

CET60°

3.270 kW

空調室外機

7.670kW

P280形

空調室外機

7.670kW

P280形

ACP-1-1

ELCB

2P2E

50AF/15AT

（30mA）

空調室内機

1.090kW

P280形

MCCB

3P3E

225AF/175AT

合計

3φ3W200V

空調電源盤　［　MA-1　］　結線図

予備ｽﾍﾟｰｽ

3P50AF/

ELCB

2P2E

50AF/15AT

（30mA）

23.010 kW合計

402501 502 401 403

ELCB

2P2E

50AF/15AT

（30mA）

予備ｽﾍﾟｰｽ

2P50AF/

運転電流：5.5AImax：43.1A Imax：43.1A

14°

ED

14°

ED（ELB）

26.280 kW合計

R・S S・T R・T

ELCB

3P3E

50AF/50AT

（30mA）

空調室外機

7.670kW

P280形

503

Imax：43.1A

ACP-1-1

空調室内機

1.090kW

P280形

運転電流：5.5A

ACP-1-1

空調室内機

1.090kW

P280形

運転電流：5.5A

空調電源盤　［　MA-2　］　結線図

ELCB

3P3E

50AF/50AT

（30mA）

ACP-1

ELCB

3P3E

50AF/50AT

（30mA）

CET100°

4.910 kW

空調室外機

7.670kW

P280形

空調室外機

7.670kW

P280形

ACP-1-1

ELCB

2P2E

50AF/15AT

（30mA）

空調室内機

1.090kW

P280形

MCCB

3P3E

225AF/200AT

合計

3φ3W200V
屋外壁掛け型　ステンレス製

ﾒｰｶｰ標準塗装

ELCB

2P2E

50AF/15AT

（30mA）

30.680 kW合計

402501 502 401 403

運転電流：5.5AImax：43.1A Imax：43.1A

14°

ED

14°

ED（ELB）

35.590 kW合計

R・S S・T R・T

ELCB

3P3E

50AF/50AT

（30mA）

空調室外機

7.670kW

P280形

503

Imax：43.1A

ACP-1-1

空調室内機

1.090kW

P280形

運転電流：5.5A

ACP-1-1

空調室内機

1.090kW

P280形

運転電流：5.5A

ELCB

3P3E

50AF/50AT

（30mA）

空調室外機

7.670kW

P280形

504

Imax：43.1A

ACP-1 ACP-1

ACP-1 ACP-1 ACP-1

404

R・S

ACP-1-1

空調室内機

1.090kW

P280形

運転電流：5.5A

予備ｽﾍﾟｰｽ

2P50AF/

ELCB

3P3E

50AF/50AT

（30mA）

予備ｽﾍﾟｰｽ

3P50AF/

屋外壁掛け型　ステンレス製

ﾒｰｶｰ標準塗装

（ＭＡ1）

（ＭＡ2）

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

盤結線図
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Ｒ

1
,
9
5
5

壁
芯

壁
芯

壁
芯

壁
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

215 4,500 4,142.5 4,142.5 4,500 3,500 3,800 4,500 4,500 4,500

215185185

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

24,000 4,000

壁
芯

50 50

壁
芯

柱
芯

柱
芯

(来賓用)

男子便所UP

昇降口

渡

り

廊

下

便

所

女

子

職

員

階段室

機械室

ホール

玄関

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

暗室

校長室会議室

理科準備室

教材室

技術準備室

廊下

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ室

理科教室

※※

ボイラー室

96.80ｍ

2

UP
UP

UP

DN UP

UP

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

女子更衣室

渡り廊下

女子便所

体育器具庫

ポーチ

玄 関

体育器具庫

男子便所

男子更衣室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ア リ ー ナ

ス テ ー ジ

放送室

控室

体育器具庫

4,500 4,500

職員室

家庭科準備室
被服室

※

63.90ｍ

2

　SS 200×200×200 WP-SUS 　E端子付PB1A

サイズ・仕様 備　考記　号

PB2A 　SS 500×500×300 WP-SUS

PB3A 　SS 500×500×400 WP-SUS

［　プルボックスリスト　］

PB1B 　SS 200×200×150 WP-VE

　E端子付

　E端子付、ｾﾊﾟﾚｰﾄ付

　被せ蓋、ｾﾊﾟﾚｰﾄ付

ＰＡＳ

MA-1

MA-2

　EM-CET　60° Ｅ14°×2ａ 　難燃（65）FEPMA1 　露出部（70）HI

MA2 　EM-CET　100° 　難燃（80）FEP 　露出部（70）HI

　EM-CET　60° Ｅ14°×2ｂ 　ﾊﾝｶﾞｰMA1 　ＧＳＷ22°

MA2 　EM-CET　100° 　ＧＳＷ22°

地中埋設

架空（ﾒｯｾﾝ吊り）

　EM-CET　60°ｃ 　ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸMA1

MA2 　EM-CET　100° Ｅ14°×2

露出

　EM-CET　60°ｄ 　（54）HIMA1

露出

　EM-CET　100° Ｅ14°×2ｆ 　ｺﾛｶﾞｼMA2

床下隠ぺい

　EM-CET　100° Ｅ14°×2ｇ 　（70）HIMA2

露出

ｅ 　（70）HIMA2 　EM-CET　100° Ｅ14°×2

露出

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ﾌﾞﾗｹｯﾄ（Z）　L=600×11

E14°

ED（ELB）

（既存）

既設 引込柱

CP12-19-350

ｂ

ｅ

ｆ

ｇ
EM-IE14°×2

　ﾊﾝｶﾞｰ

φ100，厚さ：200程度

受電ｷｭｰﾋﾞｸﾙ分岐ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

14°
EM-IE　14°（接地）

【 配線凡例 】

・二重天井、アリーナ床下はころがし配線とする。

・図示なき配線は下記による。

（16）HIVE

露出 床下隠ぺい

地中埋設 架空（ﾒｯｾﾝ吊り）

φ100，厚さ：200程度

PB2A

PB2A

PAS 7.2kV3P200A

GR付（既設）

既設消火器

CR Z35-300A（ｶﾊﾞｰ付）

校舎軒側面に固定

【 凡例 】

記　号 名　称 仕　様

空調電源盤 詳細は盤結線図を参照

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 詳細はﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽﾘｽﾄを参照

接地極 種別は傍記による

配管用貫通口 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

幹線設備１階平面図
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壁

芯

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

2
4
,
0
0
0

2
,
1
0
0

2
,
7
0
0

1
,
7
0
0

壁芯

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｇ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

UP

UP

UP

DN

UP

UP

１階平面図　1:100

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

女子更衣室

渡り廊下

女子便所

体育器具庫

ポーチ

玄 関

体育器具庫

男子便所

男子更衣室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ア リ ー ナ

ス テ ー ジ

放送室

控室

体育器具庫

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

MA-1

MA-2

501 502 503

501 502 503 504

401 402 403 404

401 402 403

［ 空調電源配線系統図 ］

注記）

・　室内機への立上げは冷媒配管化粧ﾀﾞｸﾄ（空調設備）に通線する。

・　屋外露出部はHIVE管保護、室外機接続部は可とう電線管による。

・　アリーナ床下配線はコロガシとする。

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

MA-2

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

MA-1

401 402 403 404

501 502 503 504

501 502 503

401 402 403

（床下配線） （床下配線） （床下配線）

（床下配線） （床下配線） （床下配線） （床下配線）

φ50，厚さ：200程度 φ50，厚さ：200程度

φ75，厚さ：200程度

φ50，厚さ：200程度

φ50，厚さ：200程度

φ50，厚さ：200程度φ50，厚さ：200程度

φ50，厚さ：200程度

φ75，厚さ：200程度

PB1B PB1B PB1B

PB1B

PB1B

PB1BPB1B

PB1B PB1B PB1B

PB1BPB1BPB1B
PB1B

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no
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0
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0
0
0

3
,
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0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

97.5

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

2
7
,
2
0
0

Ａ

Ｇ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

DN

ギ ャ ラ リ ー

吹 抜

吹 抜

教官室

物入
ギ ャ ラ リ ー

２階平面図　1:100

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

501 　EM-CE　8°-3C＋E3.5°

502 　EM-CE　8°-3C＋E3.5°

401 　EM-CE　2°-3C　1C：E

402

403

ACP-1

ACP-1-1

503

ACP-1

ACP-1 　EM-CE　8°-3C＋E3.5°

ACP-1-1 　EM-CE　2°-3C　1C：E

ACP-1-1 　EM-CE　2°-3C　1C：E

備　考

負荷

記号

回路

番号

負荷

名称

　室外機

　室内機

　室外機

　室外機

　室内機

　室内機

　（28）HI　MA-1

接続盤

名　称

　（28）HI

　（28）HI

501 　EM-CE　8°-3C＋E3.5°

502 　EM-CE　8°-3C＋E3.5°

401 　EM-CE　2°-3C　1C：E

402

403

ACP-1

ACP-1-1

503

ACP-1

ACP-1 　EM-CE　8°-3C＋E3.5°

ACP-1-1 　EM-CE　2°-3C　1C：E

ACP-1-1 　EM-CE　2°-3C　1C：E

配　線

負荷

記号

回路

番号

負荷

名称

　室外機

　室内機

　室外機

　室外機

　室内機

　室内機

　（28）HI　MA-2

接続盤

名　称

　（28）HI

　（28）HI

403 　室内機 ACP-1-1 　EM-CE　2°-3C　1C：E

504 　室外機 ACP-1 　EM-CE　8°-3C＋E3.5° 　（28）HI

【 動力配線リスト１ 】

【 動力配線リスト２ 】

401 403 404

401 402 403

402

備　考配　管

配　管配　線

　（22）HI

　（22）HI

　（22）HI

　（22）HI

　（22）HI

　（22）HI

　（22）HI

【 配線凡例 】

・二重天井、アリーナ床下はころがし配線とする。

・図示なき配線は下記による。

露出 床下隠ぺい

【 凡例 】

記　号 名　称

空調電源盤

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

立上げ

仕　様

詳細は盤結線図を参照

詳細はﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽﾘｽﾄを参照

立上り、立下げ

機器接続部

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 幹線設備と共用

　SS 200×200×200 WP-SUS 　E端子付PB1A

サイズ・仕様 備　考記　号

PB2A 　SS 500×500×300 WP-SUS

PB3A 　SS 500×500×400 WP-SUS

［　プルボックスリスト　］

PB1B 　SS 200×200×150 WP-VE

　E端子付

　E端子付

　ｾﾊﾟﾚｰﾄ付、被せ蓋

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no
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50.5

壁

芯
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,
7
0
0

1
,
7
0
0

壁芯

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｇ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

UP

UP

UP

DN

UP

UP

１階平面図　1:100

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

女子更衣室

渡り廊下

女子便所

体育器具庫

ポーチ

玄 関

体育器具庫

男子便所

男子更衣室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ア リ ー ナ

ス テ ー ジ

放送室

控室

体育器具庫

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ

１

Ｒ

［ 集中リモコン配線系統 ］

注記）

・　室内外機間への操作線及びリモコン線は空調設備工事とする。

・　屋外露出部はHIVE管保護、屋内運動場露出部は１種金属線ぴ保護。

・　アリーナ床下配線はコロガシとする。

Ｌ-1-1
（既設）

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

空調

室外機

空調

室内機

室内外操作線

（空調設備工事）

　〃 　〃

室内外操作線

（空調設備工事）

室内外操作線

（空調設備工事）

　〃 　〃

C C C C
CC

C

C C CC

CC

集中

リモコン

AC100V

2
F
3

MMB

C

C

C

C C C

C

C C

CC

C

C

CCC

MMB

2
F
3

ＣＲ

予備回路に接続

ＣＲ

（床下配線） （床下配線） （床下配線）

（床下配線） （床下配線） （床下配線） （床下配線）

proj ect  name si gnature sheet  name
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Ｆ

Ｇ
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Ａ

Ｇ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ
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ギ ャ ラ リ ー

吹 抜

吹 抜

教官室
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ギ ャ ラ リ ー

２階平面図　1:100

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＡＣＰ

１－１

ＲＲ

ＲＲ

ＲＲ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

2F3

C

C

露出 床下隠ぺい

【 凡例 】

記　号 名　称

電灯分電盤（L1-1）

機器接続部

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

空調ﾘﾓｺﾝ

（空調設備工事）

集中ｺﾝﾄﾛｰﾗ

（空調設備工事）

仕　様

詳細は盤結線図を参照

動力設備と共用

位置ﾎﾞｯｸｽ、配管は本工事

位置ﾎﾞｯｸｽ、配線は本工事

EM-EEF 2.0-3C　1C：E

EM-CEE 1.25°-2C

EM-CEE 1.25°-2C×2

空配管

【 配線凡例 】

・二重天井、アリーナ床下はころがし配線とする。

・図示なき配線は下記による。

（22）HI

（16）HI

（22）HI

（19）EP

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no
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１

proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

特記仕様書１

Ⅿ

工　事　仕　様

機 械 設 備 工 事 仕 様 書

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

 Ⅰ 工　事　概　要

 Ⅱ

項　 　　目章 特　　　　記　　　　事　　　　項

１

一

般

共

通

事

項

（1）図面及び特記事項に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部

　   監修の「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版」（以下「標準仕様

　   書」という）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）令和7年版」（以下

　   「標準図」という）による。

　   ただし、改修工事に関しては「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）令和

　   7年版」（以下「改修標準仕様書」という）による。

（2）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれ

　   の工事仕様書を適用する。

　　　　　　　・　単一ﾀﾞｸﾄ方式　・　各階ﾕﾆｯﾄ方式）

機器取扱い説明書

　１．工  事  場  所

　６．工　事　種　目　（○印を付したものが該当）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

　２．地　域　地　区　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　４．建　物　用　途

　５．棟　別　概　要

その他監督職員が指示するもの

・ 　部

（建築物等の利用に関する説明書作成要領による）

建築物等の利用に関する説明書

書　類　名 提出部数

建築物等の利用に関する説明書の電子ﾃﾞｰﾀ（CD-R等）

　７．設備概要（改修の場合は工事対象を示す。）（○印を付したものが該当）

空気調和方式等

エ レ ベ ー タ ー 設 備

建　築　工　事

空　気　調　和　設　備

換　気　設　備

自　動　制　御　設　備

衛  生  器  具  設  備

給　水　設　備

排　水　設　備

浄　化　槽　設　備

総合試運転調整報告書

空

調

共　通　事　項

ガ　ス　設　備

消　火　設　備

給　湯　設　備

特　記　事　項２

14　保全に関する資料

15　総合試運転調整

　　　　・ 印の無い場合は、＊ 印のあるものを適用する。

　　　　・ 印と ＊ 印のある場合はともに適用する。

＊ 営繕工事写真撮影要領による

 　　　　　　　　　　　　　（全国消防長会中国支部編）

　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人公共建築協会 編集

　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部 監修

ただし、使用量の少ないもの、簡易な機材又は品質を証明する資料

なお、商品名が記載された機材については、当該商品又は同等品を

使用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受

けるものとする。

また、これらの機材を使用する場合は、設計図書に定める品質及び

性能を有することの証明となる資料又は外部機関が発行する資料等

の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

ただし、一般社団法人公共建築協会編集・発行の「建築材料・設備

等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿（最新版）」及び「同設備

機材等評価名簿（最新版）」に記載されたものについては、所定の品

質及び性能を有しているものとする。

本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

（平成12年法律第100号）に基づく、現行の「環境物品等の調達の推進

に関する基本方針」に定める特定調達品目の分野「公共工事」の品目

を調達する場合は、判断の基準を満たすものとする。

標準仕様書によるほか、液化石油ｶﾞｽ設備工事を施工する際は着手前

にｶﾞｽ供給事業者に着手前説明を行い、完了時に完成図を提出するこ

と。

装置全体の施工完了時に、下記の総合試運転調整を行う。

・ 風量調整

・ 水量調整

・ 室内外空気の温湿度の測定

・ 室内気流及びじんあいの測定

・ 騒音の測定

・ 飲料水の水質検査

官公署届出等書類

電　気　設　備　工　事

機器性能試験成績書

　

・ 空気調和（ ・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ方式　・ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ　･　ﾀﾞｸﾄ併用方式

・ 直放流下水管　・ 浄化槽　

建物内の汚水と雑排水（ ・ 合流　・ 分流 ）

・ 直放流下水管　・ 浄化槽　・　側溝　・　別途桝　

浄化槽設備

消火設備

給湯設備

汚　水

雑排水

排水槽

排水方式

給水方式

放流先

生

備

設

衛

自　動　制　御　設　備

排　煙　設　備

換　気　設　備

主要熱源機器

・ 温水発生機（ ・ 真空式　・ 無圧式 ）　

ｶﾞｽ設備

・ 粉末消火装置　・ 不活性ｶﾞｽ消火（ ・ 窒素　・　　　　　　　   　  　）　

・ 消防用水　・ 泡消火　・ 連結散水装置　・ ﾌｰﾄﾞ等用簡易自動消火装置

・ 屋内消火栓　・ 連結送水管　・ 屋外消火栓　・ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ　

・ 熱源（ ・ 電気　・ 都市ｶﾞｽ　・ 液化石油ｶﾞｽ　・ 灯油　・ Ａ重油 ）

ﾎﾟﾝﾌﾟ排水　・　有（・　汚水　・　雑排水　・　湧水）　・無

・ 水道直結　・ 高置ﾀﾝｸ　・ ﾎﾟﾝﾌﾟ直送　・　水道直結増圧

・ 自動制御方式（ ・ 電気式　・ 電子式　・ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式 ）

・ 鋼製ﾎﾞｲﾗｰ　・ 鋳鉄製ﾎﾞｲﾗｰ　

・ ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ　・ 吸収冷温水機　・ 吸収冷温水機ﾕﾆｯﾄ　

・ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機　・ ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式空気調和機　

・ 空気熱源ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ　・ ﾏﾙﾁﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機

・ 有（計画容量：　　　　　　　m3）　・ 無

・ 都市ｶﾞｽ　種別（　　　　　　　MJ／m3N）　　・ 液化石油ｶﾞｽ

・ 機械排煙（ ・ 有　・ 無 ）　・ 適用法規（ ・ 建基法　・ 消防法 ）

・ 有（ ・ 局所式　・ 中央式 ）　・ 無

・ 有（ ・ 合併処理　・ 小規模合併処理　・　　　　　　）・ 無　

・ ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火　・ 消火器　・ 無

設

備

　  ・ 一般飲料水適否検査（建築物における衛生的環境の確保に関

　　　 する法律に基づく16項目）

　　　 に関する法律に基づく11項目）

　　・ 一般飲料水適否簡易検査（建築物における衛生的環境の確保

　　　対象工事　飲料水に関する水槽及び埋設配管更新工事

　　　対象工事　上記一般飲料水適否検査以外の工事

・ 雑用水の水質検査

　  測定時期、測定対象化学物質、測定方法、測定対象室、測定箇

　  所数は監督職員の指示による。

　  ・ 水道法施行規則による水質検査

16　図形表示

17　電気容量及び

　　機器能力表示

19　足場

20　保温

21　塗装

22　再使用機器

機器類は、図示する形状及び配管などの取り出し位置により、特定

製造者の製品を指示、限定しない。

原則として、電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は図面に記載さ

れている数値以下、機器類の能力及び容量等は表示された数値以上

とする。

外部ﾈｯﾄﾜｰｸと接続するｼｽﾃﾑ

・有　（対象設備：　　　　　）　・無

外部ﾈｯﾄﾜｰｸとの接続する箇所の不正ｱｸｾｽ防止対策

盤及びｷｬﾋﾞﾈｯﾄの錠の鍵

・製造者標準鍵　

・鍵の指定有:対策機器（・　　　　・　　　　　　）

・ 本工事で設置する　　（　　　　図参照）

・ 建築工事設置の足場を利用

　　③準耐火構造の防火区画を貫通する給水管、排水管及び給湯管

　　　の保温はﾛｯｸｳｰﾙ保温材とする。

　　ただし、ﾕﾆｯﾄ付属部は耐火二層管とする。

　　屋外露出　・　保温化粧ｹｰｽ

　　　　　（・　樹脂製　・　溶融亜鉛めっき製　

　　　　　　・　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板製　・　ｽﾃﾝﾚｽﾗｯｷﾝｸﾞ（JIS G 4305））

　　・　有　・　無

下記の場所は塗装しない。

　　　＊　倉庫　・　車庫　・　駐車場

取外し再使用する機器は清掃及び絶縁抵抗測定の上取付ける。

型番変更等により参考型番が変更または廃止されている場合、参考

型番の同等品とする。

正）」による。

　　①暗渠内及び屋内外露出給水管の保温はﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材と

　　②多湿箇所及び屋内露出排水管の保温はﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材と

　　　する。

　　　する。

「自家用電気工作物に係るｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨの確保に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」

　　　　　　　・　合成樹脂ｶﾊﾞｰ（・　ｼｰﾄﾀｲﾌﾟ　・　ｼﾞｬｹｯﾄﾀｲﾌﾟ）

　　屋内露出　・　保温化粧ｹｰｽ（・　樹脂製　・　　　　　　　）

　　製品を監督職員の承諾のうえ使用できる。

＊ 1部

＊ 1部

（経済産業省令和5年3月改正）による。

・ﾌｧｲｱｳｫｰﾙ　・統合脅威管理(UTM)

「手すり先行工法等に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ（厚生労働省令和5年12月改

　　・ 1（ｼｰﾄﾀｲﾌﾟ）　・ 2（ｼﾞｬｹｯﾄﾀｲﾌﾟ）

塗装は標準仕様書第2編3.2及び図示による。

残りねじ部及びﾊﾟｲﾌﾟﾚﾝﾁのﾁｬｯｸ跡部の鉄面は、さび止めﾍﾟｲﾝﾄ

2回塗りを行う。

18　監視ｼｽﾃﾑのｻｲﾊﾞｰ

　　ｾｷｭﾘﾃｨ

・ 消防設備等の技術基準（第9次改訂版）

　　　 工事写真撮影ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ　機械設備工事編　令和5年版

1　適用基準等

2　機材の品質等 本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有する

ものとし、JISﾏｰｸ表示のない機材及びその製造者等は、次の1)～6)

の事項を満たすものとする。

の入手困難なもの等については、次の1)～6)を考慮の上、監督職員 

の承諾を受けて証明資料の提出を省略することができる。

1)品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀが整備されていること。

2)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

3)法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

4)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

5)安定的な供給及び保守等の営業体制が整えられていること。

6)材料及び接着剤等のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量はF☆☆☆☆とする。

3　環境への配慮

5　電気保安技術者

1)給水管、給湯管、排水管の保温は下記の部分を除きｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温

　材とし、施工順序は標準仕様書による。

3)一般ﾀﾞｸﾄの保温はｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材とする。

2)ｽﾗﾌﾞ上転がし排水管（耐火二層管を除く）はｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材とし､

　保温厚が確保できない場合はｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材同等の性能を有する

4)機器の保温はｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材とする。

5)冷媒管に断熱被覆銅管を使用した場合の外装材は下記による。

6)機器から外壁までの排気ﾀﾞｸﾄ保温

7)合成樹脂ｶﾊﾞｰ（冷媒管以外の管）

・ 1種換気　・ 2種換気　・ 3種換気
電気保安技術者を工事現場におき、電気工作物の保安の業務を行う

ものとする。

１　

（1）章及び項目は、番号に○印のついたものを適用する。

（2）特記事項は、・ 印を適用する。

１

２

３

４

５

６

７

建　物　名　称No. 階数構　造

延面積

(m2)

建築面積

(m2)

消防法

の区分

合　　　　計

工事種別

屋内運動場 改　修 Ｓ 2 (7) 1,037.16 1,088.55

1,037.16 1,088.55

耐火

区分

　３．敷　地　面　積　　　　　　　　　　　　　　　　　　m2

構内既存の施設

工事用水　・ 利用できる（有償）　・ 利用できない

工事用電力　・ 利用できる（有償）　・ 利用できない

8　発生材の処理等 ・ 引き渡しを要するもの

　　・　ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ(PCB)廃棄物

・ 現場において再利用を図るもの

・ 有価物

産業廃棄物の処理及び再資源化を図るものは下記による。

廃棄物

理産業

特別管
・ 廃石綿等

（　　　　　）

設資材

特定建

項　目 品　目 搬 出 場 所

距離

（Ｋｍ）

区間

（有・無）

処分費

（有・無）

備　考

（再資源化

エル・アイ・エス

　 成る建設資材

　 及び鉄から

・ 木材

DID

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ塊

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ

の有無等）

その他

・ 廃ﾌﾟﾗ

・ 金属くず

・ ｶﾞﾗｽくず

家電ﾘｻｲｸﾙ法の対象機器及びﾌﾛﾝ排出抑制法に該当する廃棄物は適切に

処理を行うこと。

9　交通安全管理 以下のとおり、交通の誘導に係る業務に従事する者を配置すること。

配置する位置は別に図示する。

名　称 人・日数 交通安全管理の必要な作業等

交通誘導員A

交通誘導員B

交通整理員

 　（注）取扱いは「営繕工事における交通誘導員等の取扱い基準」

　　　　 （営繕課HP掲載）による

10　技能士の適用 ＊　技能士制度の趣旨を十分理解の上、積極的な活用に努めること。

11　工事写真 下記のものを提出する。

仕様は、島根県営繕工事写真取扱要領による。

提出部数品　名　・　仕　様

（写真管理ﾌｧｲﾙ、工事写真、完成写真、完成写真帳、参考図等）

＊ 電子ﾃﾞｰﾀ（CD-R等）

1　部

12　完成時の提出図書 下記のものを提出する。

提出部数品　名　・　仕　様

＊ 情報共有ｼｽﾃﾑで処理を行った営繕工事帳票の電子ﾃﾞｰﾀ（CD-R等）

　（情報共有ｼｽﾃﾑを使用した場合のみ）

電子媒体での納品が困難な場合は受発注者間協議により決定する。

1　部

13　完成図 下記のものを、竣工後15日以内に提出する。

仕様は、島根県営繕工事完成図取扱要領による。

 ＊ 竣工図

提出部数

１　部

　　製本ｻｲｽﾞ（ ＊ A3縮小版 ）白焼

　　表装（ ＊ ﾚｻﾞｯｸ表紙（ﾗﾐﾈｰﾄ仕上げ））

品　名　・　仕　様

＊ 電子ﾃﾞｰﾀ（竣工図、施工図）（CD-R等）

製本の取りまとめについては監督職員の指示による。

設計に関するCADﾃﾞｰﾀを貸与するが、著作権者は、　　　　にある。

なお、貸与されたﾃﾞｰﾀは、当該工事における施工図又は完成図の

作成のため以外に使用してはならない。

6　現場事務所  ・ 設置できる

 ・ 設置できない

 　・ 敷地内　・ 敷地外（設置可能場所：　　　　　　　　　　）

4　官公署その他への

　　届出手続等

7　工事用電力、水

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

複

写

図

島根県鹿足郡津和野町町田イ26番地

都市計画区域内（区域区分未設定）

中学校

１８．２ 無 有

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 津和野町

1　部

令和8年度津和野中学校屋内運動場



proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

特記仕様書２

Ⅿ ２

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

設置場所

建物の種別

重要機器

・ 特定の施設

一般機器重要機器

・ 一般の施設

一般機器機器種別

防振支持の機器

機　器

屋上及び塔屋

上層階

中間階

地階及び１階

防振支持の機器

機　器

機　器

防振支持の機器

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

1.0

23　耐震措置 1)本工事に求められる耐震安全性については、下記及び「官庁施設の

　総合耐震・対津波計画基準及び同解説（国土交通省大臣官房官庁営

　繕部監修）令和3年版」による。

2)設備機器の固定は次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針

　（独立行政法人建築研究所監修）2014年版」及び「昇降機技術基

　版」及び「昇降機技術基準の解説（一般社団法人）日本建築設備

　・昇降機ｾﾝﾀｰ、（一般社団法人）日本ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ協会）」による設計

　用地震力に耐える方法とする。

　①設計用水平地震力は、機器重量[kN]に、地域係数と次に示す

　建築設備の設計用標準水平震度(Ks)

　　設計用標準水平震度(ks)を乗じたものとする。

水槽(ﾀﾝｸ)類

水槽(ﾀﾝｸ)類

水槽(ﾀﾝｸ)類

　　注）上層階の定義は次による。

　　　2～6階建ての場合は最上階、7～9階建ての場合は上層2階、

　　　10～12階建ての場合は上層3階、13階以上の場合は上層4階

　　重要機器は次のものを示す。　　

洗浄方式

３　小便器

２　洋風大便器

・ 手動式

・ 電気開閉式 ﾀｯﾁｽｲｯﾁ式（ ・ AC電源　・ 自己発電　・ 乾電池 ）

・ 壁掛型（低ﾘｯﾌﾟ）　・ 床置型

・ 手動式

・ 電気開閉式 ｾﾝｻｰ式　 （ ・ AC電源　・ 自己発電　・ 乾電池 ）

・ 電気開閉式（ ・ AC電源　・ 自己発電　・ 乾電池 ）

１　多機能ﾄｲﾚ

2)ﾘﾓｺﾝ等の配置はJIS S 0026による。

1)据付方式

2)洗浄方式

　　・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法

　　・ ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法

　　　（ ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ　・ ｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ ）

　　ただし、長辺が1,500㎜を超えるもの及び、最大静圧が600Paを

　　超えるものはｱﾝｸﾞﾙ工法とする。

　　貫通する部分の前後150㎜以上を1.6㎜の鋼板製とする｡

図示による

・ 有（ ＊ 本工事　　・ 別途工事 ）　　・ 無

　（仕様は図示による）

・ 有（ ＊ 本工事　　・ 別途工事 ）　　・ 無

取付け高さ　　　＊ 1,300㎜　　・                         

　　　用途　：　① 電源線、接地線

　　　　　　　　② 電気式の調節器（ｻｰﾓ、ﾋｭｰﾐ等）用電線

　　　　　　　　③ 各種検出部（温度、湿度等）、操作器（ﾊﾞﾙﾌﾞ、

　　　　　　　　　 ﾀﾞﾝﾊﾟｰ等）における弱電信号、通信線を除く

　　　　　　　　　 制御線

1)長方形ﾀﾞｸﾄの製作

2)円形ﾀﾞｸﾄ

3)防火区画貫通部の施工

　　・ 亜鉛鉄板製(ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ)

　　・ 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製(VU管)

1)枠及びｽﾘｯﾄの材質はｱﾙﾐﾆｳﾑ製とする。

2)着色　　・ する　　・ しない

1)外壁に面するｶﾞﾗﾘに設けるﾁｬﾝﾊﾞｰは有効なﾄﾞﾚﾝ装置を設置する

　こと｡

2)ｻﾌﾟﾗｲﾁｬﾝﾊﾞｰ、ﾘﾀｰﾝﾁｬﾝﾊﾞｰ等には点検口（450×600）を取り付ける。

・ 図示による。

煙道内の排気流速が安定している直管部分に80φのものを取り付ける

こと。

塗装　・ する　　・ しない

図示なき弁の耐圧は5kとする。

日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器用水質ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ）による。

　　水質基準

定格電流が20Aを超える機器は高調波対策を施す。10　高調波対策

4　ﾁｬﾝﾊﾞｰ

5　予備ﾌｨﾙﾀｰ

6　ばい煙測定口

7　屋外ﾌｰﾄﾞ類

8　弁の耐圧

9　空調用流体の

2　ﾀﾞｸﾄ

3　吹出口、吸込口

1　自動制御方式

2　中央監視装置

3　電源装置

4　温度調節器等

5　計装工事の配線 1)屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線と

2)原則として、次の用途に使用する電線類はEMｹｰﾌﾞﾙとし、規格は

　する。

　天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りｹｰﾌﾞﾙ配線とする｡

　標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。（機器、盤類はこれに

　よらなくてもよい）

1)島根県ひとにやさしいまちづくり条例施設整備ﾏﾆｭｱﾙによる。

機器類の取付に用いるﾎﾞﾙﾄは、適正ﾄﾙｸ値で締付け、規定値である

標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。

配管ﾀﾞｸﾄ類

機器類

　　説明板

32　機器操作要領の

　　表示方法

31　配管名等の

30　地中埋設標

　　黒及び朱色の文字で書く。

ことを確認し、印をつける。

＊ 標準図（機材2）による。

29　締め付けﾏｰｷﾝｸﾞ

　1)配管及びﾀﾞｸﾄの用途、系統及び流れ方向を表示する。

　2)弁にはｱｸﾘﾙ札を取り付けて用途を明記する。

　3)貼付表示する場合は、耐候性のある材料を使用する。

　1)ｴｱｺﾝ室外機には系統名及び機器番号、設置年月を明記する。

　2)水槽類には有効容量、設置年月を明記する。

　3)貼付表示する場合は、耐候性のある材料を使用し、日本語は

　　10㎝×10㎝、英数字は10㎝×5㎝程度とする。

1)機器の運転操作要領及び取扱い上の留意事項をｱｸﾘﾙ板（白地に）

2)板の大きさ及び文章は監督職員の承諾を受ける。

33　負担金 工事負担金は、本工事とする。

・ 下水道　　　　　　　　　円

34　関連他工事 ・　　　　　　　　　　　　

35　他工事との

　　取り合い

・ ｶﾞｽ　　　　　　　　  　 円（内消費税相当額　　　　　　　円）

・ 水道　　　　　　　　　　円（内消費税相当額　　　　　　　円）

　　・ （材料：　　　　　　　　工法：　　　　　　　　　　　 ）

　　工法等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　監督職員の指示による。放射線透過検査の検査費は別途とする。

発注者へ書面により説明すること。併せて調査結果の掲示及び所管労

（大気汚染防止法第18条の15､石綿障害予防規則第3条及び第4条の2）

　・ 図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・ 試料採取箇所（　　　　　　　　）　　　試料数（　　　）

・ 分析調査（定性分析）を行い、結果を報告する。

　・無

　　　　　　・図示による

　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・有　　事前調査箇所

石綿分析結果報告書の貸与　　　

働基準監督署長並びに都道府県知事等への報告を行うこと。

40　事前調査

注）放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は

　（電磁誘導法または電磁波ﾚｰﾀﾞ法）とする。

　監督職員に報告する。原則として探査方法は走査式埋設物調査

3)山留め

2)建設発生土の処理

1)埋戻しの種別

39　はつり工事等

38　土工事

　　・ A種　・ B種　・ C種　・ D種　  

　　鋼矢板等の抜き跡の処理工法　　＊ 砂を充てんする

　　残置　　・ する　　　＊ しない

　　・ 現場説明書による

　　・ 構内指定場所に堆積

　　・ 構内指定場所に敷ならし

2)はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い

受注者は以下の規定に基づき、特定建築材料等の有無を事前に調査し、

1)既存のｺﾝｸﾘｰﾄ床、壁等の配管貫通部の穴開けは、ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｺｱによる。

　　提出する。

（注）取扱いは「建築工事における県産木材を使用した工事用看板等

　　　（表示板1,400㎜×1,100㎜用）　　　　 台

　　　（営繕課HP掲載）による

　　　の使用に係る運用の一部改定について（通知）」

・ 工事用標示板

＊ 工事用ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　　　　　　　　　　　 　 5台

＊ 工事用看板

　　（県産木材製品） 　　　（表示板1,400㎜×500㎜用）　　　　　2台

　　・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP－VA）  （JWWA K 116）

　　・ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管                      （JIS G 3448）

　　・ 給水用高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管                    （JWWA K 144）

　　・ 

　　・ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管                      （JIS G 3448）

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP白）                （JIS G 3452）

　　・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　　　　　　　　　　    （JIS K 6769）

　　・ ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管　　　　　　　　　　　　　 　  （JIS K 6778）

　　　　（注）架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管及びﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管はﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ機器接続部

　　　　　　  のみに使用する。

　　・ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管　　　　　　　　　　  （JIS G 3448）

　　・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP－VA）  （JWWA K 116）

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP白）　　　　　　　  （JIS G 3452）

　　・ 給水用高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　　　　　　  　（JWWA K 144）

　　・ 

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP黒）　　　　　　　  （JIS G 3452）

　　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管　　　　　　　　　　　　  （JIS G 3469）

　　・ 

　　・ 冷媒用断熱材被覆銅管（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ保温材（難燃性））

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （JCDA 0009）

　　・ 空調配管用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　　　　　　（NETIS登録品）

1)給水

2)冷温水

　　・ 

3)冷却水

4)油　

5)冷媒

　　・ 

1　配管材料

　　・ 空調ﾄﾞﾚﾝ用結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管

　　・ 

6)ﾄﾞﾚﾝ

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP白）　　　　　　　  （JIS G 3452）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）　　　　　　　　  （JIS K 6741）

43　木製安全施設製品

27　配管施工 1)ねじ加工に際しては、ねじｹﾞｰｼﾞを使用し、ねじの長さを調整する。

2)ｲｵﾝ化傾向の大きくなる異種管の接続には、絶縁継手を使用する｡

3)60Su以下のｽﾃﾝﾚｽ鋼管継手は一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管の鋼管継手性能

　基準による継手とする。75Su以上のｽﾃﾝﾚｽ鋼管継手はﾊｳｼﾞﾝｸﾞ継手

　とする。

4)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管及びﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管の支持間隔は標準仕様書によるほか、

　ﾒｰｶｰの示す施工方法に準じ分岐部及び曲がり部においても適切に

　固定する。

5)給水用高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管、空調配管用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管を使用する

　場合の配管支持間隔は標準仕様書及びﾒｰｶｰ施工標準のうち短い方

　を適用する。

28　支持金物、

　　固定金物

1)ﾎﾟﾝﾌﾟ及び屋外設置機器、ﾋﾟｯﾄ内、多湿箇所のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ類は

　ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)、又は溶融亜鉛めっき仕上げ(HDZT49)とする。

2)屋外及びﾋﾟｯﾄ内、多湿箇所の配管、ﾀﾞｸﾄに使用する支持金物等は、

　ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)、又は溶融亜鉛めっき仕上げ(HDZT49)とする。

3)屋外及びﾋﾟｯﾄ内、多湿箇所に使用する鋼材類はｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)

　又は溶融亜鉛めっき仕上げ(HDZT49)とする。

4)ﾎﾞﾙﾄ、架台の異種金属接合の際は絶縁を施すこと。

41　施工計画調査 分析調査

・　塗膜塗料に含まれる有害物質

　　現場にてｻﾝﾌﾟﾙを採取し、分析を行う。

　　　有害物質の種類　　・PCB　　・鉛　　・ｸﾛﾑ

　　　採取場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

    　採取箇所数　（　　　　　）

42　施工調査 1)本工事の施工計画に先立ち事前調査を行う。

2)事前調査後速やかに調査結果をまとめ監督職員に報告書を

3)調査結果を考慮し施工計画書、施工図を作成する。

    既存のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは、原則として、使用しない。やむを得ず既存の

    ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄを再使用する場合は、状態及び強度を確認し、監督職員

    と協議のうえ、十分に清掃を行ってから使用する。

4)既存ｱﾝｶｰの再使用

24　耐震施工 1)機器の耐震施工

　①ｴｱｺﾝ室外機の転倒防止措置は図示による。

　②給湯設備機器の設置は「平成24年国土交通省告示第1447号」

　　　による。

2)横引き配管等は地震時の設計用水平震度及び設計用鉛直震度に

　応じた地震力に耐えるよう建築設備耐震設計・施工指針2014年版

　によるSA種、A種又はB種耐震支持を行う。

　ただし、次の場合を除く。

　①吊り長さが平均0.2m以下、または、40A以下の配管

　　（銅管は20A以下）

　②吊り長さが平均0.2m以下、または、周長1.0m以下のﾀﾞｸﾄ

25　外壁との取り合い 1)外壁と設備の取り合い部分（配管等の貫通部を含む）はｼｰﾘﾝｸﾞ

　　を行う。

2)ｼｰﾘﾝｸﾞ材は、建築工事標準仕様書表9.7.1及び建築改修工事標準

　　仕様書 表3.7.1により、外壁の種類に応じたものとする。

26　冷温水管等の

 　 ｴｱ抜き

ｴｱ溜まりを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容

易な位置にｴｱ抜き弁装置（ ＊ 手動　 ・ 自動 ）を設ける。

開 口 部

上記開口部の補強

設備機器の基礎

架台、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

図示した基礎 ＊

＊

＊

＊

建築

工事 工事 工事

電気設備 機械設備

工　事　内　容

工事

（　　）

機器の基礎

＊

梁、床、壁、貫通ｽﾘｰﾌﾞ

軽量鉄骨下地、壁、天井ﾎﾞｰﾄﾞ類の切込

上記開口部の補強

上記開口部の補強

埋込形消火栓等の型枠

ｽﾘｰﾌﾞの穴埋め（型枠の穴埋めを含む） ＊

点 検 口

外部取付ｶﾞﾗﾘ

防 油 堤

＊

付属操作ｽｲｯﾁとの渡り配線

付属操作ｽｲｯﾁ

付属操作ｽｲｯﾁの埋込ﾎﾞｯｸｽ

付属操作ｽｲｯﾁとの渡り配管（接地共）

個別ﾊﾟｯｹｰｼﾞの室内機、室外機の渡り配線（接地共）

発電設備の燃料配管

そ

の

他

＊

＊

＊

＊

＊

　　操作、制御回路は（ ＊ 一括警報用無電圧端子付とする ）

配

管

・

配

線

機器付属の制御盤等への電源供給配管配線（1次側）

全熱交換ﾕﾆｯﾄ等の機器

空調機､

配線・機器取付

配管

電極棒

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

機器付属の制御盤以降の2次側の配線　（接地共）

機器付属の制御盤以降の2次側の配管

・　　　　　　　　　　　　

　　　中央監視盤（壁掛形、自立形）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　一般機器は重要機器以外で重量が1[kN]を超えるものを示す。

　　なお、1[kN]以下の機器の取付は上記によるほか、機器製造者

　　指定の方法により行う。

　②ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの耐震ｸﾗｽ

　  ・ S14　・ A14

　　による。

　③設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と

　　同時に働くものとする。

3)あと施工ｱﾝｶｰ

　　施工後確認試験

　　試験方法　引張試験機による引張試験

　　対象機器　重要機器及び一般機器

（注）機器重量が1[kN]以下の機器は使用するｱﾝｶｰﾒｰｶｰの確認試験

　　　資料を監督職員に提出し承諾をうけること。

　　確認強度　対象機器ごとのｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ1本あたりの短期引抜強度

　　　　　　　の2/3以上　

　　試験本数　機器1台に対し1本以上

　　試験箇所　監督職員の指示による。

36　特定元方事業者の 下記の者に、労働安全衛生法第30条第2項に基づく指名を行う。

　　指名

・ 本工事の受注者

・ 関連他工事の受注者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

37　施工図及び施工

　　計画書 発注者に委譲するものとする。

提出した施工図及び施工計画書に関わる当該建物における使用権は

　  ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの設計用水平標準震度(Khs)は「昇降機技術基準の解説」

＊

＊

＊

＊

　

　基準に基づき定められた区分等

　構造体　・Ⅰ類　・Ⅱ類　・Ⅲ類

　建築非構造部材　・ A類　・ B類

　建築設備　・甲類　・乙類

　特定室　（　　　　　　　）

　機能の停止が許されない室　（　　　　　　　）

　※記載のない室は一般室とする。

  　　水槽類（受水槽、高架(高置)水槽）

　　　ﾎﾟﾝﾌﾟ類（加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ、揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ）

　　　消火設備機器（消火ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ、自動消火設備機器、

　  　　　　　　　　ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形消火設備機器）

　　　危険物貯蔵装置（ｵｲﾙﾀﾝｸ、ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ）

　　　ｴｱｺﾝ室外機（ﾙｰﾑｴｱｺﾝは除く）

３
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動

制

御

設

備

４
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備

２

空
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気

令和8年度津和野中学校屋内運動場



proj ect  name si gnature sheet  name

scal e

sheet  no

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

特記仕様書３

Ⅿ ３

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 参　考　要　領　図 参　考　要　領　図

2
0
0

200 200

d

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

５

給

水

設

備

６

排

水

設

備

７

給

湯

設

備

８

消

火

設

備

９

ガ

ス

設

備

浄

化

槽

設

備

１０

　 ・ 給水用高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　　　　　　　 （JWWA K 144）

　 ・ 

　 ・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ ・ HIVP　・ VP ）（JIS K 6742）

   ・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ ・ HIVP　・ VP ）（JIS K 6742）

 　・ 給水用高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　　　　　　　 （JWWA K 144）

　 ・ 

 　・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP－VA） （JWWA K 116）

　 ・ 

 　・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP－VB） （JWWA K 116）

 　・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　　　　　　　　　　　 （JIS K 6769）

 　・ 給水用高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管　　　　　　　 　　（JWWA K 144）

 　・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP－VA） （JWWA K 116）

※中水配管と上水配管が混在する建物では中水配管用にSGP-VAを用

　い、上水配管用にSGP-VBを用いる。

　　・ さや管ﾍｯﾀﾞｰ工法　・ ﾍｯﾀﾞｰ工法（保温付管）　

　　・ 分岐工法（ ・ 融着接合　・ ﾒｶﾆｶﾙ接合 ）

　　・ 接着接合　　・ ｺﾞﾑ輪接合

　　塩ﾋﾞ管の接合方法をｺﾞﾑ輪接合とする場合、継手部には

　　離脱防止金具を使用する。

　　　50A以下　・ ﾒｶﾆｶﾙ接合　・ 電気融着接合

　　　75A以上　・ 電気融着接合

　　水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管は50A以下とする。

図示なき弁の耐圧は10kとする。

土中配管に使用する弁は埋設用とする。

給水引き込み部は水道事業者の指定品とする。

・ 定流量弁（ ・ 流量固定式　・ 流量調整式 ）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）                  （JIS K 6741）

　　・ 排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（D－VA）       （WSP 042）

　　・ 耐火二層管（国土交通大臣認定品）

　　・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF－VP） （JIS K 9798）

　　・ 耐火性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管                 （NETIS登録品）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）                  （JIS K 6741）

　　・ 排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（D－VA）       （WSP 042）

　　・ 耐火二層管                       （国土交通大臣認定品）

　　・ 耐火性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管                 （NETIS登録品）

　　・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF－VP） （JIS K 9798）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）                  （JIS K 6741）

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP白）                （JIS G 3452）

　　・ 耐火二層管                       （国土交通大臣認定品）

　　・ 耐火性硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管                 （NETIS登録品）

　　・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF－VP） （JIS K 9798）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）                  （JIS K 6741）

　　・ 排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（D－VA）       （WSP 042）

　　・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF－VP） （JIS K 9798）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）                  （JIS K 6741）

　　・ 排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（D－VA）       （WSP 042）

　　・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF－VP） （JIS K 9798）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）                  （JIS K 6741）

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP白）                （JIS G 3452）

　　・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RF－VP） （JIS K 9798）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ ・ VP　・ VU ）      （JIS K 6741）

　　・ 排水用ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（REP－VU）       （AS 58）

　　・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管（RS－VU） （JIS K 9797）

　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（ ・ VP　・ VU ）      （JIS K 6741）

　　・ 排水用ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（REP－VU）       （AS 58）

　注）建物から屋外第一桝まではVP管とする。

1)一般配管用

3)土間配管用

　 ・ 

2)中水配管用

4)屋外埋設用

1)鋼管と塩化ﾋﾞﾆﾙ管の接合は50A以下をﾕﾆｵﾝｼﾓｸ接合とし、ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

　と塩化ﾋﾞﾆﾙ管の接合は異種管接続用管端防食管継手を使用する。

　65A以上の接合はﾌﾗﾝｼﾞ接合とする。

2)架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管及びﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管の接合方法

3)塩ﾋﾞ管の接合方法

4)ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管の接合方法　

1)ﾏﾝﾎｰﾙｶﾊﾞｰは施錠する。

2)電極棒取付材及び電極棒の取付は本工事とする。

3)屋外に設置するﾀﾝｸの積雪耐荷重は2KPa以上とする。

5)ﾀﾝｸから排水ﾊﾞﾙﾌﾞまでの配管は給水設備に準ずる。

6)ﾄﾞﾚﾝ配管はﾀﾝｸ本体から支持する。

4)ﾏﾝﾎｰﾙは、気密姓を有する構造とし、断熱性を有するﾀﾝｸの場合には

　保温形（二重蓋構造等）とする。

1)屋内汚水管

2)屋内雑排水管

3)屋内通気管

4)屋外露出汚水管

5)屋外露出雑排水管

6)屋外露出通気管

7)屋外埋設汚水管

8)屋外埋設雑排水管

1　配管材料

2　管の接合等

3　弁

4　ﾀﾝｸ

1　配管材料

舗装層

舗装路盤

舗装層

舗装路盤

掘削土の中の良質土

山砂

▽締固め

山砂

山砂

掘削土の中の良質土

排水管

h1・h2 ： 埋設深さ(mm)

  h1   ： 車輌道路:600以上

　h2　 ： 上記以外:300以上(舗装厚を除く)

GW保温筒

保温主材は耐火被覆端部より50mm程度重ねる

耐火二層管被覆層

保温副資材は耐火被覆端部より100mm程度重ねる

②

L40×40×t3

①

FB 38×t3

          満たさない場合に取り付ける。

給水設備仕様に準ずる

基礎または地盤面からとする

支持は水槽からとする

受水槽架台

受
水

槽
架

台

受水槽架台

受水槽基礎部分詳細図

埋戻し基準断面図

※入念に埋め戻すこと

※図によるほか、労働安全衛生規則に従うこと

H<1.0の場合:A=d+0.4

1.0≦H≦1.5の場合:A=d+0.8

1.5≦Hの場合:A'=(d+0.6+0.3H)/2

※図によるほか、労働安全衛生規則に従うこと

掘削基準断面図

 転倒防止金具を取り付ける。

①転倒防止金具を壁面に

①

②

①

          満たさない場合に取り付ける。

室外機の転倒防止措置要領①

※室外機に直接触れないように取付けること

①転倒防止金具を壁面に

① ①

①

          満たさない場合に取り付ける。

室外機の転倒防止措置要領②

室外機の転倒防止措置要領③

給水用ﾀﾝｸ周り配管支持等要領図

ﾀﾝｸ～ﾌﾚｷ間の支持は水槽からとする

ﾀﾝｸ～ﾌﾚｷ間の

ﾀﾝｸ～ﾊﾞﾙﾌﾞ間の管種・保温は

ﾀﾝｸ排水配管の支持は水槽からとする

ﾌﾚｷ以降の配管支持は基礎または地盤面からとする

埋設表示ﾃｰﾌﾟ

給水管・ｶﾞｽ管・油管

耐火二層管と塩化ﾋﾞﾆﾙ管の管種変更部の保温施工要領

ﾒｰｶｰの耐震試験が特記事項を

材質は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ品

           またはｽﾃﾝﾚｽ製とする。

注)転倒防止金具を外装材にﾋﾞｽ固定しないこと。

 おねじﾒｶﾆｶﾙｱﾝｶｰで固定

②室外機本体ﾎﾞﾙﾄを取り外し、

 はﾎﾞﾙﾄを取り替える

　※室外機本体ﾎﾞﾙﾄの長さが不足する場合

ﾒｰｶｰの耐震試験が特記事項を

材質は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ品

           またはｽﾃﾝﾚｽ製とする。

 おねじﾒｶﾆｶﾙｱﾝｶｰで固定

ﾒｰｶｰの耐震試験が特記事項を

材質は溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ品

           またはｽﾃﾝﾚｽ製とする。

①転倒防止金具を壁面に

注)転倒防止金具を外装材にﾋﾞｽ固定しないこと。

 おねじﾒｶﾆｶﾙｱﾝｶｰで固定

 転倒防止金具を取り付ける。

②室外機本体ﾎﾞﾙﾄを取り外し、

※室外機本体ﾎﾞﾙﾄの長さが不足する場合は

 ﾎﾞﾙﾄを取り替える

ﾌﾚｷ1次側配管の支持は

VP管を接続する場合はVPｰVU変換ｿｹｯﾄを使用する。

　　・ 水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP－HVA）

　　　　　　　                             　    （JIS K 140）

　　・ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管                    （JIS G 3448）

　　・ ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾝ管                                （JIS K 6778）

　　・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管                            （JIS K 6769）

　　・ 

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP黒）                （JIS G 3452）

　　・ 

図示なき弁の耐圧は5kとする。

ただし、水道直結部分及び図示により示す部分は10kとする。

仕様は図示による。

　　＊　配管用炭素鋼鋼管（SGP白）               （JIS G 3452）

　　・ 消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管（SGP－VS）   （WSP 041）

　　・ 消火設備配管用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管            （消防認定品）

　　　（注）性能認定品以外を使用する場合は消防法施行令第32条

　　　 による申請を行う。　

消火配管の保温仕様は、給水管を準用する。

（施工場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図示なき弁の耐圧は10kとする。

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP白）                （JIS G 3452）

　　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管                          （JIS G 3469）

　　・ 配管用炭素鋼鋼管（SGP白）                （JIS G 3452）

　　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管                          （JIS G 3469）

　　・ ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管                           （JIS K 6774）

　　・ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管                          （JIS G 3469）

・ ｶﾞｽ事業者貸与（配管はﾒｰﾀｰﾕﾆｵﾝまで本工事）

・ 買取

・ 小規模合併処理

　（ ・ 担体流動生物濾過方式　・ 嫌気分離接触ろ床方式 ）

・ 合併処理（　　　　　　　                         　　　　）

・ その他　（　　                         　　　　　　　　　）

（ 建物から屋外第1桝までのVP管の接続は除く ）

2　小口径汚水桝

3　通気口

4　ﾏﾝﾎｰﾙ蓋 1)ﾏﾝﾎｰﾙ蓋は鎖付とする。

2)塗装はSHASE-S 209による。

3)ﾏﾝﾎｰﾙ用手かぎを1組納品する。

1)給湯配管

2)油配管

1　配管材料

2　弁の耐圧

1　消火機器 

2　配管材料

3　消火器ﾎﾞｯｸｽ

4　保温

5　弁の耐圧

1)隠ぺい、露出部分

2)土中埋設

1)屋外　＊ 樹脂製　　・　　　　　　　　　

2)屋内　＊ 図示　　　・　　　　　　　　　　　　

1)屋内一般

2)ｺﾝｸﾘｰﾄ埋込　

3)土中埋設

1　配管材料

2　ｶﾞｽﾒｰﾀｰ

3　ｶﾞｽｺｯｸ

4　その他

1)過流出安全装置付とする。

2)ｺﾞﾑｷｬｯﾌﾟ付とする。

3)ﾎﾞｯｸｽｺｯｸは押回しｶﾁｯﾄﾀｲﾌﾟとする。

1)配管には必要に応じ水抜装置を取付ける。

2)都市ｶﾞｽ工事はｶﾞｽ事業者の指定業者の施工とする。

3)実験用高圧ｶﾞｽは請負者の責任施工とする。

4)ｶﾞｽ器具はｶﾞｽ事業者認定品（都市ｶﾞｽ）とする。

5)ｶﾞｽ器具は検定合格品（液化石油ｶﾞｽ）とする。

6)都市ｶﾞｽはｶﾞｽ供給事業者の供給約款による。

1　処理種別及び方式

2　人槽算定式

・ ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ　（　＊　ｱﾙﾐ製　・　　　　　）

・ 排水用通気弁（　＊　樹脂製  ･    　    ）

H

h
2

3
0
0

1
0
0

1
5
0

h
1

A' A A'

1
0
0

200

400

200

6
0
0
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　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

空調機リスト表

Ⅿ ４

空調機器リスト表

記   号 機   器   名   称 機        器        仕        様

ＫＷ
φ

Ｖ

容      量

備     考台 数

配管用架台（溶融亜鉛メッキ）

【配管架台参考図（ＮＯ　ＳＣＡＬＥ）】

《参考品番》

パッケージエアコン

空冷式

０．２６×２

２００３

ＦＡＮ

ＣＯＭＰ６．６１冷房能力

暖房能力

２５．０（最大２８．０）ｋＷ

２８．０（最大３１．５）ｋＷ

冷媒ガス：Ｒ３２

室外機平置き架台本工事（Ｈ＝５００）

ＡＣＰ－１

ＲＸＴＡ２８０Ａ

７ ９．５２，２２．２

冷房消費電力

暖房消費電力

７．６７ＫＷ

７．１８ＫＷ

（室外機）

《参考品番》

０．２２×２２００１ ＦＡＮ冷房能力

暖房能力

２８．０ｋＷ

３１．５ｋＷ

マルチジェットタイプ（床置設置）

架台（木台）建築工事

ＦＳＸＹＺＡ２８０Ａ

７ ９．５２，２２．２

冷房消費電力

暖房消費電力

１．０９ＫＷ

１．０９ＫＷ

パッケージエアコン

空冷式

（室内機）

ＢＲＣ１Ｇ５，ＫＫＳＺＡ２８０

転倒防止金具，高調波対策付

《付属品》 ワイヤードリモコン，吊り用置台

ＡＣＰ－１-1

集中リモコン ＯＮ／ＯＦＦコントローラー －－ － １

《参考品番》ＤＣＳ３０１Ｂ１

電気設備工事へ支給

１

２

３

Ｌ＝　　　ｍｍ２００ ２

１４

１７

Ｌ＝　　　ｍｍ２７０

Ｌ＝　　　ｍｍ４００

配管用架台 配管用架台 配管用架台 ３２１

1
0
0

50

4
.
5

400270200

注記：１．パッケージエアコンの冷暖房能力及び消費電力は「ＪＩＳ　Ｂ　８６１６」に規定された条件による。

令和8年度津和野中学校屋内運動場
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1:100　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

空調設備１階平面図

Ⅿ ５

4,200 4,950 4,950 4,950 4,950 4,950 4,950 4,200

38,100

50.5

柱

芯

壁

芯

壁

芯

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

4
,
8
0
0

2
4
,
0
0
0

2
,
1
0
0

2
,
7
0
0

1
,
7
0
0

壁芯壁芯

壁芯 壁芯

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1,225 2,500 1,225

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ａ

Ｇ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

UP

UP

UP

DN

UP

UP

１階平面図　1:100

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

女子更衣室

渡り廊下

女子便所

体育器具庫

ポーチ

玄 関

体育器具庫

男子便所

男子更衣室

ｼｬﾜｰｺｰﾅｰ

ア リ ー ナ

ス テ ー ジ

放送室

控室

体育器具庫

ＡＣＰ

１

ＡＣＰ ＡＣＰ

ＡＣＰ

ＡＣＰ ＡＣＰ

ＡＣＰ

１ １

１

１ １

１

２２．２９．５２Ｒ　１

保温筒付冷媒用銅管管径表

記　号 液　管 ガス管

Ｒ

２ ２ ２

２

２

２ ２

２

２

Ｄ Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

Ｒ

１

Ｒ

１

Ｒ

１

Ｒ

１

Ｒ

１

Ｒ

１

Ｒ

１

Ｒ１Ｒ１

　１．マルチパッケージエアコンへ室内外機への電源供給は電気設備工事とする。

　　　室内外機間への操作線及びリモコン線は本工事する。但し、リモコン用の

　　　ＢＯＸ及び空配管は電気設備工事とする。操作線はＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

　　　とし、リモコン線はＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃとする。

特記事項

　２．図中の　　　はエアコン用リモコンを示す。Ｒ

　３．図中の　　　はエアコン用集中リモコンを示す。Ｒ

　４．エアコン用集中リモコンの配線は電気工事とする。

　５．コア貫通部分は不燃材による埋め戻しを行うこと。

Ｒ１,25 Ｒ１,25 Ｒ１,25

25,Ｒ１ 25,Ｒ１ 25,Ｒ１ 25,Ｒ１

2
5 2
5

2
5

2
5
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　６．図中の　　　は既設コンクリート舗装部撤去分を示す。施工に伴うコンクリート舗

　　　装のカッター切断・斫り撤去は本工事とし、復旧工事は建築工事とする。

　７．施工に伴う脚立足場は本工事とする。
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1:100　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

空調設備２階平面図
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　１．マルチパッケージエアコンへ室内外機への電源供給は電気設備工事とする。

　　　室内外機間への操作線及びリモコン線は本工事する。但し、リモコン用の

　　　ＢＯＸ及び空配管は電気設備工事とする。操作線はＥＭ－ＣＥＥ１．２５□－２Ｃ

　　　とし、リモコン線はＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃとする。

特記事項

　２．図中の　　　はエアコン用リモコンを示す。Ｒ

　３．図中の　　　はエアコン用集中リモコンを示す。Ｒ

　４．エアコン用集中リモコンの配線は電気工事とする。

　５．コア貫通部分は不燃材による埋め戻しを行うこと。
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　６．施工に伴う脚立足場は本工事とする。
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２階平面図　1:100

令和8年度津和野中学校屋内運動場



proj ect  name si gnature sheet  name sheet  no

scal e

　　　　　LED化及び空調設備等設置工事

空調設備詳細図
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